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実行委員長あいさつ

日本ソーシャルワーク学会
第 41 回全国大会

実行委員会委員長
和気 純子（東京都立大学）

　この度は、日本ソーシャルワーク学会第 41 回全国大会にご参加いただき、誠にありがとうござ
います。本大会の実行委員会を代表して、一言ご挨拶させていただきます。
　第 41 回大会は、東京都八王子市に位置する東京都立大学南大沢キャンパスを会場とし、東京都
立大学に所属する会員と、学会の研究推進第 2 委員会に所属する首都圏在住の理事、さらに東京
都のソーシャルワーカー職能団体の代表者の皆様を加えた８名で構成する実行委員会によって企
画・運営されます。また、開催にあたり、全国のソーシャルワーク関連の職能団体および日本ソーシャ
ルワーク教育学校連盟にも共催いただきましたことを、この場を借りて厚く御礼申し上げます。
　さて、コロナ禍ではオンラインによる大会開催を余儀なくされましたが、昨年は対面とオンラ
インによるハイブリッド開催が実現し、コロナ禍が一定の収束をみた本年は、従来型の対面によ
る大会を開催することができました。ソーシャルワーク研究に取り組む仲間が、地域や組織を超
えて対面で集い合うという、これまで当たり前であった日常を取り戻す機会がもてることは感慨
深く、あらためて関係者の皆様の努力とご協力に感謝いたします。
　ところで、本学会では、特定のテーマのもとで会員有志の参加による研究会を設置し、日頃よ
り相互の研鑽に努めています。2023 年からは、「多様性と文化的コンピテンスにもとづくソーシャ
ルワークのあり方に関する研究会」を組織し、活動を行っています。本大会のテーマは、こうし
た研究会の成果も反映させながら、大都市東京の特性でもある多様性に着目し、包摂的な支援の
実現による、「誰一人取り残さないソーシャルワーク」について議論を深めてまいります。シンポ
ジウムでは、第一線で活躍している実践者や研究者から報告をいただきます。さらに、多様性を
生み出すグローバリゼーションの潮流をふまえ、国際ソーシャルワーク学校連盟（IASSW）の次
期会長（本年 7 月 1 日より就任）のアントワネット・ロンバード（Antoinette Lombard） 博士を
招聘し、ソーシャルワークと社会開発のための、包摂的な社会変容の共同構築のためのグローバル・
アジェンダについて講演いただきます。
　コロナ禍が収束したとはいえ、国内外で戦争や災害が多発し、人々が苦悩する姿を目にしない
日はありません。あらためて、ソーシャルワークに何ができるのか。ソーシャルワーク研究、実践、
教育がさらに連携を深め、地域、国、世界がその使命を共有し、共同で社会変容に取り組む重要
性がかつてなく高まっています。このような視点を共有しつつ、本大会が、参加者の皆様にとっ
て実り多いものとなることを願います。
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第 41 回大会　テーマと趣旨

１　大会テーマ
　「多様性×包摂性～誰一人取り残さないソーシャルワーク～」

２　趣旨
　グローバリゼーションの進展は、国籍、民族、性別、性的指向、障がい、年齢、宗教など多様
な特性をもつ人々の共生を必然とする。しかし、戦後、福祉六法体制により、年齢や障がいなど
の属性によって縦割的に発展してきた日本の社会福祉システムは、多様化、複合化する人々のニー
ズに十分こたえられていない現状がある。もとより、「誰一人取り残さない」ことがソーシャルワー
クの真髄であり、その実現にむけて様々な課題提起や先進的な取り組みもなされている。国にお
いても領域をつなぎ、包括的な支援体制を可能にする制度を創設し、孤立・孤独への対策にも着
手したところであるが、その取組みには依然として大きな壁が立ちはだかっている。本大会では、
このような問題意識のもと、多様性と包摂性を担保し、誰一人取り残さないソーシャルワークの
実現にむけて、その現状と課題を研究者と実践者双方の視点を交えながら議論し、求められる革
新を展望する。
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大会概要

名　　称 日本ソーシャルワーク学会第 41 回全国大会
主催団体 日本ソーシャルワーク学会
大会テーマ 「多様性×包摂性～誰一人取り残さないソーシャルワーク～」

実行体制
　主　　催 日本ソーシャルワーク学会　第 41 回大会実行委員会
　実行委員長 和気　純子（東京都立大学）
　実行委員会 長沼　葉月（東京都立大学）
 ヴィラーグ・ヴィクトル（日本社会事業大学）
 荒井　浩道（駒澤大学）
 杉野　聖子（江戸川おおたかの森専門学校）
 岡野　範子（公益社団法人　東京社会福祉士会）
 松永実千代（一般社団法人　東京精神保健福祉士協会）
 田上　　明（一般社団法人　東京都医療ソーシャルワーカー協会）
　共催団体　
　　　【東京都】 公益社団法人　東京社会福祉士会
 一般社団法人　東京精神保健福祉士協会
 一般社団法人　東京都医療ソーシャルワーカー協会
　　　【全国団体】 公益社団法人　日本社会福祉士会
 公益社団法人　日本精神保健福祉士協会
 公益社団法人　日本医療ソーシャルワーカー協会
 特定非営利活動法人　日本ソーシャルワーカー協会
 一般社団法人　日本ソーシャルワーク教育学校連盟

開催日時 2024 年 6 月 29 日（土）、6 月 30 日（日）
開催場所 東京都立大学南大沢キャンパス　1 号館 1 階　
 （情報交換会は、同キャンパス国際交流会館 1 階喫茶コーナー）
 〒 192-0397　東京都八王子市南大沢 1 − 1（京王線南大沢駅より徒歩 3 分）
参加申込 以下の Peatix のサイトからお申込みください。
 https://jsssw41taikai.peatix.com

　支払い方法は、クレジットカードまたはコンビニ決済が選択できます。参加登録後 8 日以内に
お支払いください。直前に申し込みされた方は、最終の支払い期限が 6 月 25 日（火）12：00 まで
となります。期限までの入金が確認できない場合は、参加登録は無効となりますのでご注意くだ
さい。なお、一旦納入された参加費は、不参加であっても、払い戻しはいたしません。
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　大会および情報交換会参加費　

会員（含共催団体の会員） 7,000 円

非会員 8,000 円

学生・院生 3,000 円

情報交換会 5,000 円

問合せ先 日本ソーシャルワーク学会第 41 回大会事務局
 jsssw-seminer@worldpl.co.jp
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大会プログラム　第 1日目

9：15 受付開始

10：00
1-120 教室

開会式　
会長、実行委員長、共催団体等挨拶

10：30−12：30

1-120 教室

基調講演  （逐語通訳あり）
　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：和気 純子（東京都立大学）
挨拶：黒木 保博（長野大学）

講師：アントワネット・ロンバード （Antoinette Lombard）
　　　（国際ソーシャルワーク学校連盟次期会長）
　　　「ソーシャルワークと社会開発にむけたグローバル・アジェンダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　～包摂的な社会変容の共同構築～」
コメンテーター：小原 眞知子（日本社会事業大学・IFSW-AP 会長）

12：30−13：30 昼食

13：30−16：00

1-120 教室

大会校企画シンポジウム
テーマ：「多様性×包摂性とソーシャルワーク」
　　　　　　　　　　　　　コーディネーター：荒井 浩道（駒澤大学）

シンポジスト
　加山  弾（東洋大学）
　　「地域共生社会づくりにおけるコミュニティソーシャルワーク機能
　　　　～重層性（制）を志向する支援体制とは～」
　小林 聖子（豊島区民社会福祉協議会）
　　「多様性×包摂性とソーシャルワーク～豊島区民社協の取組み～」
　瀧脇  憲（自立支援センターふるさとの会）
　　「関係性の生成変化～居住・生活支援による包摂の可能性～」
　横田 千代子（女性自立支援施設いずみ寮）
　　「“ 売春防止法 ” から女性支援新法 “ 困難な問題を抱える女性への
　　　　支援に関する法律 ” へ～支援の現場から思うこと～」

コメンテーター：
　松永 実千代（東京精神保健福祉士協会）　
　アントワネット・ロンバード（国際ソーシャルワーク学校連盟）

16：15−17：45
自由研究発表　第 1 分科会　　会場　1-102 教室
自由研究発表　第 2 分科会　　会場　1-103 教室
自由研究発表　第 3 分科会　　会場　1-104 教室

18：00−19：30
国際交流会館

情報交換会 会場　東京都立大学国際交流会館　1 階喫茶コーナー
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大会プログラム　第 2日目

9：15 受付開始

10：00−
　12：30

1-120 教室

学会企画シンポジウム
　テーマ：「文化的コンピテンスとＳＷ～国籍、在留資格を超えて～」
　　　　　コーディネーター：ヴィラーグ・ヴィクトル（日本社会事業大学）

シンポジスト
　武田  丈（関西学院大学）
　　「文化的コンピテンスに基づくソーシャルワークの実践モデル・アプローチ」
　杉山 聖子（入管収容問題を考えるソーシャルワーカーネットワーク）
　　「日本社会における外国人のメンタルヘルス　～収容と仮放免から考える～」
　南野 奈津子（東洋大学）
　　「移住家族と子どもの包摂をめぐる課題とソーシャルワーク」
　門 美由紀（横浜市国際交流協会）
　　「“避難民 ” の共通性と個別性　～ソーシャルワークの視座から～」

コメンテーター：
　岡野 範子（東京社会福祉士会）
　森  恭子（日本女子大学）

12：30−
　13：30

昼食

13：00−
　14：00

1-120 教室

総会

14：15−
　15：45

自由研究発表　第 4分科会　会場　1-103 教室
自由研究発表　第 5分科会　会場　1-104 教室

15：50−
　16：00

1-120 教室

閉会式
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大会参加のみなさまへ

１　参加受付およびクローク
　1 号館の 110 教室にて、参加受付いたします。受付にて、参加証（ネームフォルダー）および
プログラム集をお渡しいたします。お名前を書き、大会期間中は、ネームフォルダーを身に着け
ていただきますようお願いいたします。また、上記の時間、荷物をお預かりいたします。その際、
荷物受け取りのため半券をお渡しいたしますので、受け取りまで失くさないようにしてください。

　　6 月 29 日（土）　9 時 15 分～ 18 時　1 号館 1 − 110 教室
　　6 月 30 日（日）　9 時 15 分～ 16 時　1 号館 1 − 110 教室

２　Eduroamによるインターネット通信（ゲスト用）
　大会会場では、Eduroam アカウント使えます。また必要な方は、受付にてゲスト用 ID および
PW を記した書類をお渡しいたしますので、受付でお尋ねください。

３　プログラム抄録集（電子配信のみ）
　本大会の抄録集は紙媒体の印刷は行わず、学会ホームページに掲載いたします。各自、アクセ
スして閲覧ください。

４　昼食および休憩
　1 号館の 101 教室を参加者の休憩室とし、昼食をとっていただけます。また受付の向い側に飲み
物の自動販売機があります。なお、徒歩 3 分の南大沢駅周辺には、コンビニ、スーパー、レスト
ラン等が多数ございますので、そちらを利用いただけます。

５　書籍販売
　1 号館の 107 教室で書籍販売を行っています。是非お立ち寄りください。

６　問い合わせ
　質問等は以下のメールでお問合せください。ただしすぐにお答えできない場合があります。緊
急の場合は、受付スタッフにお声かけください。

 日本ソーシャルワーク学会第 41 回大会事務局：jsssw-seminer@worldpl.co.jp
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会場・分科会・情報懇親会の配置図

１　大会会場・分科会の配置図

（1-101 教室）
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２　キャンパスマップ

３　交通アクセス

＜東京駅方面より＞
　東京→（中央線快速約 20 分）新宿→（京王相模原線特急約 40 分）南大沢→大学
＜品川駅方面より＞
　品川→（山手線約 20 分）新宿→（京王相模原線特急約 40 分）南大沢→大学
＜新横浜経由橋本駅より＞
　新横浜→（横浜線約 30 分）橋本→（京王相模原線約 5 分）南大沢→大学
＜羽田空港方面より＞
　羽田空港→（モノレール約 20 分）浜松町→新宿（山手線約 25 分）→
　 （京王相模原線特急約 40 分）南大沢→大学

＊ 公共交通機関でお越し下さい。やむを得ない事情で車での来場が必要な方は、問い合わせメー
ルアドレスまで事前にご連絡願います。
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全体プログラム　　開会式

� 司会　長沼�葉月（東京都立大学）

開会あいさつ�

� 日本ソーシャルワーク学会　会長
� 小山�隆（同志社大学）

� 日本ソーシャルワーク学会第 41 回大会　実行委員長
� 和気�純子（東京都立大学）

共催団体あいさつ�

� 日本ソーシャルワーカー連盟　会長
� 田村�綾子
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大会 1日目　基調講演
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な
人
々
の
積
極
的
な
参
加
を
促

す
こ
と

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
社
会
開
発
の
専
門
職
に
と
っ
て
核
心
で
あ
り
、

包 包
摂摂

的的
なな

社社
会会

変変
容容

をを
共共

同同
でで

設設
計計

しし
、、

共共
同同

構構
築築

すす
るる

たた
めめ

にに
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、

国
家

的
に

も
グ

ロ
ー

バ
ル

に
も

、
す
べ
て
の
人
々
の

普 普
遍遍

的的
なな

権権
利利

、、
機機

会会
、、

自自
由由

、、
そそ

しし
てて

持持
続続

可可
能能

なな
ウウ

ェェ
ルル

ビビ
ーー

イイ
ンン

ググ
をを

促促
進進

す
る

よ
う

な
、
政
府
と

政
府

が
仕

え
る

人
々
と
の
間
の
新

た
な
社
会
的
合
意
の
形
成
が
含
ま
れ
る
。

ht
tp
s:
//
w
w
w
.ia
ss
w
‐a
ie
ts
.o
rg
/g
lo
ba

l‐a
ge
nd

a/
gl
ob

al
‐a
ge
nd

a‐
20

20
‐2
03

0/
（

→
⽇
本
語
訳
を
本
レ
ジ
メ
の
後
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
つ
け
て
い
ま
す
！
）

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
クク

とと
社社

会会
開開

発発
のの

たた
めめ

のの
ググ

ロロ
ーー

ババ
ルル

・・

アア
ジジ

ェェ
ンン

ダダ
22
00
22
00
--
22
00
33
00
：：

包包
摂摂

的的
なな

社社
会会

変変
容容

のの
共共

同同
構構

築築

概概
要要

•
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
：

包
括
的
テ
ー
マ
と
具
体
的
テ
ー
マ

•
危
機
に
あ
る
世
界

•
気

候
変

動
と

そ
の

影
響

•
よ

り
広

い
正

義
の

範
囲

•
包
摂
的
な
社
会
変
容
を
共
同
構
築
す
る
た
め
の
フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
•

人
権

•
持

続
可

能
な

開
発

•
平

和
で

公
正

か
つ

包
摂

的
な

社
会

の
た

め
の

目
標

と
変

革
的

戦
略

•
結
論

•
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
へ
の
示
唆

ht
tp
s:
//
m
ed

iu
m
.c
om

/e
qu

al
ity

‐in
cl
ud

es
‐y
ou

/s
oc
io
lo
gy
‐a
nd

‐
so
ci
al
‐c
ha

ng
e‐
da

ily
‐a
ct
iv
ism

‐g
ro
un

de
d‐
in
‐h
op

e‐
6c
7a

c4
2f
2d

76

ht
tp
s:
//
w
w
w
.s
oc
ia
l‐e

xc
el
le
nc
e.
co
m
/b
lo
g/
st

ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル
ワワ
ーー
クク
とと
社社
会会
開開
発発
のの
たた
めめ
のの
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
・・

アア
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
～～
包包
摂摂
的的
なな
社社
会会
変変
容容
のの
共共
同同
構構
築築
～～

ア
ン

ト
ワ

ネ
ッ

ト
・

ロ
ン

バ
ー

ド
教

授
プ
レ
ト
リ
ア
大
学

次
期

会
長

IA
SS
W

an
to
in
et
te
.lo

m
ba

rd
@
up

.a
c.
za
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汚汚
職職

ht
tp
s:
//
w
w
w
.fr
ee

pi
k.
co
m
/f
re
e‐
ai
‐im

ag
e/
fu
ll‐
sh
ot
‐s
ol
di
er
s‐
fig

ht
in
g‐
to
ge
th
er

ht
tp
s:
//
st
oc
k.
ad

ob
e.
co
m
/s
ea

rc
h?

k=
co
rr
up

tio
n&

as
se
t_
id
=1

82
99

90
37

ht
tp
s:
//
w
w
w
.g
oo

gl
e.
co
m
/s
ea

rc
h?

q=
fr
ee

+i
m
ag
e+

of
+i
lli
ci
t+
fin

an
ci
al
+a

nd
+a

rm
s+
flo

w
&
oq

=f
re
e+

im
ag
e+

of
+i
lli
ci
t+
fin

an
ci
al
+a

nd
+a
rm

s+
flo

w
&

gs
_l
cr
p=

Eg
Zj
aH

Jv
bW

U
yB

gg
AE

EU
YO

TI
HC

AE
Q
IR
ig
AT

IH
CA

IQ
IR
ig
AT

IG
CA

M
Q
IR
gV

0g
EJ
M
TQ

0M
Dh

qM
G
o0

qA
IA
sA
IB
&
so
ur
ce
id
=c
hr
om

e&
ie
=U

TF
‐

8#
vh

id
=2

G
Lq
W
w
5R

sj
iP
U
M
&
vs
sid

=l

•
汚
職
や
不
正
な
資
金
・
武
器
の
流
れ
は
社
会
や
経
済
を
脅
か
し
、
民
主
主

義
と
法
の
支
配
を
弱
体
化
さ
せ
る
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
5）

。

戦戦
争争

ht
tp
s:
//
w
w
w
.fr
ee

pi
k.
co
m
/f
re
e‐
ai
‐im

ag
e/
fu
ll‐
sh
ot
‐s
ol
di
er
s‐
fig

ht
in
g‐
to
ge
th
er

ht
tp
s:
//
st
oc
k.
ad

ob
e.
co
m
/s
ea

rc
h?

k=
w
ar
&
as
se
t_
id
=6

39
23

97
8

•
紛
争
の
影
響
を
受
け
た
国
に
住
む
人
々
は
、
持
続
可
能
な
平
和

と
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
道
を
阻
む
複
数
の
障
害
に
直
面
し
て

い
る
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
5）

。

紛紛
争争

、、
暴暴

力力

ht
tp
s:
//
w
w
w
.in

de
pe

nd
en

t.c
o.
uk

/li
fe
‐s
ty
le
/h
ea

lth
‐a
nd

‐fa
m
ili
es
/v
io
le
nt
‐

co
m
m
un

iti
es
‐im

pa
ct
‐a
nt
iso

ci
al
‐b
eh

av
io
ur
‐c
hi
ld
‐h
ea
lth

‐a
83

66
00

6.
ht
m
l

ht
tp
s:
//
w
w
w
.fo

rb
es
af
ric

a.
co
m
/c
ur
re
nt
‐a
ffa

irs
/2
01

8/
12

/1
4/
in
‐p
ic
tu
re
s‐
sh
ot
s‐
fir
ed

‐g
un

‐
vi
ol
en

ce
‐in

‐s
ou

th
‐a
fr
ic
a/

ht
tp
s:
//
w
w
w
.th

eg
ua

rd
ia
n.
co
m
/w

or
ld
/2
02

1/
ju
n/
21

/d
oc
um

en
tin

g‐
vi
ol
en

ce
‐

ag
ai
ns
t‐
m
ig
ra
nt
s‐
in
‐s
ou

th
‐a
fr
ic
a‐
a‐
ph

ot
o‐
es
sa
y

•
毎

年
50

万
人

以
上

が
暴

力
で

死
亡

•
世

界
の

子
ど

も
の

半
数

、
女

性
の

少
な

く
と

も
3分

の
1が

暴
力

の
被

害
者

で
あ

る
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
5）

。

危危
機機
のの

世世
界界

世
界

の
危
機

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
・・

アア
ジジ

ェェ
ンン

ダダ
のの

たた
めめ

のの
ググ

ロロ
ーー

ババ
ルル

なな
視視

点点
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誰誰
もも

置置
きき

去去
りり

にに
しし

なな
いい

ht
tp
s:
//
w
w
w
.fr
ee

pi
k.
co
m
/f
re
e‐
ai
‐im

ag
e/
fu
ll‐
sh
ot
‐s
ol
di
er
s‐
fig

ht
in
g‐

to
ge
th
er

ht
tp
s:
//
w
w
w
.g
lo
ba

lg
iv
in
g.
or
g/
pr
oj
ec
ts
/e
nb

al
e‐
15

0‐
ug

an
da

n‐
ch
ild

re
n‐
to
‐o
ve
rc
om

e‐
di
sa
bi
lit
y/
re
po

rt
s/

ht
tp
s:
//
po

ve
rt
yc
hi
ld
.o
rg
/d
isa

bi
lit
y‐
in
‐s
tr
ee

t‐
ch
ild

re
n‐
ca
us
es
‐a
nd

‐im
pa

ct
s/

ht
tp
s:
//
gc
ap

.g
lo
ba

l/e
s/
ne

w
s/
le
av
e‐
no

‐w
om

an
‐b
eh

in
d‐
sit
ua

tio
n‐
of
‐

w
om

en
‐a
nd

‐g
irl
s‐
w
ith

‐d
isa

bi
lit
ie
s‐
af
ric

a‐
re
po

rt
/

ht
tp
s:
//
st
oc
k.
ad

ob
e.
co
m
/a
t/
se
ar
ch
?k
=p

oo
r+
w
hi
te
+p

eo
pl
e&

as
se
t_
id
=7

78
87

98
84

ht
tp
s:
//
st
oc
k.
ad

ob
e.
co
m
/a
t/
se
ar
ch
?k
=p

oo
r%

20
w
hi
te
%
20

pe
op

le

排排
除除

ささ
れれ

、、
取取

りり
残残

ささ
れれ

、、
そそ

しし
てて

最最
もも

取取
りり

残残
ささ

れれ
るる

人人
々々

はは
誰誰

なな
のの

かか
、、

そそ
れれ

はは
何何

故故
なな

のの
かか

？？

開
発
に
対
す
る
脅
威
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る

•
紛

争
•

過
激
主
義

•
人
的
災
害

•
人
々
の
強
制
移
住

（
Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
15
）

脆
弱

な
人

々
や

国
々

は
、
以
下
に

よ
り
取

り
残

さ
れ

て
い

る
•

暴
力

と
不

安
•

不
正

•
除

外
•

貧
弱
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
15

）

不不
平平

等等

ht
tp
s:
//
ni
cs
pa

ul
l.c
om

/2
01

9/
10

/2
4/
th
e‐
st
or
ie
s‐
w
e‐
te
ll‐
ou

rs
el
ve
s‐
ab

ou
t‐
in
eq

ua
lit
y/

•
不
平
等
の
拡
大
と
深
刻
な
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
排
除
に
早
急
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9:
5）

。

ht
tp
s:
//
w
w
w
.a
lja
ze
er
a.
co
m
/n
ew

s/
20

23
/6
/1
4/
he

re
‐a
re
‐t
he

‐k
ey
‐t
ak
ea
w
ay
s‐
fr
om

‐u
n‐
re
po

rt
‐o
n‐
fo
rc
ed

‐
di
sp
la
ce
m
en

t

（（
強強

制制
））

移移
住住

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m

an
or
am

ay
ea

rb
oo

k.
in
/c
ur
re
nt
‐a
ffa

irs
/w

or
ld
/2
01

9/
06

/1
9/
ov

er
‐7
0‐
m
ill
io
n‐
pe

op
le
‐d
isp

la
ce
d‐

gl
ob

al
ly
‐U
N
‐r
ep

or
t.h

tm
l

ht
tp
s:
//
w
w
w
.u
nh

cr
.c
a/
ne

w
s/
gl
ob

al
‐fo

rc
ed

‐d
isp

la
ce
m
en

t‐
va
st
ly
‐m

or
e‐
w
id
es
pr
ea

d‐
20

19
/
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包包
摂摂
的的
なな
社社
会会
変変
容容
のの
たた
めめ
にに
はは
、、
よよ
りり
広広
範範
囲囲
なな

正正
義義
がが
必必
要要
でで
ああ
るる

ザザ
リリ

シシ
ヤヤ

のの
生生

いい
茂茂

っっ
たた

家家
（（

チチ
ェェ

ルル
ノノ

ブブ
イイ

リリ
立立

入入
禁禁

止止
区区

域域
内内

のの
村村

））

ザザ
リリ

シシ
ヤヤ

のの
生生

いい
茂茂

っっ
たた

家家
（（

チチ
ェェ

ルル
ノノ

ブブ
イイ

リリ
立立

入入
禁禁

止止
区区

域域
内内

のの
村村

））

人人
間間

にに
対対

すす
るる

一一
方方

的的
なな

正正
義義

観観
でで

はは
、、

人人
間間

もも
地地

球球
もも

救救
わわ

れれ
なな

いい
。。 どど

ちち
らら

かか
一一

方方
だだ

けけ
がが

生生
きき

残残
るる

のの
でで

ああ
れれ

ばば
、、

そそ
れれ

はは
地地

球球
でで

ああ
ろろ

うう
。。

Pr
ip
ya
tのの

例例
がが

示示
すす

よよ

うう
にに

、、
人人

間間
がが

手手
をを

出出
ささ

なな
けけ

れれ
ばば

、、
地地

球球
はは

自自
らら

をを
「「

野野
生生

化化
」」

ささ
せせ

るる
ここ

とと
がが

でで
きき

るる
かか

らら
だだ

。。
At
te
nb

or
ou

gh
,2

02
0)

ht
tp
s:
//
w
w
w
.w
or
ld
at
la
s.
co
m
/a
rt
ic
le
s/
w
ha

t‐
is‐
so
ci
al
‐

tr
an

sf
or
m
at
io
n.
ht
m
l

「「
気気

候候
変変

動動
がが

、、
気気

候候
変変

動動
にに

最最
もも

責責
任任

がが
なな

くく
、、

気気
候候

変変
動動

にに
対対

しし
てて

最最
もも

脆脆
弱弱

なな
人人

々々
にに

及及
ぼぼ

すす
不
均
衡
（
過
⼤
）

なな
影影

響響
はは

、、
根根

本本
的的
に
不不

公公
正正
な

問問
題題

でで
ああ

るる
。。

O
la
ve

Fv
ks
eT
ve
it,

世
界
教
会
協
議
会

総
書
記
（

O
HC

HR
,2

01
5:
7）

橋橋
がが

流流
ささ

れれ
、、

間間
にに

合合
わわ

せせ
のの

橋橋
をを

渡渡
るる

人人
々々

（
4月

12
日

N
tu

zu
m

a）

貧
困
が
蔓
延
す
る
世
界
は
、
常
に
生
態
系
や
そ
の

他
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
」

（
Br
un

dt
la
nd

報
告

書
、

19
87

年
）

。

気
候
変
動
の
社
会
的
・
経
済
的
影
響
は
、

貧 貧
しし

いい
人人

々々
にに
よ
り
深
刻
な
影

響
を

与
え

る
（

Ha
w
ki
ns
,2

01
0）

。

P2
(2
)

気気
候候

変変
動動

はは
既既

存存
のの

貧貧
困困

とと
不不

公公
正正

にに
拍拍

車車
をを

かか
けけ

、、
人人

とと
地地

球球
のの

両両
方方

にに
壊壊

滅滅
的的

なな
結結

果果
をを

もも
たた

らら
すす
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持持
続続

可可
能能

なな
開開

発発
のの

枠枠
組組

みみ
（（

国国
連連

、、
20

15
年年

））

20
30

ア
ジ

ェ
ン

ダ
は

、
将

来
の

世
代

の
た

め
に

、
よ

り
公

正
で

、
よ

り
持

続
可

能
で

、
よ

り
豊

か
な

世
界

を
目

指
す

意
欲

的
な

行
動

計
画

で
あ

る
。

司
法

へ
の

平
等

な
ア

ク
セ

ス
を

提
供

し
、

人
権

の
尊

重
に

基
づ

く
、

平
和

で
公

正
か

つ
包

摂
的

な
社

会
を

構
築

す
る

必
要

性
を

認
識

す
る

。

平
和

と
安

全
の

促
進

。
持

続
可

能
な

開
発

は
、

平
和

と
安

全
（

セ
ー

フ
テ

ィ
）

な
く

し
て

実
現

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

人人
権権
を
基
盤
と
す
る
／／

ウウ
ェェ

ルル
ビビ

ーー
イイ

ンン
ググ

のの
枠枠

組組
みみ


以
下
へ

の
権

利

•
人

生
•

自
己
決
定

•
開

発
•
⾷
料

•
水
と
衛
生

•
健

康
•

住
宅

•
教

育
•

有
意

義
で

情
報

に
基

づ
い

た
参

加


気
候
変
動
の
影
響
を
最
も
受
け
る
人
々
の
権
利


将
来
世
代
の
権
利

(O
HC

HR
, 2

01
5）

。

包包
摂摂

的的
なな

社社
会会

変変
容容

をを
共共

同同
構構

築築
すす

るる
たた

めめ
のの

枠枠
組組

みみ

人
間

と
自
然
の
結
び
つ
き

を
網
羅
す
る
拡
⼤
し
た
正

義
の
枠
組
み

人人
権権

ウウ
ェェ

ルル
ビビ

ーー
イイ

ンン
ググ

人
権

宣
言
（

U
N
,1
94

8）
他
の
す
べ
て
の
人
権
文
書

持持
続続

可可
能能

なな
開開

発発

20
30

アア
ジジ

ェェ
ンン

ダダ
とと

SD
G
s 

SD
G
13

 ‐
気

候
変

動
対

策

SD
G
 1
6+

 平
和
で
包
摂
的
な

社
会

包包
摂
的的

なな
社社

会会
変
容
のの

共共
同同

構構
築築

にに
はは

、、
持持

続続
可可

能能
性
の

た
め
拡
⼤
し
た
正正

義義
へ
の
焦
点
を
含
む

•社
会

正
義

人
々

•経
済

的
公

正繁
栄

•環
境

正
義 惑

星
／
地
球
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平平
和和

でで
公公

正正
かか

つつ
包包

摂摂
的的

なな
社社

会会
のの

たた
めめ

のの
目目

標標
とと

変変
革革

戦戦
略略

平
和
な
社

会
の
構
築

予 予
防防

公
正
な
社

会
の
構
築

刷
新

包
摂
的
な

社
会
の
構

築 関
与
（
巻

き
込
む
）

(P
at
hf
in
de

rs
 、

20
19

）

包包
摂摂

的的
なな

社社
会会

変変
容容

のの
共共

同同
構構

築築
SS
DD
GG
ビビ

ジジ
ョョ

ンン
のの

共共
有有

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

と
社

会
開

発
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

・
ア

ジ
ェ

ン
ダ

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
20

30
ア

ジ
ェ

ン
ダ

と
17

の
SD

G
s

持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
平 平

和和
で
公
正
か
つ

包包
摂
的的
な
社社

会会

包包
摂摂

的的
なな

社社
会会

変変
容容

をを
共共

同同
構構

築築
すす

るる
枠枠

組組
みみ

相相
互互

関関
連連

権
利
に
基
づ
く
枠

組
み
は
、
包
摂
、

参
加
、
平
等
を
最

大
化
す
る
（

O
HC

HR
, 2

01
5:
9）

。

20
30

ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
人
権
と
国

際
法

に
関

す
る

文
書

の
重

要
性

を
確
認
し
て
い
る
。

国
連

人
権

高
等

弁
務

官
事

務
所

は
17

の
SD

G
sと

関
連
す
る
人
権
の
表

を
提
示
し
て
い
る
。

人
権
の
枠

組
み

持
続
可
能
な

開
発
の
枠
組

み

社
会
正

義
•
人

々

経
済

的
公

正
•
繁

栄

環
境
正

義

•
惑
星
／

地
球

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ

平
和

包包
摂
的的

なな
社社

会会
変
容
をを

共共
同同

構構
築築

すす
るる

たた
めめ

のの
持持

続続
可可

能能
なな

開開
発発
枠
組
み •
パパ

ーー
トト

ナナ
ーー

シシ
ッッ

ププ

•
平平

和和

持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の

20
30

ア
ジ

ェ
ン

ダ
と

17
の

SD
G
Ss

5 
つ
の
柱

（
テ
ー
マ
）
／

持
続
可
能
な
開
発

の
基
盤
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持持
続続

可可
能能

なな
開開

発発
のの

たた
めめ

のの
包包

摂摂
的的

なな
社社

会会
変変

容容
のの

共共
同同

構構
築築

にに
おお

けけ
るる

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
クク

へへ
のの

示示
唆唆

ht
tp
s:
//
w
w
w
.re

fle
ct
io
ns
of
tw

ar
e.
co
m
/b
lo
g/
in
cl
us
iv
ity

‐
an

d‐
di
ve
rs
ity

‐fo
r‐
in
st
ru
ct
io
na

l‐d
es
ig
ne

rs

再再
考考

しし
、、

対対
話話

しし
、、

定定
義義

すす
るる

•
包

摂
的

な
社

会
変

容
の

た
め

の
気

候
変

動
へ

の
適

応
と

影
響

緩
和

に
む

け
て

学
生

が
準

備
す
る

た
め

に
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

教
育

が
焦

点
を

当
て

る
べ

き
グ

ロ
ー

バ
ル

な
問

題
•

包
摂

的
な

社
会

変
容

を
促

進
す

る
た

め
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

教
育

と
実

践
に

と
っ

て
重

要
な

、
関

連
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

・
パ

ー
ト

ナ
ー

お
よ

び
「

共
同

構
築

者
」

•
持

続
可

能
な

開
発

に
貢

献
す

る
包

摂
的

な
社

会
変

容
の

共
同

構
築

に
お

け
る

I
A
S
S
W
と

I
F
S
W
の

連
帯

責
任

•
包

摂
的

な
社

会
変

容
と

S
D
G
s
達

成
に

関
す

る
優

先
研

究
課

題
•

グ
ロ

ー
バ

ル
、

国
際

的
、

国
内

レ
ベ

ル
で

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
教

育
と

実
践

の
範

囲

結結
論論

ht
tp
s:
//
w
w
w
.li
nk
ed

in
.c
om

/p
ul
se
/a
rt
‐d
es
ig
n‐
ca
ta
ly
st
‐p
ro
m
ot
in
g‐
di
ve
rs
ity

‐in
cl
us
iv
ity

‐ju
lio

‐lu
ca
s/

•
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
と

社
会

開
発

の
た

め
の

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ア
ジ

ェ
ン

ダ
は

、
「

持
続

可
能

な
開
発
の
た
め
の

20
30

 ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

•
包
摂
的
な
社
会
変
容
は
、
持
続
可
能
な
開
発
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

•
人
と
地
球
／
自
然
環
境
の
両
方
に
焦
点
を
当
て
る
。

•
社

会
的

公
正

に
焦

点
を

当
て

、
経

済
的

公
正

、
環

境
的

公
正

を
含

め
る

。

•
「

取
り

残
さ

れ
た

人
々

」
や

「
最

も
取

り
残

さ
れ

た
人

々
」

へ
の

リ
ー

チ
ア

ウ
ト

に
お

い
て

、
彼

ら
の

包
摂

の
促

進
す

る
た

め
に

、
S
D
G
s
と

各
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
人

権
を

リ
ン

ク
さ

せ
る

。

よ
り
豊
か
で
、
包
摂
的
で
、
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
願
望
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
変
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
公

正
な

社
会
へ
「
刷 刷

新新
」」

すす
るる

（
Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9）

。

ht
tp
s:
//
m
ed

iu
m
.c
om

/e
qu

al
ity

‐in
cl
ud

es
‐

yo
u/
so
ci
ol
og

y‐
an

d‐
so
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al
‐c
ha

ng
e‐
da

ily
‐a
ct
iv
ism

‐
gr
ou

nd
ed

‐in
‐h
op

e‐
6c
7a

c4
2f
2d

76

刷
新

公
正
な
社
会
の
構
築

ht
tp
s:
//
ch
am

be
ro
fm

in
es
.o
rg
.n
a/
bl
og

‐
po

st
/e
sg
‐t
he

‐t
ril
og

y‐
of
‐s
oc
ia
l‐

tr
an

sf
or
m
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ns
/#
pr
et
ty
Ph

ot
o

ht
tp
s:
//
w
w
w
.fr
ee

pi
k.
co
m
/p
re
m
iu
m
‐a
i‐

im
ag
e/
w
or
ld
‐h
ar
m
on

y‐
w
ith

‐p
eo

pl
e‐

di
ffe

re
nt
‐c
ul
tu
re
s‐
ra
ce
s‐
sh
ak
in
g‐
ha

nd
s‐

hu
gg
in
g‐
w
or
ld
‐p
ea

ce
_7

14
66

55
7.
ht
m

平平
和和

なな
社社

会会
のの

構構
築築

包
摂
的
なな

社社
会会

のの
構構

築築

•
す
べ
て
の
社
会
と
人
々
が
潜
在
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

予予
防防

にに
投
資
す
る
。

•
平
和
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
は
、
国
家
が
所
有
し
、

人
々
が
中
心
で
あ
り
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
々
や
集
団
の
声

を
反
映
し
た
、
予
防
に
関
す
る
前
向
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

る
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9）

。

予 予
防防

包
摂
的
な

社
会

は
、

人
々

が
よ

り
良

い
未

来
の

た
め

に
潜

在
能

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

、
人

々
を

包
摂

し
、

力
を

与
え

る
よ
う

「
関
与
す
る
」
（
巻
き
込 込

むむ
）
（

Pa
th
fin

de
rs
, 2

01
9）

。
関
与

（
巻
き
込
む
）

平平
和和

でで
公公

正正
かか

つつ
包包

摂摂
的的

なな
社社

会会
のの

共共
同同

構構
築築

平平
和和

でで
公公

正正
かか

つつ
包包

摂摂
的的

なな
社社

会会
のの

たた
めめ

のの
ロロ

ーー
ドド

ママ
ッッ

ププ

平
和
で
公
正
か
つ
包
摂
的
な
社
会
の
た
め
の

20
30

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
目
標
を

ど
の
よ
う
に
達
成
す
る
か
に
つ
い
て
、
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
す
る
。

SD
G
16

：：
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
平
和
的
で
包
摂
的
な
社
会
を

促
進
し
、
す
べ
て
の
人
に
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
効
果
的
で
説
明
責
任
を
果
た
し
、
包
摂
的
な
制

度
を
構
築
す
る
」
。

SD
G
16

+に
は

、
SD

G
16

の
12

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
、
平
和
、
正
義
、
包
摂
の

側
面
を
直
接
測
定
す
る
他
の

7つ
の

SD
G
sの

24
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
含
ま
れ

て
い

る
（

Pa
th
fin

de
rs
,2

01
9）

。
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プレスリリース 2020年 10月  

ソーシャルワークと社会開発のためのグローバル・アジェンダ 

 

IASSW/ICSW/IFSW1  

 

ダブリン世界会議 2018で開始された協議の結果、国際ソーシャルワーク学校連盟、国際

社会福祉協議会、国際ソーシャルワーカー連盟の指導者は、2020年 10月 1日に開催された

三者会議の中で、「2020-2030 年ソーシャルワークと社会開発のためのグローバル・アジェ

ンダ」の枠組みと 2020-2022年の第 1テーマを採択した。  

 

残りの 4つのテーマを明確にするために、上記の国際機関は、パンデミックやその他の進

展の影響を考察する時間を確保するために、2021年に協議を継続することを決定した。  

 

グローバル・アジェンダに関するプロセスの最初の 10 年間は、ソーシャルワークと社会

開発に統一的に取り組む焦点を示し、 次の 10 年間の枠組みをさらに発展させるための基

礎を築いた。  

 

IASSW の会長であるアンナマリア・カンパニーニは次のように述べている。「IASSW は、

新しいグローバルな社会契約を体現する包摂的な社会変容を共同構築するために、ソーシ

ャルワークの養成校、ソーシャルワーク教育と研究を結びつけることによって、グローバ

ル・アジェンダの次の段階へのパートナーシップの維持に取り組む。」  

 

ICSW の会長であるエヴァ・ホルムバーグ＝ヘルストレームは次のように述べている。「パ

ンデミックは、今こそ持続可能な世界における公衆衛生と福祉のための新しい社会契約の

時であることを私たちに示してくれた。グローバル・アジェンダは、このプロセスにおける

私たちの中核となる貢献である。」  

 

IFSW の会長であるシルヴァナ・マルティネスは次のように述べている。「過去 10 年間、

グローバル・アジェンダは、ソーシャルワーク専門職を統一する力として機能してきた。そ

れは、社会的・経済的平等、すべての人々の尊厳と価値の認識、持続可能なコミュニティと

環境の促進、 人間関係の重要性という原則に基づき行動するため、私たちを団結させてき

た。第 2の 10年を迎えるにあたり、私たちの決意はこれらの原則に基づいている。長年の

パートナーと新たな IFSWパートナーは、2020年から 2030年の包括的な枠組みを「包摂的

な社会変容の共同構築」とすることを確認している。この枠組みは、すべての人々が平等に

扱われ、歴史とその未来の主役になれるような、新しい社会構築のビジョンである、世界で

起こる重要な変化の必要性を認識している。2020年から 2022年までの最初のテーマである
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『ウブントゥ（Ubuntu）：我々が存在するから、私も存在する』は、この枠組みの基礎を築

くものである。これは、すべての人々の生活と未来が絡み合い、私たちの運命がつながって

いることを認識する。この枠組みを立ち上げることで、私たちはすべてのコミュニティが社

会的に公正な新しい世界を共同で構築するため、その役割を認識・遂行することを願い、次

の 10年間の行動に尽力する。」 

 

 

ソーシャルワークと社会開発のためのグローバル・アジェンダ 

2020-2030年に向けた枠組み  

 

包摂的な社会変容の共同構築   

  

グローバルに、各国そして地域において、ソーシャルワークと社会開発の専門職は、私た

ちのパートナーと共に人々、コミュニティ、そして各種の社会運動と積極的に協力し、10年

間のアジェンダである包摂的な社会変容の共同構築を前進させる。  

 

私たちは、すべての国々で活発なメンバーを擁するグローバルな組織として、すべての

人々の強みを称え、持続可能な開発をリードするために彼らの積極的な役割を促進するこ

とを認識し、取り組んでいく。私たちは、人々と環境のために繁栄するコミュニティと社会

を共同設計し、共同構築するために協力することに努める。  

 

すべての人々の声を聴き、特に疎外されがちな人々の積極的な参加を促進することは、ソ

ーシャルワークと社会開発の専門職の核心であり、包括的な社会変容を共同設計し、共同構

築するために不可欠である。  

 

これには、国家的にもグローバルにも、すべての人々の普遍的な権利、機会、自由、そし

て持続可能なウェルビーイングを促進するような、政府と政府が仕える人々との間の新し

い社会的合意の形成が含まれる。 

 

すべての人のための新しいプラットフォームと空間を開拓し創造するにあたり、ソーシ

ャルワークと社会開発の役割は、新しい社会的合意の形成のために極めて重要である。グロ

ーバル・アジェンダ 2020-2030は、こうした決意にもとづいている。  

 

グローバル・アジェンダは、10年間の 5つのテーマ（2年に１つのテーマ）で構成されて

いる。ここでは、タスクフォースは 2020年から 2022年の第 1のテーマ（柱）を提案する。  
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他の 4つのテーマを決定するためのプロセスは継続される。 

 

第１テーマ 2020-2022  

「ウブントゥ：社会的連帯とグローバルなつながりを強化する 」 

 

解説  

倫理原則にもとづき、ソーシャルワークと社会開発の実践者と教育者は、人とコミュニテ

ィとシステムを結び、持続可能なコミュニティを共同設計し、共同構築し、包摂的な社会変

容を促進するという本質的な役割を担っている。  

 

社会的連帯を強化し、グローバルなつながりを認識するための原則としてのウブントゥ

は、すべての人々と環境との間の責任を強調する、共有された持続可能な未来のための根幹

ともいえる。それは、政府と政府が仕える人々との間の新しい社会的合意を形成する包摂的

なプロセスを促進するための基礎を築く。新たな社会的合意は、各国、地域、世界のすべて

の人々のために、普遍的な権利、機会、自由、そして持続可能なウェルビーイングを促進す

ることを目的としている。  

 

ウブントゥは、ネルソン・マンデラによって世界中に普及し、一般的には「我々が存在す

るから、私も存在する」という意味と解釈されている。すべての人々とその環境との相互の

つながりというソーシャルワークと社会開発の視点に共鳴する言葉、概念、哲学である。ウ

ブントゥはまた、地域・民族固有の知識と知恵を強調し、私たちは、テーマである「我々が

存在するから、私も存在する」を推進するために、同義の言葉や概念をそれぞれの文化で語

るようにすべての国々や人々を歓迎する。 

 

注 

1 「グローバル・アジェンダ」は、国際ソーシャルワーク学校連盟（IASSW、アンナマリア・

カンパニーニ会長）、国際社会福祉協議会（ICSW、エヴァ・ホルムバーグ＝ヘルストレーム

会長）、 国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW、シルヴァナ・マルティネス会長）、の共同イ

ニシアチブである。 
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tio
n

In
cl
us
iv
e 
so
ci
et
ie
s  
‘in

vo
lv
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by
 In

cl
ud

in
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em
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w
er
in
g 
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op
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th
at
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ey
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 fu
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l t
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ir 
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te
nt
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l t
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w
or
k 
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r a

 b
et
te
r 
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tu
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 (P

at
hf
in
de

rs
, 2

01
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. 

In
vo

lv
e

C
o-

bu
ild

in
g 

pe
ac

ef
ul

, j
us

t, 
an

d 
in

cl
us

iv
e 

so
ci

et
ie

s

Ro
ad

m
ap

fo
rp

ea
ce
fu
l,
ju
st
an

d
in
cl
us
iv
e
so
ci
et
ie
s

Pr
ov
id
es

a
sh
ar
ed

vi
sio

n
fo
r
ho

w
to

de
liv
er

th
e
20

30
Ag

en
da

ta
rg
et
s

fo
rp

ea
ce
fu
l,
ju
st
an

d
in
cl
us
iv
e
so
ci
et
ie
s.

SD
G
16

:
“P
ro
m
ot
e

pe
ac
ef
ul

in
cl
us
iv
e

so
ci
et
ie
s

fo
r

su
st
ai
na

bl
e

de
ve
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pm

en
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pr
ov

id
e
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ce
ss

to
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ic
e
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r
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nd
bu

ild
ef
fe
ct
iv
e,

ac
co
un

ta
bl
e
an

d
in
cl
us
iv
e
in
st
itu

tio
ns

at
al
ll
ev
el
s”
.

SD
G
16

+
in
cl
ud

es
12

ta
rg
et
s
fr
om

SD
G
16

an
d
24

ta
rg
et
s
fr
om

7
ot
he

r
SD

G
s
th
at

di
re
ct
ly

m
ea
su
re

an
as
pe

ct
of

pe
ac
e,

ju
st
ic
e
an

d
in
cl
us
io
n

(P
at
hf
in
de

rs
,2

01
9)
.
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Re
fe
re
nc
es

•
At
te
nb

or
ou

gh
, D

., 
w
ith

 H
ug

he
s,
 J.
 2
02

0.
 A
 li
fe
 o
n 
ou

r p
la
ne

t. 
M
y 
w
itn

es
s 
st
at
em

en
t a

nd
 a
 v
isi
on

 fo
r t
he

 fu
tu
re
. P
en

gu
in
 R
an

do
m
‐

Ho
us
e.
 

•
Br
un

dt
la
nd

, G
,H
. 1

98
7.
 O
ur
 C
om

m
on

 F
ut
ur
e 
(R
ep

or
t o

f t
he

 W
or
ld
 C
om

m
iss

io
n 
on

 E
nv
iro

nm
en

t a
nd

 D
ev
el
op

m
en

t (
W
CE

D)
.  

G
en

ev
a,
 U
N
‐D
oc
um

en
t A

/4
2/
42

7.
•

Ha
wk

ins
, C

. A
. 2

01
0. 

Su
sta

ina
bil

ity
, h

um
an

 rig
hts

, a
nd

 en
vir

on
me

nta
l ju

sti
ce

: C
riti

ca
l c

on
ne

cti
on

s f
or

 co
nte

mp
or

ar
y s

oc
ial

 w
or
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Cr

itic
al 

So
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W

or
k, 
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68
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U
N
 H
um
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ht
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O
HC

HR
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N
.d
. T
ab

le
 o
f t
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SD

G
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nd
 re

la
te
d 
hu

m
an

 ri
gh
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.  

ht
tp
s:
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w
w
w
.o
hc
hr
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rg
/s
ite
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de

fa
ul
t/
fil
es
/D

oc
um

en
ts
/P
ub

lic
at
io
ns
/S
es
sio

n5
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HC
HR

_S
DG

_H
R_

Ta
bl
e.
pd

f.
•

Th
e 

Pa
th

fin
de

rs
 fo

r P
ea

ce
fu

l, 
Ju

st
 a

nd
 in

cl
us

iv
e 

so
ci

et
ie

s.
 2

01
9.

 T
he

 ro
ad

m
ap

 fo
r p

ea
ce

fu
l, 

ju
st

 a
nd

 in
cl

us
iv
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so

ci
et

ie
s.
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 c
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調
査
項
目
：

①
孤
独
に
関
す
る
事
項
･･
･孤

独
感
の
継
続
期
間
、
影
響
を
与
え
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
等

②
孤
立
に
関
す
る
事
項
･･
･家

族
・
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
活
動
へ
の

参
加
、
行
政
・
N
PO
等
か
ら
の
支
援
等

③
属
性
事
項
･･
･年

齢
、
性
別
、
配
偶
者
、
世
帯
構
成
、
居
住
形
態
等


調
査
結
果
（
注
目
し
た
い
点
）
：

・
孤
独
感
が
「
し
ば
し
ば
あ
る
・
常
に
あ
る
」
は
全
体
の
4.
9%
、
「
時
々
あ
る
」
は
15
.8
％
、

「
た
ま
に
あ
る
」
は
19
.6
%

・
年
代
別
で
は
、
「
し
ば
し
ば
・
常
に
」
は
30
代
（
7.
2%
）
、
20
代
（
7.
1%
）
が
最
多

・
配
偶
者
・
同
居
人
が
な
い
人
の
方
が
孤
独
を
感
じ
や
す
い

・
日
常
生
活
に
不
安
や
悩
み
を
感
じ
て
い
る
人
の
う
ち
、
88
.2
%
が
行
政
機
関
・
N
PO
等
か

ら
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い

4

「
孤
独
・
孤
立
の
実
態
把
握
に
関
す
る
全
国
調
査
（
令
和
4年

）
」
（
孤
独
・
孤

立
対
策
担
当
室
）
よ
り
抜
粋

①
孤
立
社
会
化
・
不
寛
容
社
会
化
と

求
め

ら
れ
る

ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ

ー
ク

2

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能

―
重
層
性
（
制
）
を
志
向
す
る
支
援
体

制
と
は
―

日
本

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

学
会

第
41
回

大
会

大
会

校
企

画
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
多

様
性

×
包

摂
性

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
」

20
24
年
6月

29
日

加
山

弾
（

東
洋

大
学

）
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支
援
拒

否
・

セ
ル
フ
ネ

グ
レ

ク
ト


「

制
度

の
狭
間
の

問
題

」
の
発
生

「
地

域
生

活
課

題
」

（
社

会
福

祉
法

第
4条

第
3項

）

福
祉
、
介
護
、
介
護
予
防
、
保
健
医
療
、
住
ま
い
、
就
労
及
び
教

育
、
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
、
そ
の
他
各
般
の
課
題

※
抜
粋

今
日
、
〈
実
体
的
給
付
〉
よ
り
〈
手
続
き
的
給
付
〉
*が

求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い
る

*菊
池

馨
実
20
19

：
平
野
方
紹
20
21


生
活
課
題
の
複
雑
化
・
複
合
化
、
不
可
視
化

孤
独

・
孤
立

･
･
･
長
い
年
月
の
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
ご
み
屋
敷
、
虐
待
・
DV

、
孤

立
死
、

自
殺
念

慮
・
企

図
等

生
活

困
窮

･
･
･
不

安
定

な
就
労

・
収
入

、
失
業

等

排
除

・
摩
擦

･
･
･
い

じ
め

、
近

隣
ト
ラ
ブ

ル
、

外
国
人

・
刑
余

者
・
性

的
少
数

者
等
へ

の
排
除

等

課
題

の
複

合
化

･･
･8
05
0問

題
、

ダ
ブ

ル
ケ
ア

、
ヤ
ン

グ
ケ
ア

ラ
ー

等

7

6
5

孤
独
・
孤
⽴
対
策
の
重
点
計
画
（
令
和
4年

版
）

令
和
4年

12
⽉
26
⽇
孤
独
・
孤
⽴
対
策
推
進
会
議
決
定



−33−

大会 1日目　大会校企画シンポジウム

12
⽇
本
地
域
福
祉
学
会
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
20
/1
2/
13
）
『
地
域
共
⽣
社
会
政
策
と
地
域
福
祉
研
究
の
展
開
』
厚
⽣
労
働
省
社
会
・
援
護
局
⽟
置
隼
⼈
専
⾨
官
⾏
政
報
告
資
料

②
重
層
的
支
援
体
制
を
め
ぐ
る

重
層

性
と
重

層
制

11

「
地
域
共
⽣
社
会
推
進
検
討
会
」
最
終
と
り
ま
と
め
（
20
19
）

•
ア

ウ
ト

リ
ー
チ
（

援
助

者
が
見
つ

け
出

す
）

•
伴

走
型

支
援
＝
寄

り
添

う
こ
と
（

ず
っ

と
気
に
し

て
く

れ
る

、
同
行
支
援

し
て

く
れ
る
等
）

•
「

課
題

解
決
」
自

体
が

ゴ
ー
ル
で

な
い

援
助

（
い
つ
解

決
・

達
成
で
き
る

か
わ

か
ら
な
い
）

「
入

口
」
「

出
口

」
は
明
確

で
な

い

「
支

援
内
容
・
期

間
・

対
象
」
は

状
況

に
応
じ
て

変
化

フ
ォ
ー
マ
ル
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
協
働
に
よ
る
支
援

今
日
、
〈
実
体
的
給
付
〉
よ
り
〈
手
続
き
的
給

付
〉
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い
る


申

請
主

義
（
本
人

の
求

め
か
ら
始

ま
る

）


個

別
給

付
＝
現
金

給
付

・
現
物
給

付
に

よ
る

「
課
題
解

決
」

を
ゴ
ー
ル
と

す
る

援
助


契
約
に

基
づ
く
援
助
関

係
（
終
結
が
計

画
さ
れ
て
い

る
）

「
入

口
」
（

契
約

）
と

「
出

口
」

（
終

結
）

が
は

っ
き

り
し

て
い

る

「
受
給
要
件
」
や
「
支
援
内
容
・
期
間
・
対
象
」
が
定
義

さ
れ

て
い

る
（
フ

ォ
ー

マ
ル
主
体

に
よ

る
サ
ー
ビ

ス
供

給
）

実
体
的
給
付

制
度

的
サ
ー
ビ
ス

手
続
き
的
給
付

制
度
の
狭
間
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

制
度
ご
と
の
ケ

ー
ス

ワ
ー

ク
等
の
領
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
領
域
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厚
生
労
働
省
,2
00
8,

「
こ
れ
か
ら
の
地

域
福

祉
の
あ
り
方

に
関

す
る

研
究
会
」報

告
書

16

重
層
的
⽀
援
体
制
整
備
事
業
の
各
事
業
と
既
存
施
策
と
の
対
応
関
係
（
中
野
区
）

社
会
福
祉
法
第
10
6条

の
4第

2項
中
野
区
事
業
（
⼀
部
修
正
）

既
存
制
度
の
対
象
事
業
等

機
能

地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託

【
介
護
】
地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

包
括
的
相
談
⽀
援
事
業

イ

第
1号

基
幹
相
談
⽀
援
セ
ン
タ
ー
等
機
能
強
化
事
業
等

【
障
害
】
障
害
者
相
談
⽀
援
事
業

ロ
利
⽤
者
⽀
援
事
業
（
基
本
型
・
⺟
⼦
保
健
型
・
特
定
型
）

【
⼦
ど
も
】
利
⽤
者
⽀
援
事
業

ハ
⾃
⽴
相
談
⽀
援
事
業

【
困
窮
】
⾃
⽴
相
談
⽀
援
事
業

ニ
ひ
き
こ
も
り
⽀
援
事
業

【
新
規
】

参
加
⽀
援
事
業

第
2号

健
康
・
⽣
き
が
い
づ
く
り
事
業

【
介
護
】
⼀
般
介
護
予
防
事
業
の
う
ち
厚
⽣
労
働
⼤

⾂
が
定
め
る
も
の
（
※
通
い
の
場
を
想
定
）

地
域
づ
く
り
事
業

イ

第
3号

⽣
活
⽀
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備

【
介
護
】
⽣
活
⽀
援
体
制
整
備
事
業

ロ
精
神
障
害
者
地
域
⽣
活
⽀
援
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
委
託
等

【
障
害
】
地
域
活
動
⽀
援
セ
ン
タ
ー
事
業

ハ
⼦
育
て
ひ
ろ
ば

【
⼦
ど
も
】
地
域
⼦
育
て
⽀
援
拠
点
事
業

ニ

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
推
進

15

【
新
規
】

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通

じ
た
継
続
的
⽀
援
事
業

第
4号

【
新
規
】

多
機
関
協
働
事
業

第
5号

【
新
規
】

⽀
援
プ
ラ
ン
の
作
成

第
6号

重
層
的
（
m
ult
ila
ye
re
d）

の
含
意

①
分
野
の
重
層
性
（
横
断
性
）
･･
･⾼

齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
所
得
保
障

多
⽂
化
共
⽣
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
⽅
創
⽣

等
＊
分
野
横
断
の
仕
組
み
：
庁
内
連
携
、
公
私
協
働
、
⺠
間
同
⼠
の
連
携

福
祉
内
連
携
、
福
祉
と
他
分
野
の
連
携

多
職
種
連
携
、
多
機
関
協
働

②
空
間
軸
の
重
層
性
･･
･重

層
的
な
圏
域
設
定

③
時
間
軸
の
重
層
性
･･
･2
4時

間
の
相
談
⽀
援
、
⽬
標
・
終
わ
り
を
定
め
な
い
⽀
援
（
伴
⾛

型
⽀
援
*）

*本
⼈
の
状
況
が
変
わ
っ
て
も
（
卒
業
し
て
も
、
退
職
・
失
業
し
て
も
）
変
わ
ら
ず
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
⼈
が
い
る

重
層
的
⽀
援
体
制
整
備
事
業
で
は
、
な
に
を
重
層
化
す
る
の
か
？

な
に
を
事
業
化
す
る
の
か
？

重
層
的
⽀
援

分
野
の
重
層
性
：
空
間
軸
の
重
層
性
：
時
間
軸
の
重
層
性

重
層
的
⽀
援
体
制
整
備

（
社
会
福
祉
法
第
10
6条
の
３
「
包
括
的
⽀
援
体
制
の
整
備
」
）

市
町
村
の
努
⼒
義
務

重
層
的
⽀
援
体
制
整
備
事
業

（
社
会
福
祉
法
第
10
6条

の
４
〜
11
）

市
町
村
の
任
意
事
業 社
会
福
祉
法
第
4条

「
地
域
福
祉
の
推
進
」

第
1項

「
共
⽣
す
る
地
域
社
会
の
実
現
」
（
地
域
共
⽣
社
会
）

13
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「
３
つ
の
支
援
」
＋
新
機
能


包
括
的
（
分
野
を
問
わ
な
い
／
断
ら
な
い
）

相
談
⽀
援

【
第
10
6条

の
4第

2項
1号

】


参
加
⽀
援

【
同
2号

】


地
域
づ
く
り
に
向
け
た
⽀
援

【
同
3号

】

•ア
ウ
ト
リ
ー
チ

【
同
4号

】

•伴
⾛
型
⽀
援

【
同
号
】

•多
機
関
協
働

【
同
5号

】

19
「
地
域
共
⽣
社
会
推
進
検
討
会
」
最
終
と
り
ま
と
め
（
20
19
）

18
「
地
域
⼒
強
化
検
討
会
」
中
間
ま
と
め
（
20
16
）

③
重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
を
足
が
か
り
と
す
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル

ワ
ー

ク
機
能
の

強
化

17
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重
層
性
を
い
か
に
ひ
ろ
く
捉
え
、
制
度
設
計
・
実
践
に
つ
な
げ
る
か

－
阪
南
市
・
八
尾
市
（
大
阪
府
）
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
－

【
阪
南
市
】


「
く
ら
し
丸
ご
と
相
談
室
」
や
「
庁
内
連
携
推
進
会
議
」
の
設
置
に
よ
り
、
制

度
の
狭
間
問
題
に
対
す
る
包
括
的
相
談
⽀
援
や
多
機
関
協
働
の
機
能
を
強
化
し

た

市
内
の
サ
ロ
ン
等
を
活
⽤
し
た
「
ま
ち
な
か
ほ
っ
こ
り
相
談
」
の
実
施
に
よ
り

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
充
実
さ
せ
た


地
域
包
括
⽀
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い
る
CS
W
に
対
し
て
事
業
交
付
⾦
で

役
割
強
化
を
図
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
伴
⾛
型
⽀
援
を
拡
張
さ
せ
た


地
域
特
性
を
⽣
か
し
た
農
業
・
漁
業
と
の
連
携
や
少
年
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
⽀
援
等
を
通
じ
、
地
域
づ
く
り
⽀
援
と
参
加
⽀
援
を
⼀
体
的
に
進
め
て
い
る

多
機

関
担

当
C
S
W
と
拠

点
C
S
W
の
配

置
・
増
員

（八
王
子
市
）

23

22
⽇
本
地
域
福
祉
学
会
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
20
/1
2/
13
）
『
地
域
共
⽣
社
会
政
策
と
地
域
福
祉
研
究
の
展
開
』
厚
⽣
労
働
省
社
会
・
援
護
局
⽟
置
隼
⼈
専
⾨
官
⾏
政
報
告
資
料


制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
高
齢
者
＆
多
世
代
の
住
民


住
民
に
身
近
な
圏
域


相
談
機
能
付
き
活
動
拠
点


多
様
な
主
体
（
フ
ォ
ー
マ
ル
ー
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）
が
交
わ
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム


相
談
持
ち
込
み
＋
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
訪
問
支
援
等
）

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
っ
て

「
３
つ
の
支
援
」
を
連
動
さ
せ
る

包
括
的
相
談
支
援

（
断
ら
な
い
相
談
支
援
）

参
加
支
援

地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援


社
会
参
加
に
困
難
の
あ
る
人
の
居
場
所
・
役
割
獲
得
・
相
互
承
認

の
機
会
提
供


伴
走
型
支
援

>


参
加
支
援

≠

問
題
解
決
型
支
援

就
労
支
援


福
祉
以
外
の
分
野
（
医
療
・
住
宅
・
雇
用
・
産
業
・
教
育
・
趣
味

等
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
一
体
的
展
開


地
方
創
生
、
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
・
復
興
等
の
施
策
と
の
連
動

21
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従
来
の
個
別
給
付
型
サ
ー
ビ
ス
（
申
請
主
義
を
前
提
と
す
る
／
統
一
的
・
客
観
的

基
準
に
即
し
た
）
に
適
合
し
が
た
い
問
題
が
埋
も
れ
や
す
い

→
問
題
解
決
（
課
題
達
成
）
型
支
援
よ
り
伴
走
型
支
援
が
必
要
な
場
面
が
増
加

＊
曖
昧
・
主
観
的
で
必
要
度
の
測
定
が
困
難
で
あ
る
、
ニ
ー
ズ
が
重
複
し
て
い
る
、
本
人
・
家
族
が
支
援
を
求
め
（
ら
れ
）
な
い
・

拒
否
的
で
あ
る
、
近
隣
同
士
の
摩
擦
・
排
除
に
よ
っ
て
発
見
・
解
決
困
難
等


地
域
特
性
を
活
か
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
自
由
度
の
高
さ
」
を
盛
り
込
ん
だ
政

策
・
制
度

＊
社
会
資
源
の
有
無
・
多
寡
・
分
布
、
住
民
・
関
係
者
に
よ
る
合
意
形
成
や
問
題
解
決
方
法
の

蓄
積
等

28

自
治
体
・
実
践
現
場
の
〈
裁
量
権
〉
の
拡
大

④
ま
と
め

27

26
「
地
域
共
⽣
社
会
推
進
検
討
会
」
最
終
と
り
ま
と
め
（
20
19
）

【
⼋
尾
市
】


既
存
の
部
署
を
再
編
し
て
地
域
共
⽣
推
進
課
・
つ
な
げ
る
⽀
援
室
を
創
設
し
、
重
層

事
業
の
司
令
塔
と
し
た


庁
内
を
横
断
す
る
「
福
祉
職
等
相
談
対
応
職
員
」
制
度
の
導
⼊
や
多
機
関
協
働
に
よ

る
「
つ
な
が
り
会
議
」
の
実
施
に
よ
り
、
包
括
的
相
談
の
受
付
を
可
能
に
し
た


府
事
業
で
⺠
間
配
置
し
て
い
た
CS
W
を
改
め
て
出
張
所
ご
と
に
配
置
し
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
・
伴
⾛
型
⽀
援
の
体
制
を
整
え
た


中
⼩
企
業
等
の
産
業
部
⾨
の
地
域
づ
く
り
と
要
⽀
援
者
へ
の
参
加
⽀
援
を
融
合
的
に

実
施
し
て
い
る


啓
発
活
動
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
⽀
援
を
進
め
て
い
る


社
会
福
祉
法
⼈
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
公
益
活
動
の
基
盤
づ
く
り
（
地
域
づ
く
り
⽀

援
）
を
進
め
て
い
る
。
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ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

31

制
度

・
政

策
形

成
の

過
程

ソ ー の

裁
ー

量
シ

権
ャ

▪
ル

独
ワ

立
ー

性
カ

個
別
的
・
⾃

由
裁
量
の
余

地
の
あ
る

制
度
化
さ
れ
な
い
領
域

で
の
⾃
発
的
な
福
祉

画
⼀
的
・
基

準
や
規
範
の

強
い

A
A’

B

近
年

の
制

度
・
政

策
化

に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
新

た
な
活

動
領

域
（
イ
メ
ー
ジ
）

制
度
化
さ
れ
た
領

域
に
お
け
る
福
祉

（
加

山
20
21

）

A’
領
域
で
の
〈
開
発
性
（
ひ
ろ

が
り
）
〉
が
鍵

・
対
象
の
ひ
ろ
が
り

・
主
体
の
ひ
ろ
が
り

・
空
間
の
ひ
ろ
が
り

・
方
法
の
ひ
ろ
が
り

・
・
・

今
ま
で
見
え
て
い

な
か
っ
た
問
題
・

ニ
ー

ズ
を
…

つ
な
が
れ
て
い
な

か
っ
た
相
手
と
…

意
外
な
場
所
や
ア

プ
ロ

ー
チ

を
…

30


「
地
域
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
組
み
込
ん
だ
政
策
形
成

・
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
生
活
支
援
、
地
域
ケ
ア

会
議
、
総
合
事
業
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
等
）

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
中
間
的
就
労
等

・
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会

・
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
／
公
益
的
取
組
み

等

29

こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
？

・
自
治
体
、
関
係
機
関
・
住
民
等
の
戸
惑
い
・
混
乱
、
「
わ
か
り
に
く
さ
」
「
進
め
に
く
さ
」

「
負
担
感
」
→
自
治
体
間
の
発
想
・
力
量
の
格
差

・
新
た
な
主
体
・
対
象
・
方
法
を
掘
り
起
こ
す
「
開
発
的
実
践
」
の
契
機
に
で
き
る
か
？
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日日本本ソソーーシシャャルルワワーークク学学会会第第 4411 回回大大会会  大大会会校校主主催催シシンンポポジジウウムム  

「「多多様様性性××包包摂摂性性ととソソーーシシャャルルワワーークク～～豊豊島島区区民民社社協協のの取取組組みみ～～」」  

社社会会福福祉祉法法人人豊豊島島区区民民社社会会福福祉祉協協議議会会  小小林林  聖聖子子  

 
【【略略歴歴】】  

1993 年 豊島区社会福祉協議会（当時の名称）⼊職。ボランティア担当 
2003 年 地域福祉係。経理・地域福祉事業・⽣活福祉資⾦・助成事業・広報等を担当 
2009 年 地域福祉事業担当。コミュニティソーシャルワーク（CSW）のモデル事業開始 

直接の担当ではなかったが、2 名の CSW 担当と同じ係だったため、サポート
で関わる 

2010 年 地域福祉・ボランティア担当 
2011 年 CSW（中央圏域）担当。東⽇本⼤震災直後に担当となり、豊島区への避難者の

⽀援から始まった 
2014 年 ⾃⽴相談⽀援担当。⽣活困窮者⾃⽴⽀援事業のモデル実施・事業⽴上げに従事 
2015 年 ⽣活困窮者⾃⽴⽀援事業等の主任相談⽀援員を担当 
2022 年 地域相談⽀援課⻑に。CSW・⾃⽴相談⽀援・⽣活⽀援コーディネーターを所管 
2023 年 組織改正により共⽣社会課⻑に。上記３事業に加え、ボランティア担当・住⺠

参加型サービスも所管 
2023 年12 ⽉より総務課⻑ 
＊2015 年〜2023 年 ⽇本社会福祉⼠会 ⽣活困窮者⽀援委員会 委員 
 

 
【【豊豊島島区区ににおおけけるるココミミュュニニテティィソソーーシシャャルルワワーークク（（CCSSWW））・・生生活活困困窮窮者者支支援援のの取取りり組組みみ】】  

 豊島区の CSW の特徴、５つの役割 
 豊島区の⽣活困窮者⽀援の取り組み 
 
 
【【ココロロナナ禍禍ににおおけけるる特特例例貸貸付付とと外外国国人人世世帯帯へへのの支支援援かかららみみええててききたたこことと】】  

 特例貸付の申請受付総件数 29,498 件のうち、約 4 割が外国⼈世帯であった 
 （住⺠登録数に占める外国⼈の割合は約１割） 
 
 
【【多多様様性性××包包摂摂性性ととソソーーシシャャルルワワーークク】】  

  ⼀⼈ひとりの「⼈」と「地域」をよくみる ➡ アセスメント、個別⽀援、地域⽀援 
                       多⾯的にとらえる 
 属⼈的ではない⼈材育成 ➡ 専⾨性の確⽴と「その職員にしかできない⽀援」は違う 
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瀧脇憲（自立支援センターふるさとの会） 

「関係性の生成変化～居住・生活支援による包摂の可能性～」 

 

 NPO 法人自立支援センターふるさとの会は、1990 年に東京・山谷地域の日雇い労働者

を支援するためのボランティア団体として発足し、1999 年に特定非営利活動法人の認

証を受けて活動してきた。活動目的は、生活困窮者が地域のなかで安定した住居を確保

し、安心した生活を実現し、社会のなかで再び役割や人としての尊厳・居場所を回復す

るための支援を事業として行うことである。現在は山谷を超えて他の地域へと活動が広

がり、東京都台東区、墨田区、荒川区、新宿区、豊島区の５地域で事業を展開している。 

 関連団体としては、炊き出し等を行うボランティアサークルふるさとの会、介護事業

を行う有限会社ひまわり、社会的不動産事業を行う株式会社ふるさと（居住支援法人）、

中間支援団体の NPO 法人すまい・まちづくり支援機構、更生保護法人同歩会などがあり、

これらをひっくるめて「ふるさとの会」と総称している。 

相談や利用のきっかけは、以下のように大別される。①住まいがなく、路上、ネット

カフェ等で生活。②病院、福祉施設、刑事施設等から帰住先がない。③近隣トラブルや

保証人不在、ADL や認知機能の低下、介護者の高齢化等により、自宅での生活に困難が

ある。④緊急保護が必要な DV・虐待からの避難者、自宅が分からず保護された高齢者

等。 

このようなニーズに対し、①安定した住まいを確保するための「居住支援」、②地域

で安心して暮らし続けるための「生活支援」、③地域の中で仲間をつくり役割を得るた

めの「互助づくり」、④人生の最期まで孤立せずに生きることを支える「在宅看取り」

の４つの取組を事業の柱にしている。 

 ふるさとの会にたどり着いた人は、家族、職場、住まいなど居場所を失う体験を既に

している。きっかけは、多くの場合、こだわり行動や自傷他害である。周囲の人には、

本人がどのような意味世界を体験しているかが分かりにくいが、逆にそこが分かると共

感が生まれ、大した問題に見えなくなることもある。 

たとえば、認知症の人が「徘徊」する。警察に保護されて怒られる。しかし彼が街を

歩きながら子どもに声をかけている様子からは「パトロール」をしているようにも見え

る。やがて若いときに警備員だったことが分かって来る。それまでは「ケアされる人」

として対象化されてきた人の〈主体〉が立ち上がる＝承認されている。 

そしてこのような意味の生成を居住者同士やコミュニティのレベルで展開していく

ことで、heterogeneity を損なわずに共存・共棲の時間が持続するならば、それは包摂

の状態と言えるのではないだろうか。日々の出来事や街の変化も交えて報告する。 
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「
売
春
防
止
法
」
に
つ
い
て
振
り
返
る
・
・
・

６
６
年
間
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
「
売
春
防
止
法
」
こ
の
中
で
女
性
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
差
別
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
自
分
を
守
り
生
き
抜
い
て
き
た
で
あ
ろ

う
？

＜
歴
史
の
流
れ
か
ら
振
り
返
る
＞

・
終
戦
後
の
日
本

慰
安
所
設
置

性
の
氾
濫

•「
婦
人
保
護
要
綱
」
（
昭
和
２
１
年
・
厚
生
省
）
の
な
か
で

終
戦
後
、
貧
困
の
中
で
身
を
売
っ
て
生
き
な
が
ら
え
た
女
性
た
ち
・
女
子
た
ち

女
性
た
ち
は
『
闇
の
女
』
と
言
わ
れ
て
い
た

＊
性
病
検
査
の
た
め
の
狩
り
込
み

•戦
後
１
０
年
、
「
売
春
防
止
法
」
（
昭
和
３
１
年
・
１
９
５
６
年
制
定
）
「
第
４
章
保
護
・
更
生
」

『
要
保
護
女
子
』
（
売
春
防
止
法
の
中
の
み
の
用
語
）

★
歴
史
の
中
で
、
２
分
化
さ
れ
て
き
た
女
性
た
ち

売
春
防
止
法
と
は
？

「
特
別
刑
法
」
刑
法
（典
）以
外
の
刑
罰
法
規
を
総
称
し
て
い
う

行
政
刑
法
⇒
覚
醒
剤
取
締
法
・道
路
交
通
法

経
済
刑
法
⇒
独
占
禁
止
法

第
１
章

総
則

第
２
章

刑
事
処
分

売
春
防
止
法
第
２
章
第
５
条
で
女
性
が
処
罰
さ
れ
る

第
３
章

補
導
処
分

刑
事
処
分
を
受
け
執
行
猶
予
と
さ
れ
た
女
性
が
６
か
月
間
補

導
院
に
入
れ
ら
れ
指
導
を
受
け
る

第
４
章

保
護
更
生

そ
の
支
援
は
「
婦
人
保
護
事
業
実
施
要
領
」
に
規
定
さ
れ
る

回
復
支
援
・
自
立
支
援
の
概
念
は
な
く
「
更
生
・
管
理
」
の
視
点

婦
人
保
護
施
設
と
は

◆
根
拠
法
「
売
春
防
止
法
」
（
１
９
５
６
年
制
定
）
＊
特
別
刑
法

DV
防
止
法
（
２
０
０
１
年
）
人
身
取
引
行
動
計
画
（
２
０
０
４
年
）

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
（
２
０
１
３
年
）

◆
法
的
位
置
づ
け

売
春
防
止
法
「
第
４
章
保
護
・
更
生
」
＊
婦
人
保
護
事
業

◆
設
置
；
全
国
４
７
か
所

＊
任
意
設
置
な
の
で
全
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い

未
設
置
県
（
７
県
）
；
青
森
・
奈
良
・
富
山
・
鳥
取
・
島
根
・
高
知
・
熊
本

休
止
県
（
１
県
）
；
岡
山
県

◆
形
態
；
公
立
公
営
２
２

公
立
民
営
９

民
立
民
営
１
６

東
京
５
か
所

千
葉
県
・
愛
知
県
・
兵
庫
県
２
か
所

そ
の
他
県
１
か
所

売
春
防
止
法
か
ら
「困
難
な
問
題
を
抱
え
た
女
性
へ

の
支
援
に
関
す
る
法
律
」へ

婦
人
保
護
施
設
～
女
性
自
立
支
援
施
設

HH

～
女
性
支
援
新
法
を
「
地
域
」
に
「
当
事
者
に
」
ど
う
生
か
し
て
い
け
る
の
か
～

日
本
SW
学
会
第
４
１
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

女
性
自
立
支
援
施
設
い
ず
み
寮

施
設
長

横
田
千
代
子
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「売
春
」と
い
う
言
葉
に
潜
む
偏
見
・差
別
か
ら
の
脱
却

ー
－
施
設
の
改
革
へ
ふ
み
き
り
！
社
会
化
へ
ー
－

◆
地
域
に
進
出
（（
保保
健健
所所
・・
作作
業業
所所
なな
どど
とと
のの
つつ
なな
がが
りり
））

施施
設設
をを
地地
域域
へへ
開開
放放
（（
ババ
ザザ
ーー
・・
地地
域域
行行
事事
なな
どど
））
喫喫
茶茶
店店
開開
店店
２２
００
００
３３
・・
７７
月月

◆
女
性
性
へ
の
尊
重
・
教
育
（（
妊妊
娠娠
・・
出出
産産
のの
機機
能能
のの
尊尊
厳厳
））

◆
生
活
ル
ー
ル
の
改
革
（
”
消
灯
“
な
し
へ
）

◆
居
住
環
境
の
整
備
…
個
室
化
へ
（
尊
重
さ
れ
る
“
ひ
と
り
”
）
２
０
０
９
・
３
月
完
成

施
設
の
女
性
た
ち
が
語
っ
て
い
た
こ
と
・・
・。

・
ど
の
人
も
好
き
で
「
売
春
」
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
…
・
で
も
女
性
た
ち
は
・
・
・

「
私
は
汚
い
」
「
私
は
馬
鹿
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
「
そ
れ
で
し
か
生
き
て
こ
れ
な
か
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。
４
０
年
間
の
出
会
い
の
中
で
、
多
く
の
女
性
た
ち
か
ら
聞
い
て
い
た
言
葉
で
す
。

ど
の
人
も
“
そ
う
で
は
な
い
生
き
方
”
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
本
来
、
法
律
で
守
ら
れ
る

べ
き
女
性
た
ち
。
で
も
・
・
・
そ
の
法
律
が
「
売
春
防
止
法
」
だ
っ
た
の
で
す
。

女
性
た
ち
を
レ
ッ
テ
ル
張
り
し
て
来
た
法
律
だ
っ
た
の
で
す
。
第
４
章
「
保
護
・
更
生
」
の
中
で

「
管
理
」
の
中
に
置
か
れ
た
の
で
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
・
・
・
。

４
０
年
前
の
「
婦
人
保
護
施
設
」
い
ず
み
寮
を
振
り
返
っ
て

売
防
法
に
よ
る
入
所
者
へ
の
目
線
は
？
管
理
が
中
心
の
生
活
で
あ
っ
た

◆
居
室
に
は
扉
が
な
か
っ
た

◆
食
堂
で
は
席
が
決
め
ら
れ
、
始
め
も
終
わ
り
も
全
員
そ
ろ
っ
て

◆
生
活
物
品
・
被
服
は
す
べ
て
支
給
（
婦
人
保
護
事
業
実
施
要
領
に
基
づ
く
）

◆
来
る
日
も
来
る
日
も
内
職
作
業
（
時
給
７
０
円
）

◇
「
収
容
保
護
」
の
中
、
指
導
員
は
指
導
す
る
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

◆
地
域
と
の
交
流
は
皆
無
で
あ
っ
た
（
生
活
主
体
者
と
し
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
）

◆
「
保
護
更
生
」
の
中
、
看
護
師
も
心
理
職
配
置
も
な
か
っ
た

「売
春
防
止
法
」か
ら
の
脱
却

な
ぜ
、
法
律
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
・
・
・

・
女
性
た
ち
は
犯
罪
者
で
は
な
く
、
被
害
者
で
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
対
象
者
で
あ
っ
た

・
法
律
は
、
女
性
が
処
罰
さ
れ
る
法
律
で
あ
っ
た
第
２
章
（刑
事
処
分
）第
３
章
（補
導
処
分
）

・ 施
設
は
第
４
章
「
保
護
・
更
生
」
に
位
置
さ
れ
、
自
立
支
援
・
回
復
支
援
へ
の
発
想
は
皆
無

・
生
活
は
「
管
理
」
中
心
、
外
出
は
自
由
で
あ
っ
た
が
生
活
全
体
は
管
理
さ
れ
て
い
た

・
社
会
・
地
域
か
ら
も
偏
見
の
眼
差
し
（
「
売
春
婦
」
）

・
困
難
な
問
題
（
貧
困
・
障
害
・
暴
力
等
）
を
抱
え
る
女
性
？
へ
の
視
点
は
な
か
っ
た
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「売
春
防
止
法
か
ら
の
脱
却
」～
ゼ
ロ
か
ら
の
女
性
支
援
法

「
保
護
更
生
」
か
ら
解
き
放
た
れ
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
「
売
防
法
」
を

バ
リ
バ
リ
と
・
・
１
枚
も
残
さ
ず
剥
ぎ
取
り
・
・
・
管
理
か
ら
尊
重
へ

◆
女
性
支
援
法
へ
の
期
待

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
獲
得
」
を
柱
に

◆
人
権
侵
害
か
ら
の
回
復

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
！
“

◆
性
的
被
害
か
ら
の
回
復

自
分
の
身
体
は
自
分
の
も
の
性
は
命
！

◆
生
活
障
害
か
ら
の
回
復

奪
わ
れ
た
も
の
は
取
り
戻
し
ま
す
！

◆
社
会
的
被
害
か
ら
の
回
復
社
会
生
活
の
主
体
者
で
す
！

★
２
０
１
６
年
与
党
「
１
０
の
提
言
」
こ
の
提
言
の
中
に
３
か
所
婦
人
保
護
事
業
が
掲
げ
ら
れ
た
。

★
２
０
１
８
年
厚
労
省
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の
あ
り
方
検
討
会
」
が
立
ち
上
が
っ
た

★
２
０
２
１
年
５
月
１
３
日
「
与
党
性
暴
力
・
性
犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
の
充
実
に
関
す
る
Ｐ
T]
か
ら

「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の
新
た
な
枠
組
み
」
の
骨
子
が
示
さ
れ
た
。

★
２
０
２
２
年
法
律
制
定
に
向
け
て
、
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
に
、
戒
能
民
江
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大

学
名
誉
教
授
）
・
村
木
太
郎
（
元
厚
労
省
）
氏
・
堀
千
鶴
子
（
城
西
国
際
大
学
教
授
）
・
横
田

で
「
女
性
支
援
新
法
を
促
進
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
与
党
・
野
党
議
員
の
ロ
ビ
ー
活
動
に

走
る
。

４
月
２
２
日
参
議
院
本
会
議
を
通
過

５
月
１
９
日
衆
議
院
本
会
議
に
て
全
員
一
致
の
「
議
員
立
法
」
に
て
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
の
誕
生
で
あ
っ
た
。

…
・
・
と
同
時
に
「
売
春
防
止
法
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
っ
た
。

売
春
防
止
法
改
正
の
流
れ

★
２
０
０
８
年
（
売
春
防
止
法
５
０
周
年
２
０
０
６
年
＊
表
彰
状
「
要
保
護
女
子
の
保
護
更
生
に
尽
力
」
）

全
婦
連
（全
国
婦
人
保
護
施
設
等
連
絡
協
議
会
）「
売
春
防
止
法
見
直
し
検
討
会
」を
立
ち

上
げ
た
。
東
京
の
５
施
設
長
が
中
心
に
な
っ
た

•
★
２
０
１
１
年
全
婦
連
民
営
施
設
長
会
に
「売
防
法
の
私
案
」が
示
さ
れ
た
（宮
本
節
子
氏
）

•
そ
れ
は
顧
客
を
罰
す
る
法
律
で
あ
っ
た
が
、
”時
期
尚
早
“と
却
下
さ
れ
た
。

•
★
２
０
１
２
年
４
月
厚
生
労
働
大
臣
（小
宮
山
洋
子
氏
）に
直
訴
。
１
５
分
間
の
時
間
で
「売
春
防
止
法
」

•
の
改
正
を
訴
え
た
。

•
５
月
「婦
人
保
護
事
業
の
課
題
に
関
す
る
検
討
会
」が
立
ち
上
が
っ
た
。

•
＊
政
権
が
変
わ
り
、
大
臣
が
変
わ
り
こ
の
会
は
「議
論
の
整
理
」で
終
わ
っ
た
。

•
★
２
０
１
５
年
全
婦
連
で
「売
春
防
止
法
改
正
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
た
。

•
東
京
５
施
設
長
・近
県
施
設
長
・退
職
施
設
長
・学
識
者
・毎
月
１
回
の
集
会

現
在
は
・
・
・
「
暮
ら
し
つ
く
り
」
「
回
復
支
援
」
を
支
援
の
中
核
に

ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
自
分
の
暮
ら
し
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
暮
ら
し
方
は
ひ
と
り

ひ
と
り
違
い
ま
す
。
そ
こ
は
ひ
と
り
の
人
生
の
時
間
が
お
か
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

◆
２
０
０
６
年
か
ら
「
暮
ら
し
つ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

ス
タ
ー
ト
は
「
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
つ
く
り
」
で
し
た

＊
生
活
こ
そ
が
回
復
支
援

◆
２
０
２
４
年
度
の
「
暮
ら
し
つ
く
り
」
（
１
８
年
目
を
迎
え
て
）

「
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
作
る
暮
ら
し
つ
く
り

「
文
化
」
を
育
て
る
暮
ら
し
つ
く
り

自
分
が
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
「
文
化
」
を
育
て
ま
す
。

「
文
化
」
は
心
を
育
て
ま
す
。

◆
被
害
か
ら
の
回
復
支
援
に
医
療
実
践
を
導
入
（毎
月
１
回
白
川
美
也
子
先
生
訪
問
診
療
）
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地
域
と
と
も
に
①

孤
立
し
て
い
た
婦
人
保
護
施
設
・
・
・
４
０
年
前
、
地
域
の
人
が
施
設
に
入
っ
て

来
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
売
春
婦
」
が
い
る
…
近
寄
ら
な
い
・

今
に
あ
る
の
は
、
地
域
の
皆
様
と
の
出
会
い
で
す
。
出
会
い
は
利
用
者
に
様
々
な

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
仲
間
入
り
を
積
極
的
に
致
し
ま
し
た
。
関
係
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

地
域
交
流
バ
ザ
ー
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会

地
域
と
の
連
携
会
議

地
域
の
行
事
に
も
出
向
き
ま
し
た

利
用
者
へ
の
理
解

施
設
の
存
在
へ
の
理
解
に
努
め
ま
し
た

温
か
い
思
い
や
り
に
支
え
ら
れ
地
域
の
生
活
主
体
者
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た

支
援
現
場
が
実
践
に
つ
な
げ
る
新
法
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
基
本
理
念
（第
３
条
）の
共
有
；そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
が
尊
重
、
最
適
な
支
援
、
福
祉
の
増
進
多
様
な
支

援
を
包
括
的
に
提
供
、
そ
の
体
制
整
備
、
関
係
機
関
・民
間
の
協
働
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実
施
、

人
権
擁
護
、
男
女
平
等

２
．
定
義
（２
条
）；
女
性
支
援
法
の
対
象
者
が
定
義
に
示
さ
れ
て
い
る
。
対
象
者
の
中
に
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
と
し
て
「性
的
な
被
害
」が
明
記
さ
れ
た
。

３
．
支
援
内
容
；「
当
事
者
を
真
ん
中
に
」
置
く
こ
と
で
す
。

３
機
関
（女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・女
性
相
談
支
援
員
・女
性
自
立
支
援
施
設
）の
協
働

特
に
支
援
調
整
会
議
を
有
効
に
生
か
す
。

４
．
常
に
支
援
の
検
証

女
性
た
ち
の
実
態

ニ
ー
ズ
の
把
握

役
割
分
担

新
法
を
命
あ
る
も
の
に
す
る
の
が
現
場
の
役
割
で
す
。

新
法
の
ポ
イ
ン
ト

◆
目
的
・
基
本
理
念
が
明
確
化
さ
れ
た

そ
の
視
点
；
「
女
性
福
祉
」
「
人
権
の
尊
重
・
擁
護
」
「
男
女
平
等
」

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
の
責
務
（
教
育
啓
発
・
人
材
確
保
・
民
間
団
体
援
助
・
調
査
研
究
推
進
）

◆
国
の
基
本
方
針
（有
識
者
会
議
で
検
討
し
ま
し
た
）が
示
さ
れ
た
。

◆
都
道
府
県
基
本
計
画
等

⇒
自
治
体
に
よ
る
基
本
計
画
（努
力
義
務
）

◆
３
機
関
の
連
携
；女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・女
性
相
談
支
援
員
・女
性
自
立
支
援
施
設

民
間
団
体
と
の
「協
働
」に
よ
る
支
援

支
援
調
整
会
議
（自
治
体
）；
関
係
機
関
、
民
間
団
体
で
支
援
内
容
を
協
議
す
る
場
。

連
携
・協
働
し
た
支
援

◆
国
・自
治
体
に
よ
る
支
弁
・負
担
・補
助

民
間
団
体
に
対
す
る
補
助
規
定
創
設

新
法
制
定
；
何
よ
り
意
識
の
改
革
へ
・
・
・
新
た
な
機
能
の
展
開
へ
期
待

◆
直
接
入
所
の
試
行
；東
京
で
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
一
時
保
護
を
経
な
い
で
、
施
設
が
福
祉
事
務
所
か
ら

直
接
一
時
保
護
で
き
る
機
能
を
開
き
、
試
行
期
間
を
経
て
現
在
は
直
接
施
設
入
所
に
な
り
ま
し
た
。

◆
性
被
害
か
ら
の
回
復
支
援
の
強
化
専
門
職
員
の
研
修
・養
成

精
神
医
療
の
導
入
連
携
（治
療
か
ら
回
復
へ
）

《女
性
の
人
権
確
保
へ
の
整
備
；最
低
基
準
の
改
革
》

◆
職
員
配
置
（国
基
準
２
名
：監
視
）か
ら
の
脱
却

女
性
自
立
支
援
施
設
の
最
低
基
準
の
改
革
（
職
員
２
名
以
上
）

◆
住
環
境
の
整
備
；個
室
化
へ
（最
低
基
準
の
見
直
し
）

◆
居
室
；入
所
者
一
人
当
た
り
の
床
面
積

お
お
む
ね
９
．
９
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
居
室
の
入
所
定
員
；原
則
と
し
て
一
人
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喫
茶
シ
オ
ン

春
の
庭

お
わ
り
に

新
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
女
性
自
立
支
援
施
設
」
は
女
性
た
ち
が
中
長
期
に
「
自

分
の
生
活
の
場
」
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
温
か
い
出
会
い
・
優
し
い
眼
差
し
・
安
心
し
た
関
係
・
信
頼
の
構

築
な
ど
な
ど
・
・
・
。
個
別
的
な
課
題
や
人
間
関
係
の
調
整
な
ど
の
支
援
は
日
々
で
す
。

日
々
の
生
活
で
す
。

施
設
の
支
援
者
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
方
、
心
の
回
復
支
援
、
家
族
関
係
の
調
整

な
ど
「
ト
ー
タ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
の
専
門
職
で
す
。
大
切
な
寄
り
添
い
人
で

す
。
そ
れ
が
「
人
権
の
擁
護
」
で
す
。
「
売
春
防
止
法
」
に
は
な
か
っ
た
・
・
・
・
・
。

【
生
き
た
法
律
】
を
現
場
か
ら
作
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
・
・
・
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
、
重
ね
て
願
い
ま
す
。

☆
彡

地
域
と
共
に
③

居
場
所
が
あ
れ
ば

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す

安
心
し
て
自
分
を
語
れ
る
「時

」が
持
て
ま
す

地
域
の
連
携

会
議
～
実
践
へ

女
性
自
立
支
援
施
設
・
民
間
団
体
・
保
健
相
談
所
・
総
合
福
祉
事
務
所
・
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
な
ど

特
に
守
り
た
い
「
性
被
害
」
地
域
で
守
る
・
・
・
連
携

被
害
は
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す

被
害
は
家
庭
の
中
で
起
き
て
い
ま
す

誰
に
も
SO
Sを
言
え
ま
せ
ん

被
害
を
受
け
た
心
の
傷
は
長
く
影
響
さ
れ
ま
す

地
域
と
共
に
②

地
域
で
守
り
・
・
・
地
域
で
育
て
よ
う

・
・
・
「困

難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
」

特
に
”若

年
女
性
“へ

の
支
援
を
・・
・

★
地
域
の
中
に
若
年
女
性
等
・
・
・
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
の
「
居
場
所
」
の
創
設
を
！

早
期
発
見
・
被
害
の
未
然
防
止
は
「
出
会
い
」
か
ら
。
寄
り
添
い
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
機
能
を
地
域
に
展
開
し
て

☆
施
設
に
辿
り
着
く
若
年
女
性
の
実
態
。

•
両
親
な
ど
か
ら
の
暴
力
・
・
・
名
前
を
変
え
た
い

戸
籍
か
ら
抜
き
た
い

•
家
に
は
絶
対
に
帰
り
た
く
な
い

特
徴
；
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
い

過
剰
な
睡
眠

過
敏
な
反
応

信
頼
関
係
不
安

経
過
；
自
分
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
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愛
犬
う
め
ち
ゃ
ん

慈
愛
の
像
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趣趣
旨旨

（（
３３
））

•な
お
、
2
02
2
年

に
外

国
人

材
の

受
入

れ
・
共

生
に
関

す
る
関

係
閣

僚
会

議
は

、
『
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を
提
示

•「
安

全
・
安

心
な
社

会
」
・
「
多

様
性

に
富

ん
だ
活

力
あ
る
社

会
」
・
「
個

人
の

尊
厳

と
人

権
を
尊

重
し
た
社

会
」
（
2
0
2
3
）

•そ
の

中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
的

な
機

能
を
果

た
す
、
外

国
人

等
向

け
の

相
談
対
応
へ
の
従
事
を
想
定
さ
れ
て
い
る
外
国
人
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

養
成
が
開
始

•生
活

上
の

困
り
ご
と
を
抱

え
た
外

国
人

に
対

し
、
専

門
的

知
識

及
び
技

術
を
も
っ
て
相

談
に
応

じ
、
連

携
先

と
の

連
絡

・
調

整
等

の
支

援
を
行

い
解

決
ま
で
導

く
ほ

か
、
生

活
上

の
困

り
ご
と
の

発
生

を
予

防
す
る
た
め
の

情
報

提
供

等
を
行

う
人

材
（
2
0
2
4
）

4

趣趣
旨旨

（（
２２
））

•近
年

、
厚

生
労

働
省

が
提

唱
し
て
い

る
地

域
共

生
社

会
の

形
成

に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
へ
の
期
待
が
大
き
い

•ま
た
、
以

前
か

ら
総

務
省

主
導

で
進

め
ら
れ

て
き
た
多

文
化

共
生

社
会

の
構

想
に
お
い
て
も
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
指
摘

•外
国

人
住

民
が

抱
え
る
生

活
課

題
の

解
決

に
向

け
て
、
文

化
的

背
景

の
ち
が

い
を
踏

ま
え
な
が

ら
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
の

で
き
る

人
材

（
2
0
0
6
）

3

趣趣
旨旨

（（
１１
））

•大
会

の
主

テ
ー
マ
「
多

様
性

と
包

摂
性

」
の

中
で
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

特
に

文
化
等
の
多
様
性
に
焦
点

•具
体

的
に
、
文

化
的

な
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
（
多

様
な
文

化
に
対

応
で
き
る
実

践
力

）
に
つ
い
て
取
り
上
げ

•と
り
わ

け
、
大

会
の

副
テ
ー
マ
「
誰

一
人

取
り
残

さ
な
い
」
こ
と
を
念

頭
に
、
国
籍

や
在

留
資

格
を
超

え
て
真

の
包

摂
的

な
共

生
社

会
を
構

築
す
る
た
め
に
求

め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
問
い
か
け

2

学
会

企
画

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
趣

旨
説

明
）

文文
化化

的的
ココ
ンン
ピピ
テテ
ンン
スス
とと
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
クク

～～
国国

籍籍
、、
在在

留留
資資

格格
をを
超超

ええ
てて
～～

2
0
2
4
年

6
月

3
0
日

（
日

）
＠

東
京

都
立

大
学

ヴヴ
ィィ
ララ
ーー
ググ

ヴヴ
ィィ
クク
トト
ルル

VV
iirr
áágg

VV
iikk
ttoo
rr

（
当

学
会

理
事

・
大

会
実

行
委

員
）
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趣趣
旨旨

（（
５５
））

•こ
れ

ら
の

動
向

を
踏

ま
え
、
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

、
正

規
の

在
留

資
格

を
得

に
く
い
非

正
規

滞
在

者
の

課
題

も
含

め
て
、
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の

あ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
問
い
か
け

•具
体

的
に
は

、
関

連
す
る
実

践
理

論
、
被

収
容

者
・
仮

放
免

者
の

メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
、
移

住
家

族
と
子

ど
も
が

直
面

す
る
問

題
、
ま
た
避

難
民

の
受

け
入

れ
等

に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
報

告
と
登

壇
者

間
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及

び
質

疑
応

答
を
展
開

8

趣趣
旨旨

（（
４４
））

•一
方
、
こ
の
よ
う
な
包
摂
の
動
向
の
反
面
、
排
除
の
動
向
も
顕
著
化

•例
え
ば

、
2
0
2
3
年

に
成

立
し
、
本

年
6
月

よ
り
施

行
さ
れ

る
入

管
法

改
正

案
に

つ
い
て
、
日

本
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
連

盟
（
J
F
S
W
）
の

専
門

職
4
団

体
が

反
対
す
る
共
同
声
明
及
び
要
望
を
発
行

•J
F
S
W
は

、
「
難

民
認

定
申

請
者

等
の

滞
日

外
国

人
（
非

正
規

滞
在

者
を
含

む
）
の

人
権

擁
護

、
保

健
・
医

療
・
福

祉
お
よ
び
生

活
保

障
の

視
点

か
ら
み

れ
ば

、
不

十
分

か
つ
憂

慮
す
べ

き
内

容
」
を
指

摘
し
、
「
適

切
な
保

健
・
医

療
・
福

祉
及
び
生
活
保
障
等
の
体
制
整
備
な
ど
の
人
道
的
な
支
援

を
行
う
」
よ
う
要
望

6
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シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
のの

流流
れれ

（（
２２
））

•1
1
：
2
0

門門
美美

由由
紀紀

（（
横横

浜浜
市市

国国
際際

交交
流流

協協
会会

））

「
“
避

難
民

”
の

共
通

性
と
個

別
性

～
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の

視
座

か
ら
～

」

11
11
：：
44
00

コ
メ
ン
ト
（
各
5
分
、
計
1
0
分
）

•
1
1
：
4
0

岡岡
野野

範範
子子

（（
東東

京京
社社

会会
福福

祉祉
士士

会会
））

•
1
1
：
4
5

森森
恭恭

子子
（（
日日

本本
女女

子子
大大

学学
））

11
11
：：
55
00

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
質
疑
応
答
（
4
0
分
）

1
1

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
のの

流流
れれ

（（
１１
））

11
00
：：
00
00

趣
旨
説
明
（
1
0
分
）

1 1
00
：：
11
00

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
報
告
（
各
2
0
分
＆
休
憩
1
0
分
、
計
9
0
分
）

•1
0
：
1
0

武武
田田

丈丈
（（
関関

西西
学学

院院
大大

学学
））

「
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
基

づ
く
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の

実
践

モ
デ
ル

・
ア
プ
ロ
ー
チ
」

•1
0
：
3
0

杉 杉
山山

聖聖
子子

（（
入入

管管
収収

容容
問問

題題
をを
考考

ええ
るる
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
カカ
ーー
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
））

「
日

本
社

会
に
お
け
る
外

国
人

の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
～

収
容

と
仮

放
免

か
ら
考

え
る
～

」

•1
0
：
5
0

南 南
野野

奈奈
津津

子子
（（
東東

洋洋
大大

学学
））

「
移

住
家

族
と
子

ど
も
の

包
摂

を
め
ぐ
る
課

題
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
」

•1
1
：
1
0

【
休

憩
】
（
1
0
分

）

1
0
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当
初

の
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

の
コ

ン
セ

プ
ト

に
は

批
判

も

①
他

者
の

文
化

に
対

し
て

真
に

c
o
m

pe
te

n
tに

は
な

れ
な

い
②

c
o
m

pe
te

n
c
e
と

い
う

用
語

は
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
の

イ
メ

ー
ジ

（
パ

ワ
ー

を
持

つ
一

部
の

人
が

そ
の

基
準

を
決

定
）

③
c
u
lt
u
ra

l 
c
o
m

pe
te

n
c
e
は

「
c
o
m

pe
te

n
tか

c
o
m

pe
te

n
tで

な
い

か
」
の

二
元

論
的

で
、

c
o
m

pe
te

n
tで

な
け

れ
ば

専
門

職
と

し
て

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

と
関

わ
れ

な
い

④
対

人
援

助
の

ス
キ

ル
に

重
き

を
置

い
て

お
り

、
組

織
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
政

策
レ

ベ
ル

の
視

点
の

欠
如

⑤
特

定
の

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

が
貧

困
、

抑
圧

、
人

権
侵

害
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

と
い

う
視

点
の

欠
如

と
い

う
視

点
（
構

造
的

な
問

題
）

１
．
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
は

•
1
9
8
0
年
代
後
半
に
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
い
う
概
念
が
生
み
出
さ
れ
、
1
9
9
0

年
後
半
に
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
枠
組
み
と
し
て
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に

•
C
S
W
E
（
2
0
0
8
）
で
は
、
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
は
、
「
人
種
、
民
族
、
文
化
、
階
級

、
・
・
・
、
出
身
国
な
ど
の
異
な
る
文
化
的
背
景
を
有
す
る
人
た
ち
と
効
果
的
に
か

か
わ
る
専
門
職
と
し
て
の
能
力
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た

•
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
主
な
構
成
要
素
は
、
１
）
知
識
（
他
の
文
化
に
関
す
る

理
解
）
、
２
）
自
覚
（
自
分
自
身
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
価
値
観
、
信
念
、

バ
イ
ア
ス
な
ど
）
、
３
）
ス
キ
ル
（
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
と
っ
て
文
化
的
に
適
切
な
ア
プ

ロ
ー
チ
や
資
源
の
活
用
）

報
告

内
容

1
. 
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

と
は

2
. 
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

に
基

づ
く
S
W

実
践

ア
プ

ロ
ー

チ

①
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

ア
プ

ロ
ー

チ

②
ス

ト
レ

ン
グ

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

③
反

抑
圧

的
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
（
A

O
P

）

3
. 
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

に
合

致
し

た
開

発
分

野
の

実
践

ア
プ

ロ
ー

チ

①
権

利
に

基
づ

く
ア

プ
ロ

ー
チ

(R
B

A
)

②
潜

在
能

力
ア

プ
ロ

ー
チ

4
. 
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

に
合

致
し

た
S
W

の
研

究
方

法
（
C

B
P

R
）

5
. 
日

本
で

文
化

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
に

基
づ

く
S
W

実
践

を
根

付
か

せ
る

た
め

に

木
村

真
理

子
・
小

原
眞

知
子

・
武

田
丈

編
著

『
国

際
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
を

知
る

』
中

央
法

規
, 
2
0
2
2

第
2
章

日
本

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
学

会
第
41

回
大

会
学

会
企

画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
～

国
籍

、
在

留
資

格
を
超

え
て
～

」
2
0
2
4
年

6
月

3
0
日

（
日

）

「
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
基
づ
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

実
践
モ
デ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」

武
田
丈
（
関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
）

jo
ta
ke
da
@
kw

an
se
i.a
c
.jp
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全
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
（
20
15
)に

よ
る
文

化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
定
義

個
人
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
を
認
識
し
、
支
持
し
、
尊
重
し
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
尊
厳
を
守
り
維
持
す
る
方
法
で
、
個
人
と
シ
ス
テ
ム
が
、
す
べ
て
の
文
化
、
言

語
、
階
級
、
人
種
、
民
族
的
背
景
、
宗
教
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
伝
統
、
在
留
の
地

位
、
そ
し
て
そ
の
他
の
多
様
性
の
要
因
を
も
つ
人
々
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
効
果

的
に
対
応
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

よ
り

新
し

い
文

化
的

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

の
定

義

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

及
び

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
シ

ス
テ

ム
を

最
適

化
す

る
た

め
の

活
動

に
従

事
し

た
り

、
そ

れ
に

必
要

な
状

況
を

作
り

出
す

能
力

で
あ

る
。

文
化

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
に

基
づ

く
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
に

は
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
が

多
元

的
で

民
主

的
な

社
会

の
中

で
効

果
的

に
機

能
す

る
の

に
必

要
な

洞
察

力
、

知
識

、
及

び
技

術
（

文
化

的
に

多
様

な
背

景
を

持
っ

た
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

た
め

に
対

話
、

交
流

、
交

渉
、

介
入

す
る

こ
と

の
で

き
る

能
力

）
を

獲
得

す
る

こ
と

が
含

ま
れ

る
。

ま
た

組
織

・
社

会
レ

ベ
ル

に
お

け
る

文
化

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
は

、
す

べ
て

の
グ

ル
ー

プ
に

よ
り

対
応

で
き

る
新

し
い

理
論

、
実

践
、

政
策

、
お

よ
び

組
織

構
造

の
構

築
を

効
果

的
に

訴
え

て
い

く
こ

と
(S

u
e
, 
R

as
h
ar

d,
 &

 R
as

h
ar

d,
 2

0
1
6
, 
p.

6
7
)

S
u
e
, 
D

. 
W

., 
R

as
h
ar

d,
 M

. 
N

., 
&
 R

as
h
ar

d,
 J

. 
M

. 
M

u
lt
ic

u
lt
u
ra

l 
so

c
ia

l 
w

o
rk

 p
ra

c
ti
c
e
: 
A

 c
o
m

pe
te

n
c
y-

ba
se

d 
ap

pr
o
ac

h
 t

o
 d

iv
e
rs

it
y 

an
d 

so
c
ia

l 
ju

st
ic

e
 (
2n

d
e
d.

),
 W

ile
y,

 2
0
1
6

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
、
社
会
変
革
と
社
会
開
発
、
社
会
的
結
束
、
お
よ
び
人
々

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
解
放
を
促
進
す
る
、
実
践
に
基
づ
い
た
専
門
職
で
あ
り
学
問

で
あ
る
。
社
会
正
義
、
人
権
、
集
団
的
責
任
、
お
よ
び
多
様
性
尊
重
の
諸
原
理
は

、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
中
核
を
な
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
、
社
会
科
学

、
人
文
学
、
お
よ
び
地
域
・
民
族
固
有
の
知
を
基
盤
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

は
、
生
活
課
題
に
取
り
組
み
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
よ
う
、
人
々
や
さ
ま
ざ

ま
な
構
造
に
働
き
か
け
る
。

こ
の
定
義
は
、
各
国
お
よ
び
世
界
の
各
地
域
で
展
開
し
て
も
よ
い
。

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
専

門
職

の
グ
ロ
ー
バ

ル
定

義
（
2
0
1
4
年

）

ワ
ー

カ
ー

と
利

用
者

の
間

の
力

関
係

の
不

平
等

性
の

解
消

に
向

け
て

、
ま

た
お

互
い

に
と

っ
て

有
益

で
非

父
権

的
な

関
係

を
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
と

の
間

に
築

き
、

ま
た

対
象

集
団

の
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
を

行
う

よ
う

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
の

間
に

構
築

す
る

た
め

に
、

自
己

評
価

や
自

省
を

生
涯

に
わ

た
っ

て
実

践
す

る
こ

と
。

こ
う

し
た

視
点

は
、

ワ
ー

カ
ー

を
学

習
モ

ー
ド

へ
と

導
き

、
利

用
者

と
の

関
係

の
中

で
父

権
的

、
権

威
的

、
統

制
的

に
な

る
こ

と
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

。
ホ

ス
ト

社
会

の
中

で
の

文
化

的
経

験
は

、
利

用
者

の
ほ

う
が

知
識

が
あ

る
。

学
習

者
（
聞

き
手

）
と

い
う

ワ
ー

カ
ー

の
位

置
づ

け
は

、
利

用
者

を
そ

の
人

の
人

生
の

エ
キ

ス
パ

ー
ト

し
て

位
置

づ
け

る
こ

と
が

で
き

、
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

を
促

進
す

る
。

文
化

的
な

謙
虚

さ
（
c
u
lt
u
ra

l 
h
u
m

ili
ty

)の
概

念
の

発
展
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当
事

者
と

援
助

者
と

の
対

等
で

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
媒

介
に

し
な

が
ら

、
社

会
構

造
的

に
生

み
出

さ
れ

る
問

題
に

よ
っ

て
無

力
感

を
抱

い
て

い
る

当
事

者
自

身
が

、

1
.

問
題

の
社

会
構

造
的

な
特

質
を

理
解

し
2
.

パ
ワ

ー
レ

ス
ネ

ス
（
無

力
の

状
態

）
か

ら
の

脱
却

が
可

能
で

あ
る

と
自

覚
し

3
.

問
題

解
決

に
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
習

得
し

4
.

そ
れ

ら
を

用
い

て
資

源
を

効
果

的
に

活
用

し
て

問
題

（
個

人
的

・
対

人
関

係
的

・
社

会
的

）
の

解
決

を
図

る
た

め
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

促
進

・
支

援
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

ワ
ー

カ
ー

は
援

助
者

や
支

持
者

で
は

な
く
、

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

。
こ

の
関

係
性

が
ワ

ー
カ

ー
と

当
事

者
の

間
の

対
話

と
批

判
的

分
析

（
批

判
的

意
識

化
）
を

促
進

＊
和

気
純

子
(2

0
0
5
)「

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
・
ア

プ
ロ

ー
チ

」
久

保
紘

章
・
副

田
あ

け
み

編
著

『
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

実
践

モ
デ

ル
』
(p

. 2
0
5
),
 川

島
書

店
. 
P

ar
so

n
s,

 R
. 
J
. 
E
m

po
w

e
rm

e
n
t 

pr
ac

ti
c
e
. 
In

 T
. 
M

iz
ra

h
i 
&
 L

. 
E
. 
D

av
is

 (
E
ds

.)
 (
2
0
0
8
) 
E
n
c
yc

lo
pe

di
a 

o
f 
S
o
c
ia

l 
W

o
rk

 (
2
0
th

 e
d.

) 
V

o
lu

m
e
2
, 
pp

. 
1
2
3
-
1
2
6
. N

A
S
W

 P
re

ss
.

①
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

ア
プ

ロ
ー

チ
＊

２
．
文

化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
基
づ
く
S
W
実
践
ア
プ
ロ
ー
チ

①
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ア
プ
ロ
ー
チ

②
ス
ト
レ
ン
グ
ス
ア
プ
ロ
ー
チ

③
反
抑
圧
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
A
O
P
）

文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
は
（
ま
と
め
）


ワ
ー
カ
ー
は

自
分

自
身

の
特

権
と
権

力
を
認

識
し
、
文

化
的

謙
虚

さ
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー

ク
の

あ
ら
ゆ
る
領

域
に
お
け
る
権

力
と
特

権
の

力
学

に
感

受
性

を
示

さ
な
け
れ

ば
い
け
な

い
。


（
多

様
な
文

化
に
関

す
る
の

知
識

・
ス
キ
ル

）
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
集

団
に
関

す
る
専

門
知

識
や

理
解

を
継

続
的

に
発

展
さ
せ

て
、
幅

広
い
ス
キ
ル

（
ミ
ク
ロ
、
メ
ゾ
、
マ
ク
ロ
）
の

技
法

を
使

用
す
る
。


ワ
ー
カ
ー
は

特
定

の
文

化
的

集
団

に
影

響
を
及

ぼ
す
サ

ー
ビ
ス
の

格
差

を
認

識
し
、
問

題
に
取

り
組

む
よ
う
努

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。


ワ
ー
カ
ー
は

、
周

縁
化

さ
れ

抑
圧

の
さ
れ

た
集

団
を
エ
ン
パ

ワ
ー
し
、
ア
ド
ボ
ケ
ー
ト
す
る
政

策
や

実
践

の
開

発
や

実
践

に
参

加
す
べ

き
で
あ
る
。


ワ
ー
カ
ー
は

、
組

織
内

文
化

的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
を
高

め
る
責

任
を
果

た
し
、
構

造
的

・
制

度
的

抑
圧

に
対

抗
し
、
多

様
で
包

括
的

な
制

度
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

築
・
維

持
す
る
こ
と
に
貢

献
す
べ

き
で
あ
る
。

全
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実

践
に
お
け
る
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の
N
A
SW

基
準

（
20
01

）
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実

践
に
お
け
る
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
の

基
準

と
指

標
（
20
15

）

①
倫

理
と
価

値
←

文
化

的
な
謙

虚
さ
が

明
示

②
自

己
覚

知
←

文
化

的
な
謙

虚
さ
が

明
示

③
多

様
な
文

化
に
関

す
る
知

識
←

人
種

や
民

族
に
加

え
て
、
宗

教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
性

的
指

向
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
/表

現
、
社

会
階

級
、
精

神
・
身

体
能

力
な
ど

④
多

様
な
文

化
に
対

応
す
る
ス
キ
ル
←

メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
の

視
点

が
明

示

⑤
サ

ー
ビ
ス
提

供
←

メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
の

視
点

が
明

示

⑥
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

⑦
多

様
な
労

働
力

⑧
専

門
職

教
育
←

生
涯

学
習

の
視

点
の

明
示

⑨
（
言

語
の

多
様

性
→

）
言

語
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
←

障
害

者
の

追
加

⑩
（
異

文
化

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
→

）
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
を
高

め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
←

メ
ゾ
・
マ
ク
ロ

の
視

点
の

追
加
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目

標
を

「
福

祉
の

実
現

」
で

は
な

く
、

「
人

権
/
権

利
の

実
現

」
と

し
て

捉
え

る


ニ
ー

ズ
で

は
な

く
権

利
と

捉
え

る
こ

と
で

政
治

的
ア

プ
ロ

ー
チ


マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
な

ど
の

社
会

的
排

除
を

人
権

と
い

う
観

点
か

ら
総

合
的

に
扱

う


R
B

A
の

特
徴


貧

困
や

抑
圧

を
権

利
の

剥
奪

と
捉

え
る

視
点


人

権
基

準
と

「
人

権
の

原
則

」
の

重
視


包

摂
（
社

会
的

排
除

の
認

識
＝

一
部

の
人

の
サ

ー
ビ

ス
受

給
で

は
不

十
分

）


権
利

保
有

者
が

権
利

を
要

求
で

き
、

責
務

履
行

者
が

責
務

を
履

行
す

る
よ

う
に

促
し

て
い

く


エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
（
被

抑
圧

者
の

意
識

化
に

よ
っ

て
不

当
な

社
会

構
造

を
認

識
→

問
題

解
決

は
個

人
で

は
な

く
社

会
的

な
共

通
な

課
題

と
い

う
認

識
）


参

加
と

説
明

責
任

→
誰

の
参

加
か

（
権

力
者

で
は

な
く
、

す
べ

て
の

人
）
、

何
の

た
め

の
説

明
責

任
か

（
効

率
的

な
支

援
の

手
段

と
し

て
で

は
な

く
、

権
利

保
有

者
へ

の
義

務
）

＊
川

村
暁

雄
「
人

権
基

盤
型

ア
プ

ロ
ー

チ
の

射
程

」
ヒ

ュ
ー

ラ
イ

ツ
大

阪
編

『
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

人
権

レ
ビ

ュ
ー

2
0
0
8
』
(p

p.
8
-
3
4
),
 現

代
人

文
社

, 
2
0
0
8
.

M
c
P

h
e
rs

o
n
, 
J
. 
(2

0
1
5
) 
H

u
m

an
 r

ig
h
ts

 p
ra

c
ti
c
e
 i
n
 s

o
c
ia

l 
w

o
rk

. E
u
ro

pe
an

 J
o
u
rn

al
 o

f 
S
o
c
ia

l 
W

o
rk

, 
1
8
(4

),
 5

9
9
-
6
1
2
, 2

0
1
5
.

P
aw

ar
, 
M

. 
T
h
e
 a

do
pt

io
n
 o

f 
a 

ri
gh

ts
-
ba

se
d 

ap
pr

o
ac

h
 t

o
 w

e
lf
ar

e
 i
n 

In
di

a.
 J

o
u
rn

al
 o

f 
C

o
m

pa
ra

ti
ve

 S
o
c
ia

l 
W

e
lf
ar

e
, 
2
8
(1

),
 3

5
-
4
7
, 

①
権

利
に

基
づ

く
ア

プ
ロ

ー
チ

(R
ig

h
ts

-
B

as
e
d 

A
pp

ro
ac

h
=
R

B
A

)＊

３
．
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
合
致
し
た

開
発
分
野
の
実
践
ア
プ
ロ
ー
チ

①
権
利
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
(R
B
A
)

②
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ

個
人

・
家

族
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

経
験

す
る

問
題

に
影

響
を

与
え

て
い

る
社

会
的

抑
圧

を
認

識
し

、
顕

在
化

し
て

い
る

問
題

だ
け

を
実

践
の

対
象

と
す

る
の

で
は

な
く
、

そ
の

抑
圧

的
な

権
力

構
造

の
変

革
の

促
進

に
取

り
組

む

•
一

つ
の

抑
圧

の
形

に
の

み
焦

点
を

あ
て

て
実

践
す

る
の

で
は

な
く
、

抑
圧

の
連

鎖
や

交
差

性
を

考
慮

し
て

問
題

を
分

析
•

ワ
ー

カ
ー

自
身

が
自

分
の

立
ち

位
置

を
多

方
向

か
ら

分
析

（
批

判
的

省
察

）
•

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

を
エ

キ
ス

パ
ー

ト
と

捉
え

ワ
ー

カ
ー

は
ア

ラ
イ

（
A

lly
）
：
協

働
し

て
問

題
解

決
法

を
見

出
す

•
最

小
限

の
介

入
•

新
自

由
主

義
や

管
理

主
義

な
ど

、
構

造
的

な
問

題
が

ど
の

よ
う

に
個

人
・
家

族
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

与
え

て
い

る
か

を
批

判
的

に
分

析

＊
坂

本
い

づ
み

・
茨

木
尚

子
・
竹

端
寛

・
二

木
泉

・
市

川
ヴ

ィ
ヴ

ェ
カ

(2
0
2
1
) 
『
脱

「
い

い
子

」
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

』
現

代
書

館
. 
B

ai
n
s,

 D
. 
e
t 

al
 

(E
ds

.)
 (
2
0
1
7
) 
D

o
in

g 
an

ti
-
o
pp

re
ss

iv
e
 s

o
c
ia

l 
w

o
rk

 (
3r

d
e
d.

).
 F

e
rn

w
o
o
d.

③
反

抑
圧

的
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
（
A

O
P

）＊

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
「
病

理
、

欠
陥

、
足

り
な

い
側

面
」
で

は
な

く
、

「
強

さ
、

能
力

、
ス

キ
ル

、
可

能
性

」
に

焦
点

。
ス

ト
レ

ン
グ

ス
視

座
に

基
づ

く
S
W

実
践

に
お

け
る

６
つ

の
原

則

1
.

ス
ト

レ
ン

グ
ス

の
尊

重
2
.

病
理

や
葛

藤
を

「
そ

の
人

が
成

長
す

る
（
ス

キ
ル

や
能

力
を

身
に

つ
け

る
）
」
機

会
3
.

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
願

望
を

尊
重

し
、

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

に
対

し
て

高
い

期
待

を
寄

せ
る

4
.

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

と
の

協
働

5
.

環
境

内
の

資
源

の
活

用
6
.

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
重

要
性

を
認

識
し

、
社

会
正

義
の

理
念

の
も

と
に

社
会

の
す

べ
て

の
人

の
包

摂
を

目
指

す
＊

K
im

, 
J
. 
S
. 
S
tr

e
n
gt

h
 p

e
rs

pe
c
ti
ve

. I
n
 T

. 
M

iz
ra

h
i 
&
 L

. 
E
. 
D

av
is

 (
E
ds

.)
, 
E
n
c
yc

lo
pe

di
a 

o
f 
S
o
c
ia

l 
W

o
rk

 (
2
0
th

 e
d.

) 
V

o
lu

m
e
 4

, 
pp

. 
1
7
7
-

1
8
1
, 
N

A
S
W

 P
re

ss
, 
2
0
0
8
.

②
ス

ト
レ

ン
グ

ス
ア

プ
ロ

ー
チ

＊



−55−

大会 2日目　学会企画シンポジウム

C
B
P
R
の
原
則

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

協
働

•
ス
ト
レ
ン
グ
ス
や

資
源

の
活

用

•
平

等
な
協

働
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

•
協

同
の

学
び
と
能

力
開

発

•
リ
サ

ー
チ
と
ア
ク
シ
ョ
ン
の

統
合

•
地

域
密

着
と
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

な
視

点

•
循

環
的

で
反

復
の

プ
ロ
セ
ス

•
結

果
の

共
有

と
協

働
に
よ
る
公

開

•
長

期
に
わ

た
る
関

係
維

持

•
厳

格
さ
、
妥

当
性

、
適

切
性

の
向

上

•
多

様
性

の
尊

重
と
文

化
的

な
謙

虚
さ

C
B
P
R
の
概

念
図

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
人

た
ち

の
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

向
上

や
問

題
・
状

況
改

善
を

目
的

と
し

て
、

リ
サ

ー
チ

の
す

べ
て

の
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
メ

ン
バ

ー
（
課

題
や

問
題

に
影

響
を

受
け

る
人

た
ち

）
と

、
研

究
者

の
間

の
対

等
な

協
働

に
よ

っ
て

、
生

み
出

さ
れ

た
知

識
を

社
会

変
革

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
や

能
力

向
上

に
活

用
し

て
い

く
、

リ
サ

ー
チ

に
対

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
（
指

向
）
(武

田
, 
2
0
1
5
, 
p.

 3
9
)

４
．

文
化

的
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
に

合
致

し
た

S
W

の
研

究
方

法
C

B
P

R
=
C

o
m

m
u
n
it
y-

B
as

e
d 

P
ar

ti
c
ip

at
o
ry

 R
e
se

ar
c
h
:

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
基

盤
と

し
た

参
加

型
リ

サ
ー

チ
）＊

と
は

＊
武

田
丈

『
参

加
型

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
（
C

B
P

R
）
の

理
論

と
実

践
：
社

会
変

革
の

た
め

の
研

究
方

法
論

』
世

界
思

想
社

, 
2
0
1
5


開

発
の

評
価

の
焦

点
を

「
収

入
」
か

ら
「
人

が
価

値
を

置
い

て
い

る
事

柄
を

達
成

で
き

る
能

力
」
（

個
々

人
の

「
潜

在
能

力
」
、

つ
ま

り
自

由
や

選
択

の
程

度
）
に

シ
フ

ト


「
そ

の
人

が
、

現
実

的
に

何
を

す
る

こ
と

が
で

き
、

ど
の

よ
う

な
状

態
に

な
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

」
を

問
い

、
「
そ

の
た

め
の

機
会

が
あ

る
か

」
を

問
う

こ
と

が
重

要


た
だ

し
個

人
的

特
性

（
例

：
健

康
、

性
別

、
識

字
能

力
、

知
能

レ
ベ

ル
な

ど
）
、

社
会

的
特

性
（
例

：
公

共
政

策
、

社
会

規
範

、
差

別
、

権
力

構
造

な
ど

）
、

そ
し

て
環

境
的

特
性

（
例

：
気

候
、

イ
ン

フ
ラ

、
法

律
、

公
共

機
関

の
有

無
な

ど
）
の

影
響

で
実

現
化

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
潜

在
能

力
を

行
使

で
き

る
機

能
へ

と
変

換
さ

せ
る

「
力

」
に

も
着

目
す

る
必

要
性


「
そ

の
人

が
望

む
生

活
様

式
」
に

関
し

て
は

、
適

応
的

選
好

(a
da

pt
iv

e
 p

re
fe

re
n
c
e
s)

に
注

意
を

払
う

必
要

性


S
W

実
践

で
取

り
組

む
課

題
に

「
構

造
的

な
不

平
等

に
よ

っ
て

潜
在

能
力

を
行

使
で

き
な

い
状

況
に

追
い

込
ま

れ
て

い
る

こ
と

に
起

因
す

る
と

い
う

視
点

」
を

提
供

す
る

の
で

、
よ

り
人

道
主

義
や

社
会

正
義

を
基

盤
と

し
た

実
践

が
可

能
と

な
る

＊
F
re

di
an

i, 
A

. 
A

. 
S
e
n
’
s 

C
ap

ab
ili

ty
 A

pp
ro

ac
h
 a

s 
a 

fr
am

e
w

o
rk

 t
o
 t

he
 p

ra
c
ti
c
e
 o

f 
de

ve
lo

pm
e
n
t.
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t 

in
 P

ra
c
ti
c
e
, 
2
0
(2

),
 

1
7
3
-
1
8
7
, 
2
0
1
0
.

G
u
pt

a1
, 
A

., 
F
e
at

h
e
rs

to
n
e
, 
B

., 
&
 W

h
it
e
, 
S
. 
R

e
c
la

im
in

g 
h
u
m

an
it
y:

 F
ro

m
 c

ap
ac

it
ie

s 
to

c
ap

ab
ili

ti
e
s 

in
 

u
n
de

rs
ta

n
di

n
g 

pa
re

n
ti
n
g 

in
 a

dv
e
rs

it
y.

 B
ri
ti
sh

 J
o
u
rn

al
 o

f 
S
o
c
ia

l 
W

o
rk

, 
4
6
, 
3
3
9
–
3
5
4
, 2

0
1
6
. 

②
潜

在
能

力
ア

プ
ロ

ー
チ

＊
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•
専
門
家
の
養
成
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
実
践

の
枠
組
み
と
し
て
の
位
置
づ
け

•
能
力
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス

•
文
化
的
な
謙
虚
さ
（
対
象
集
団
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
行
う
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
間
に
構
築
)

•
対
人
援
助
（
ミ
ク
ロ
）
だ
け
で
な
く
、
社
会
へ
の
働
き
か
け
（
メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
）

•
多
文
化
共
生
か
ら
多
文
化
協
創
へ

•
広
い
意
味
で
の
「
多
文
化
」
共
生
（
協
創
）
へ

５
．
日

本
で
文
化
的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
基
づ
く
SW

実
践

を
根
付
か
せ
る
た
め
に



−57−

大会 2日目　学会企画シンポジウム

入入
管管

収収
容容

施施
設設

でで
のの

面面
会会

活活
動動

のの
始始

まま
りり

関
東

地
方

を
中

心
に

学
生

、
社

会
人

メ
ン

バ
ー

で
支

援
活

動
を

行
っ

て
い

ま
す

社社
会会

福福
祉祉

士士
・・

精精
神神

保保
健健

福福
祉祉

士士
とと

しし
てて

こ
れ
ま
で
の
仕
事

◎
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

支
援
員

◎
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
生
活
相
談
員
、
介
護
老
人
保
健
施
設
・
支
援
相
談
員

◎
総
合
病
院
、
診
療
所

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

◎
社
会
福
祉
協
議
会

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
専
門
員
（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

★
職
能
団
体

◎
東
京
社
会
福
祉
士
会

権
利
擁
護
委
員
会

◎
日
本
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

多
文
化
共
生
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

◎
B
O
N
D
～
外
国
人
労
働
者
・
難
民
と
共
に
歩
む
会
～

メ
ン
バ
ー

◎
仮
放
免
者
の
会
（
P
R
A
J
)

事
務
局

◎
入
管
収
容
問
題
を
考
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局

日
本
社
会
に
お
け
る
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

～
収
容
と
仮
放
免
か
ら
考
え
る
～

2
0
2
4
年
6
月
3
0
日

杉
山
聖
子
（
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
）
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アア
ルル

ママ
・・

アア
タタ

宣宣
言言

（（
11
99
77
88
年年

））
◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
す
べ
て
の
人
々
に
健
康
を
」
、
健
康
が
基
本
的
人
権
で
あ
る
こ
と

宣
言
４

人
々
は
皆
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
の
計
画
や
実
現
に
、
個
人
お
よ
び
集
団
と
し
て
、
参
加
す
る

権
利
を
持
ち
、
ま
た
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

宣
言
５

各
国
の
政
府
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
健
康
に
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
責
任
は
、

適
切
な
健
康
お
よ
び
社
会
政
策
に
よ
っ
て
の
み
達
成
可
能
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
数
十
年
間
の
う
ち
に
、

各
国
政
府
、
国
際
機
関
そ
し
て
全
世
界
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
社
会
的
目
標
の
一
つ
は
西
暦
2
0
0
0
年

ま
で
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
実
り
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

健
康
水
準
を
達
成
す
る
こ
と
で
す
。
社
会
的
正
義
の
理
念
を
促
進
す
る
一
環
と
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
鍵
な
の
で
す
。

出
所
：
h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
p
a
n
-
w
h
o
.
o
r
.
jp
/
a
b
o
u
t
/
w
h
o
-
w
h
a
t
/
c
h
a
r
t
e
r
-
2
/
a
l
m
a
-
a
t
a
/

公
益
社
団
法
人
日
本
W
H
O
協
会

よ
り
転
載

自自
分分

のの
命命

とと
健健

康康
をを

守守
るる

権権
利利

がが
ああ

るる

移移
住住

者者
・・

難難
民民

のの
状状

態態
【
移
住
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
複
雑
化
リ
ス
ク
状
態
】

R
i
s
k
 
f
o
r
 
c
o
m
p
l
i
c
a
t
e
d
 
im
m
i
g
r
a
t
i
o
n
 
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n

移
民
と
し
て
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
、
不
満
足
な
結
果
や
文
化
的
障
壁
に
対
し
て
、

否
定
的
な
感
情
（
孤
独
感
、
恐
怖
、
不
安
）
を
経
験
し
や
す
く
、
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

の
あ
る
状
態
。

（
出
所
：
N
A
N
D
A
-
1
 
看
護
診
断

定
義
と
分
類

2
0
1
8
-
2
0
2
0
 
原
書
第
1
1
版

医
学
書
院

2
0
1
8
 
3
9
1
頁
よ
り
転
載
）

※
日
本
に
住
む
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
課
題
の
一
つ

危
険
因
子

・
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
環
境

・
文
化
、
言
葉
の
障
壁
、
人
種
差
別

・
社
会
資
源
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

・
不
十
分
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

・
不
衛
生
な
住
宅
、
大
人
数
の
生
活

ハ
イ
リ
ス
ク
群

・
強
制
移
住

・
不
十
分
な
訓
練
下
で
の
危
険
な
労
働

・
非
正
規
滞
在
の
状
態
、
仮
放
免

・
不
安
定
な
経
済
状
況

・
移
住
前
の
期
待
が
満
た
さ
れ
な
い

移
住
者
の
精
神
科
疾
患
は

⼀
般
⼈
⼝
よ
り
多
い

難
⺠
は
最
も
弱
い
⽴
場

移移
住住

のの
段段

階階
とと

スス
トト

レレ
スス

要要
因因

移
住
前

移
住
過
程

移
住
後

統
合
・
定
住

移
住
の
決
断

・
勉
強
、
留
学

・
仕
事
、
貧

困
・
紛
争
、
暴
力

・
迫
害

移
住
の
準
備

※
プ
ッ
シ
ュ
要

因
と
プ
ル
要
因

が
必
ず
あ
る

好
奇
心
、
期
待

緊
張
、
高
揚
感

無
我
夢
中

避
難
、
逃
亡

不
安
、
不
眠

※
慣
れ
親
し
ん

だ
場
所
か
ら
離

れ
る
、
離
別

新
し
い
社
会
へ

の
適
応
、
新
た

な
役
割

不
安
定
な
地
位

や
生
活
、
医
療

等
サ
ー
ビ
ス
へ

の
ア
ク
セ
ス
の

障
壁
、
収
容
さ

れ
る
こ
と
も

ス
ト
レ
ン
グ
ス
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

生
活
の
基
盤

結
婚
、
家
庭

母
国
へ
の
郷
愁

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

移
住
当
初
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
、
孤
立
、
病
気

差
別
・
排
除
、
送
還

※
W
HO
の
「
移
⺠
と
難
⺠
が
直
⾯
す
る
問
題
と
ス
ト
レ
ス
要
因
」
よ
り
図
を
作
成

日日
本本

にに
在在

住住
すす

るる
外外

国国
人人

【
在

留
外

国
人

の
増

加
】

※
在

留
資

格
の

あ
る

人

３
４

１
万

９
９

９
人

（
令

和
５

年
末

）

引
用
：
出
入
国
在
留
管
理
庁

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
i
s
a
/
p
u
bl
i
c
a
t
i
o
n
s
/
p
r
e
s
s
/
1
3
_
0
0
0
4
0
.
h
t
m
l

【
日

本
に

在
住

す
る

全
て

の
外

国
人

】

⾮
正
規
滞
在
者

7万
9,
11

3⼈
（
令
和

6年
1⽉

1⽇
）

被
収
容
者

22
9⼈

（
令
和

4年
末
現
在
）

仮
放
免
者

4,
67

1⼈
（
令
和

4年
末
現
在
）

観
光
客

留
学
⽣

技
能
実
習
⽣

特
定
技
能

技
・
⼈
・
国

定
住
者

永
住
者

特
別
永
住
者難
⺠
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出
典
：
M
i
g
r
a
n
t
I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n

P
o
l
i
c
y
 
I
n
d
e
x
 
2
0
2
0

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
i
p
e
x
.
e
u
/
a
n
t
i
-
d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n

数数
字字

でで
考考

ええ
るる

日日
本本

のの
人人

権権
・・

反反
差差

別別
②②

移
民
統
合
政
策
指
数

M
i
g
r
a
n
t
 
I
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
 
P
o
l
ic
y
 
I
n
d
e
x
、
略
称
M
I
P
E
X

2
0
2
0
年

8
つ
の
政
策
分
野
（
労
働
市
場
、
家
族
呼
び
寄
せ
、
教
育
、
政
治
参
加
、
永
住
、
国
籍
取

得
、
反
差
別
、
保
健
）
に
つ
い
て
、
1
6
7
の
政
策
指
標
を
設
け
、
数
値
化

（
正
規
滞
在
外
国
人
対
象
）

総
合
順
位

5
6
カ
国
中

3 3
55
位位

反
差
別
の
取
組

5
6
カ
国
中

5 5
11
位位

1
0
0
点
満
点
中

11
66
点点

数数
字字

でで
考考

ええ
るる

日日
本本

のの
人人

権権
・・

反反
差差

別別
①①

出
典
：
出
入
国
在
留
管
理
庁
「
令
和
3
年
度
在
留
外
国
人
に
対
す
る
基
礎
調
査
報
告
書
」
2
0
2
2
年
8
月
1
9
日

数数
字字

でで
考考

ええ
るる

日日
本本

のの
人人

権権
・・

反反
差差

別別
①①

外
国
籍
の
方
々
が
日
本
に
お
い
て
よ
り
良
い
生
活
を

送
る
た
め
に
必
要
な
支
援
や
取
り
組
み
は
何
か
？

（
当
事
者
が
日
本
社
会
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
）
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ケケ
ーー

スス
①①

AA
ささ

んん
イイ

ララ
ンン

国国
籍籍

33
00
代代

男男
性性

2
0
2
2
年

9
月

1
6
日

、
中

東
イ

ラ
ン

で
女

性
の

髪
を

覆
う

ス
カ

ー
フ

「
ヒ

ジ
ャ

ブ
」

の
着

用
を

め
ぐ

っ
て

警
察

に
拘

束
さ

れ
た

女
性

が
死

亡
。

友
人

と
抗

議
デ

モ
に

参
加

、
翌

朝
友

人
は

逮
捕

さ
れ

収
監

さ
れ

る
。

A
さ

ん
の

自
宅

に
も

警
察

が
来

た
が

、
A
さ

ん
と

家
族

は
別

の
所

に
い

た
た

め
、

そ
の

ま
ま

逃
げ

た
。

妻
や

他
の

家
族

か
ら

「
逃

げ
て

」
と

言
わ

れ
出

国
を

決
意

。

成
⽥
空
港
着

成
⽥
空
港

⽀
局

東
⽇
本

⼊
国
管
理

セ
ン
タ
ー

仮
放
免

？

5
日

間
1
2
日

間
約

6
カ

月
約

4
カ

月
経

過

※
事

例
等

の
使

用
は

対
象

者
の

承
諾

を
口

頭
で
得

て
い
ま
す
。

原原
因因

不不
明明

のの
胃胃

痛痛
、、

食食
欲欲
不不

振振
、、

不不
眠眠

【
収
容
と
仮
放
免
の
問
題
】

仮仮
放放

免免
病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
を
考
慮

し
て
、
一
定
の
条
件
の
下
で
一
時
的
に
収
容

を
停
止
す
る
制
度
。

・
働
く
こ
と
を
禁
止

・
住
民
登
録
が
さ
れ
な
い

・
社
会
保
障
か
ら
排
除

・
居
住
都
道
府
県
以
外
へ
の

移
動
制
限

・
定
期
的
な
出
頭
義
務

・
常
に
監
視

※※
状状

況況
をを

改改
善善

すす
るる

よよ
うう

国国
連連

かか
らら

指指
摘摘

収収
容容

・
無
期
限
の
長
期
収
容
、
再
収
容

6
カ
月
以
上
の
長
期
収
容
者
の
増
加

・
処
遇
の
問
題

衛
生
・
栄
養
面
、
行
動
制
限

面
会
・
電
話
の
制
限
、
精
神
・
身
体
的

な
制
圧

・
医
療
の
問
題

 
拘
禁
症
状
、
施
設
症
化
、
自
殺
・
自
殺

 
未
遂
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分

※※
恣恣

意意
的的

拘拘
禁禁

だだ
とと

国国
連連

かか
らら

指指
摘摘

⽣
存
権
に

か
か
わ
る
問
題

数数
字字

でで
考考

ええ
るる

日日
本本

のの
人人

権権
・・

反反
差差

別別
④④

出
所
：
h
t
t
p
s
:
/
/
n
o
t
e
.
c
o
m
/
n
a
n
m
i
n
_
b
o
n
d
/
n
/
n
d
3
2
0
4
6
0
9
c
d2
4

B
O
N
D
～
外
国
人
労
働
者
・
難
民
と
共
に
歩
む
会
～入
管

の
管

理
下

で
亡

く
な

っ
た

人
数

22
55
人人

数数
字字

でで
考考

ええ
るる

日日
本本

のの
人人

権権
・・

反反
差差

別別
③③

出
所
：
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
e
f
u
g
e
e
.
o
r
.
j
p
/
r
e
p
o
r
t
/
re
f
u
g
e
e
/
2
0
2
4
/
0
4
/
r
e
c
o
g
2
3
/

難
民
支
援
協
会
よ
り
転
載

難
民
認
定
者
数
＝
３
０
３
人

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

２
３
７
人

ミ
ャ
ン
マ
ー
人

２
７
人

エ
チ
オ
ピ
ア

６
人

イ
エ
メ
ン

５
人

中
国

５
人

他

不
認
定
者
数
＝
１
万
３
千
人
以
上

ミ
ャ
ン
マ
ー

一
次
審
査
不
認
定

９
２
３
人

審
査
請
求
不
認
定

６
８
８
人

最
多
申
請
回
数

６
回

※
難
民
認
定
数
の
増
加

→→
認認

定定
制制

度度
のの

改改
善善

はは
みみ

らら
れれ

ずず
。。

保保
護護

ささ
れれ

るる
べべ

きき
人人

がが
依依

然然
とと

しし
てて

保保
護護

ささ
れれ

てて
いい

なな
いい

。。
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ケ
ー
ス
②

本
人
の
状
態
と
そ
の
対
応
、
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
クク

機機
能能

対対
応応

本本
人人

のの
状状

態態

・
仲

介
、

代
弁

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
・

調
整

（
住

環
境

、
仮

放
免

後
の

受
診

先
）

・
面

会
、

安
否

確
認

・
医

師
に

面
会

同
行

と
入

管
へ

の
意

見
書

作
成

を
依

頼
、

弁
護

士
と

連
携

・
仮

放
免

後
の

住
所

確
保

、
N
P
O
と

の
連

携
・

入
管

へ
申

し
入

れ

極
度

の
ス

ト
レ

ス
で

心
身

状
況

の
悪

化

高
血

圧
、

眩
暈

、
倦

怠
感

、
頭

痛
、

全
身

発
赤

、
抑

う
つ

、
パ

ニ
ッ

ク
障

害

も
と

も
と

の
生

き
づ

ら
さ

に
加

え
、

長
期

収
容

や
収

容
所

内
で

の
つ

ら
い

経
験

、
再

収
容

へ
の

不
安

、
不

安
定

な
仮

放
免

で
の

生
活

カカ
ーー

テテ
ンン

をを
開開

けけ
らら

れれ
なな

いい
みみ

んん
なな

にに
見見

らら
れれ

てて
いい

るる
不不

眠眠
、、

先先
がが

みみ
ええ

なな
いい

ケ
ー
ス
②

本
人
の
状
態
と
そ
の
対
応
、
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
クク

機機
能能

対対
応応

本本
人人

のの
状状

態態

・
ラ

ポ
ー

ル
形

成
・

イ
ン

テ
ー

ク
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
面

会
訪

問
・

こ
れ

ま
で

の
経

緯
、

心
身

状
況

、
難

民
認

定
申

請
や

仮
放

免
申

請
の

状
況

確
認

・
収

容
所

内
の

状
況

確
認

✕
年

Ｙ
月

ま
で

の
１

年
半

収
容

コ
ロ

ナ
感

染
、

高
血

圧
、

皮
膚

ト
ラ

ブ
ル

、
制

圧
に

よ
る

負
傷

【
収

容
さ

れ
る

前
の

生
活

】
日

本
人

女
性

と
結

婚
を

す
る

た
め

来
日

す
る

も
の

ち
に

離
婚

、
超

過
滞

在
に

。
※

生
来

健
康

で
あ

り
病

院
を

受
診

す
る

こ
と

も
な

く
暮

ら
し

て
い

た
。

面面
会会

のの
意意

義義
外外

部部
とと

のの
接接

触触
、、

SS
OO
SS

話話
しし

相相
手手

、、
励励

まま
しし

ケケ
ーー

スス
②②

SS
氏氏

（（
男男

性性
））

33
00
代代

前前
半半

中中
東東

出出
身身

●●
約約

８８
年年

前前
にに

何何
カカ

国国
かか

経経
由由

しし
てて

来来
日日

●●
家家

族族
はは

母母
国国

、、
両両

親親
とと

はは
絶絶

縁縁
状状

態態
●●

難難
民民

認認
定定

申申
請請

中中
●●

日日
本本

人人
女女

性性
とと

のの
離離

婚婚
でで

超超
過過

滞滞
在在

にに

●●
LL
GG
BB
TT
QQ

●●
キキ

リリ
スス

トト
教教

にに
改改

宗宗
●●

高高
血血

圧圧
、、

不不
安安

障障
害害

●●
11
年年

半半
長長

期期
収収

容容
制制

圧圧
にに

よよ
るる

負負
傷傷

●●
仮仮

放放
免免

でで
のの

生生
活活

●●
レレ

スス
リリ

ンン
ググ

普普
通通

のの
暮暮

らら
しし

がが
しし

たた
いい

働働
いい

てて
自自

分分
でで

暮暮
らら

しし
たた

いい
日日

本本
はは

難難
民民

にに
厳厳

しし
いい

他他
のの

国国
にに

行行
けけ

るる
なな

らら
行行

きき
たた

いい

帰
国
し
た
く
て
も
で
き
な
い
・
帰
国
す
れ
ば
死
刑
に
な
る

仮
放
免
と
い
う
不
安
定
な
立
場
の
A
氏
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
か

※
事

例
等

の
使

用
は

対
象

者
の

承
諾

を
口

頭
で
得

て
い
ま
す
。

ケケ
ーー

スス
①①

AA
ささ

んん
イイ

ララ
ンン

国国
籍籍

33
00
代代

男男
性性

「
難
民
と
し
て
き
た
の
に
犯
罪
者
み
た
い
に
扱
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
の
上
の
人
と
戦
争
し
て
い
る
み

た
い
だ
。
空
港
か
ら
直
接
来
た
の
に
な
ん
で
住
所
や
保
証

人
が
準
備
で
き
る
の
か
。
携
帯
電
話
も
使
え
ず
ま
る
で
刑

務
所
だ
。
入
管
は
お
か
し
い
、
日
本
は
お
か
し
い
。
日
本

で
は
物
理
的
な
暴
力
は
な
い
が
、
イ
ラ
ン
の
方
が
良
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
難
民
に
対
し
て
こ
ん
な
扱
い
は
不
当

だ
。
何
年
も
い
る
こ
と
に
な
る
な
ら
、
日
本
に
と
ど
ま
る

か
迷
っ
て
し
ま
う
。
」
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エエ
ココ

ママ
ッッ

ププ
（（

仮仮
放放

免免
者者

））

公
的

な
社

会
資

源

営
利

の
社

会
資

源

個
人

的
な

社
会

資
源

非
営

利
の

社
会

資
源

友
⼈

精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

知
⼈仮仮
放放

免免
＝＝

就就
労労

不不
可可

・・
国国

民民
健健

康康
保保

険険
加加

入入
不不

可可
・・

移移
動動

制制
限限

住
民

登
録

が
さ

れ
な

い
た

め
、

様
々

な
社

会
保

障
・

社
会

福
祉

制
度

を
利

用
で

き
な

い
。

誰 誰
とと

もも
つつ

なな
がが

るる
ここ

とと
がが

でで
きき

ずず
、、

人人
知知

れれ
ずず

亡亡
くく

なな
るる

方方
もも

・・
・・

・・

無
料
診
低
額
診
療
で
受
診
可
能
な

精
神
科
は
限
ら
れ
て
い
る
。

自
立
支
援
医
療
を
申
請
す
る
。

ケケ
ーー

スス
③③

（（
日日

系系
三三

世世
・・

33
00
歳歳

代代
））

※
事

例
等

の
使

用
は

対
象

者
の

承
諾

を
口

頭
で
得

て
い
ま
す
。

「
収
容
の
つ
ら
さ
、
仮
放
免
の
つ
ら
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
仮
放
免
中
の
生
活
も
す
ご
く

つ
ら
い
も
の
だ
っ
た
。
い
つ
ま
た
収
容
さ
れ
る
の
か
と
い
う
恐
怖
心
が
常
に
あ
る
。
家
に

入
管
が
い
つ
く
る
の
か
？
と
い
う
心
配
も
常
に
あ
る
。
実
際
に
仮
放
免
中
2
回
入
管
が
自

宅
に
来
た
。
玄
関
先
で
話
を
し
て
い
る
と
、
背
伸
び
し
て
中
を
ジ
ロ
ジ
ロ
観
察
し
た
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
く
る
。
お
金
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
？
両
親
の
給
料
は
い
く
ら
か
？
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
の
か
？
つ
き
あ
っ
て
い

る
人
は
い
る
の
か
？
つ
き
あ
っ
て
い
る
相
手
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
？
な
ど
。
出
頭

日
が
近
く
な
る
と
不
安
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。
出
頭
し
た
際
に
も
い
ろ
ん
な
質
問
を
さ
れ

て
嫌
な
思
い
を
す
る
。
い
つ
ま
で
仮
放
免
で
い
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
、
帰
っ
た
方
が

良
い
よ
、
今
日
こ
こ
ま
で
来
た
お
金
は
ど
う
し
た
の
？
両
親
が
大
変
じ
ゃ
な
い
か
？
だ
っ

た
ら
国
に
帰
っ
て
働
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
な
ど
言
わ
れ
た
。
『
帰
れ
』
と
言
わ

れ
る
が
、
『
帰
る
』
と
い
う
風
に
は
到
底
思
え
ず
、
『
外
国
へ
行
け
』
と
言
わ
れ
て
い
る

の
と
同
じ
な
ん
だ
。
」

ケケ
ーー

スス
③③

（（
日日

系系
三三

世世
・・

33
00
歳歳

代代
））

※
事

例
等

の
使

用
は

対
象

者
の

承
諾

を
口

頭
で
得

て
い
ま
す
。

◎
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、
祖
父
母
移
住

父
母
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
、
1
歳
半
で
来
日

◎
父
母
・
本
人
は
永
住
、
弟
は
定
住

両
親
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
話
す

ブ
ラ
ジ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
馴
染
め
ず

◎
幼
少
期
の
虐
め
、
非
行
、
中
卒

少
年
院
や
鑑
別
所
、
刑
務
所

→
入
管
収
容
約
1
年
半

h
t
t
p
s
:
/
/
n
o
t
e
.
c
o
m
/
t
o
r
i
n
o
k
o
s
a
r
e
n
a
i
/
n
/
n
1
2
0
8
7
6
f
e
a
6
0
c

適
⽤
障
害
、
う
つ
病
、

AD
H
D

本
人
の
状
態
と
そ
の
対
応
、
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
クク

機機
能能

対対
応応

本本
人人

のの
状状

態態

・
利

用
で

き
る

社
会

資
源

の
洗

い
出

し
と

ア
プ

ロ
ー

チ
・

ス
ト

レ
ン

グ
ス

モ
デ

ル
・

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
・

啓
発

機
能

・
無

料
低

額
診

療
、

自
立

支
援

医
療

の
受

診
調

整
と

同
行

・
住

ま
い

の
確

保
（

シ
ェ

ル
タ

ー
、

空
き

部
屋

）
・

社
協

と
の

勉
強

会
の

企
画

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

・
教

会
と

の
連

携
・

R
H
Q
の

申
請

・
日

常
の

相
談

対
応

✕
年

Ｙ
月

仮
放

免
と

な
り

、
収

容
生

活
か

ら
地

域
生

活
へ

穏穏
やや

かか
でで

真真
面面

目目
子子

どど
もも

、、
動動

物物
がが

好好
きき

細細
かか

なな
手手

作作
業業

得得
意意

３３
カカ

国国
語語

でで
きき

るる
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ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
アア

クク
シシ

ョョ
ンン

はは
難難

しし
くく

なな
いい

当
時
者
の
声

⾯
会
活
動

仮
放
免
者

社
会

市
⺠
・
議
員

メ
デ
ィ
ア

政
府
・
⼊
管

申
し

入
れ

嘆
願

書
な

ど
世

論
差

別
・

人
権

侵
害

は
許

さ
な

い
！

イ
ベ

ン
ト

・
講

演
会

情
報

発
信

な
ど

ソソ
ーー

シシ
ャャ

ルル
ワワ

ーー
カカ

ーー
とと

しし
てて

※
母

国
に

も
帰

れ
ず

、
日

本
で

さ
ら

に
生

き
づ

ら
さ

が
増

幅
し

て
い

る
彼

ら

に
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
や

る
べ

き
こ

と
、

で
き

る
こ

と
は

何
か

●
面

会
活

動
か

ら
連

続
し

た
仮

放
免

後
の

か
か

わ
り

の
重

要
性

●
心

身
の

不
調

を
回

復
さ

せ
る

べ
く

医
療

福
祉

の
専

門
家

と
の

つ
な

が
り

●
国

籍
、

非
正

規
滞

在
、

依
存

症
と

い
っ

た
交

差
性

、
複

合
差

別
の

状
況

を

理
解

す
る

こ
と

が
必

要
（

イ
ン

タ
ー

セ
ク

シ
ョ

ナ
リ

テ
ィ

、
T
I
C
）

●
少

な
い

社
会

資
源

だ
か

ら
こ

そ
、

多
く

の
団

体
、

支
援

者
、

特
に

地
域

と

の
つ

な
が

り
を

つ
く

る
（

孤
立

さ
せ

な
い

）

●
当

事
者

を
と

り
ま

く
社

会
環

境
を

構
造

的
に

と
ら

え
て

、
ミ

ク
ロ

、
メ

ゾ
、

マ
ク

ロ
で

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
を

実
践

す
る

収収
容容

とと
仮仮

放放
免免

がが
精精

神神
面面

にに
与与

ええ
るる

影影
響響

◎
無

期
限

の
長

期
収

容
・

収
容

さ
れ

る
前

か
ら

精
神

疾
患

、
精

神
障

害
が

あ
る

場
合

は
症

状
が

悪
化

・
収

容
さ

れ
る

前
に

精
神

面
で

問
題

が
な

い
場

合
、

収
容

が
長

期
化

す
る

に
つ

れ
抑

う
つ

状
態

、
頭

痛
、

不
眠

、
皮

膚
疾

患
、

高
血

圧
な

ど
が

出
現

。
・

収
容

中
、

精
神

科
受

診
と

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
が

あ
る

が
、

長
期

収
容

と
い

う
根

本
的

な
問

題
が

解
決

さ
れ

な
い

た
め

、
症

状
が

改
善

さ
れ

な
い

。

◎
仮

放
免

で
の

生
活

・
就

労
不

可
、

社
会

保
障

か
ら

の
排

除
、

移
動

制
限

等
の

た
め

、
衣

食
住

の
確

保
が

困
難

。
不

安
定

な
立

場
で

先
の

見
え

な
い

生
活

で
あ

る
た

め
、

「
生

き
て

い
る

の
に

死
ん

で
い

る
み

た
い

だ
」

精
神

科
受

診
に

つ
な

が
り

に
く

い
。
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交交
流流

のの
場場

レレ
クク

レレ
ーー

シシ
ョョ

ンン
入入

管管
にに

関関
すす

るる
自自

主主
上上

映映
会会

当当
時時

者者
かか

らら
のの

おお
話話

誰誰
一一

人人
取取

りり
残残

ささ
なな

いい

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

国
や

行
政

の
政

策
を

し
っ

か
り

と
「

弱
者

の
立

場
か

ら
」

と
ら

え
て

、
社

会
を

よ
り

良
く

変
革

し
て

い
こ

う
と

い
う

実
践

的
学

問
、

目
的

は
社

会
変

革
。

国
籍

、
在

留
資

格
の

有
無

で
区

別
す

る
こ

と
な

く
、

彼
ら

の
社

会
経

済
的

正
義

の
促

進
を

追
求

す
る

。
人

権
と

生
活

の
質

を
制

限
す

る
状

況
を

阻
止

す
る

と
い

う
原

則
。

※
独

力
で

非
正

規
滞

在
外

国
人

の
不

安
定

な
状

況
を

解
決

す
る

こ
と

は
不

可
能

⇒
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
や

地
域

の
機

関
等

を
協

働
し

て
、

問
題

解
決

に
向

け
た

努

力
を

す
る

こ
と

は
で

き
る

。
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
重

要
性

）

出
所
：
明
石
書
店
「
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

対
人
支
援
の
理
論
と
技
術
」
第
1
章
よ
り
抜
粋
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4

貧貧
困困

教教
育育

非非
行行

非非
正正

規規
滞滞

在在

難難
民民

障障
がが

いい

家家
族族

機機
能能

問問
題題

移移
住住

家家
族族

・・
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

とと
はは

いい
いい
難難

いい
状状

況況

文文
化化

的的
ココ
ンン
ピピ
テテ
ンン
スス
のの

視視
点点

をを
ふふ

まま
ええ
たた
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
クク
のの

提提
言言

がが
望望

まま
れれ

るる

子子
どど
もも
のの

権権
利利

とと
移移

住住
家家

族族
とと
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

社社
会会

的的
養養

育育

3

子子
どど
もも
のの

権権
利利

とと
移移

住住
家家

族族
・・
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

差
別
の

禁
止

親
か

ら
の

分
離

の
禁

止

少
数

者
・

先
住
民

休
息
･余

暇
･遊

び
･文

化
的
生
活

社
会

保
障

生
活

水
準

健
康
・

医
療

意
見
表
明
権

子子
どど
もも
のの

最最
善善

のの
利利

益益
教教

育育

難
民
の

子
ど

も
の

保
護

子子
どど
もも
のの

権権
利利

１１
．．
子子

どど
もも
のの

権権
利利

とと
移移

住住
家家

族族
・・
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

のの
課課

題題

--
貧貧

困困

--
教教

育育

--
非非

行行

--
社社

会会
的的

養養
育育

--
非非

正正
規規

滞滞
在在

２２
．．
移移

住住
家家

族族
・・
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

のの
たた
めめ
にに

文文
化化

的的
ココ
ンン
ピピ
テテ
ンン
スス
のの

視視
点点

かか
らら
考考

ええ
るる
移移

住住
家家

族族
・・
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

今今
後後

のの
展展

望望
・・
期期

待待
2

1

20
24

年年
6月月

30
日日

日日
本本

ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
クク
学学

会会
第第

41
回回

大大
会会

学学
会会

企企
画画

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
「「
文文

化化
的的

ココ
ンン
ピピ
テテ
ンン
スス
とと
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル
ワワ
ーー
クク
～～

国国
籍籍

、、
在在

留留
資資

格格
をを
超超

ええ
てて
～～

」」

南
野

奈
津

子
（
東

洋
大

学
）

m
in
am

in
o@

to
yo
.jp

移移
住住

家家
族族

とと
子子

どど
もも
のの

包包
摂摂

をを

めめ
ぐぐ
るる
課課

題題
とと
ソソ
ーー
シシ
ャャ
ルル

ワワ
ーー
クク
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社社
会会

的的
養養

育育

8

•2
02

1年
、
厚

生
労

働
省

は
全

国
の

乳
児

院
、
児

童
養

護
施

設
、
児

童
自

立
支

援
施

設
、

自
立

援
助

ホ
ー
ム
、
母

子
生

活
支

援
施

設
、
児

童
相

談
所

、
里

親
を
対

象
と
し
た
初

の
実

態
調

査
を
実

施

‐
入

所
児

童
に
お
い
て
、
約

1％
が

外
国

ル
ー
ツ
の

子
ど
も
家

庭
と
推

定
さ
れ

る

‐
日

本
語

が
話

せ
な
い
状

態
で
の

入
所

ケ
ー
ス
も

‐
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確

立
の

難
し
さ
、
ロ
ー
ル

モ
デ
ル

の
不

在
、
養

育
者

の

将
来

の
展

望
が

不
明

で
あ
る
こ
と
が

、
子

ど
も
の

心
理

的
課

題
、
自

立
困

難
へ

‐
支

援
機

関
と
養

育
者

の
協

働
の

困
難

教教
育育

：：
学学

校校
かか

らら
姿姿

をを
消消

すす
外外

国国
ルル

ーー
ツツ
のの

子子
どど
もも
達達

7
文

部
科

学
省

(2
0
2
3
)よ

り
作

成

・
2
0
2
1
(令

和
３
)年

度
に
お
け
る
、
日

本
語

指
導

が
必

要
な
児

童
生

徒
数

は
5
8
,3
0
7
人

前
回

調
査

(2
0
1
8
年

)よ
り
1
4
％

増
加

・
令

和
4
年

度
、
学

齢
相

当
の

外
国

人
の

子
ど
も

1
2
5
,4
6
8
人

の
う
ち
、
不

就
学

は
7
7
8
人

就
学

状
況

が
確

認
で
き
な
い
子

ど
も
6
,6
7
5
名

を
加

え
た
7
,4
5
3
人

の
子

ど
も
（
全

体
の

5
.5
％

）
の

子
ど
も
が

不
就

学
の

可
能

性

51
.8

6.
7

13
.5

39

73
.4

1
6.
4

3.
3

高高
校校

生生
のの

進進
路路

状状
況況

日日
本本

語語
指指

導導
がが

必必
要要

なな
高高

校校
生生

等等
全全

高高
校校

生生
等等

高高
等等
学学
校校
等等

卒卒
業業
後後
のの

進進
学学
率率

就就
職職
者者
でで
のの

非非
正正
規規
就就
職職

率率

進進
学学
・・就就

職職
しし
てて
いい
なな
いい

者者
のの
率率

中中
退退
率率

衣衣
服服

がが
買買

ええ
なな
かか

っっ
たた
経経

験験
（（
％％

））
食食

料料
がが

買買
ええ
なな
かか

っっ
たた
経経

験験
（（
％％

））

3.
0

2.
4

両両
親親

とと
もも
にに
日日

本本
人人

8.
0

7.
9

両両
親親

とと
もも
にに
外外

国国
人人

9.
6

8.
7

日日
本本

人人
シシ
ンン
ググ
ルル

ママ
ザザ

ーー

15
.9

13
.1

外外
国国

人人
シシ
ンン
ググ
ルル

ママ
ザザ

ーー

6

千
年
（
2
0
2
3
）
よ
り
作
成

外外
国国

ルル
ーー
ツツ
のの

子子
どど
もも
家家

庭庭
のの

貧貧
困困

・・
外外

国国
ルル

ーー
ツツ
のの

子子
どど
もも
家家

庭庭
はは

「「
子子

どど
もも
がが

病病
気気

のの
時時

にに
頼頼

れれ
るる
人人

がが
いい
なな
いい
」」

「「
就就

学学
援援

助助
をを
知知

らら
なな
いい
」」
等等

でで
「「
はは

いい
」」
のの

割割
合合

がが
高高

いい

5
千
年
（
20

23
）
よ
り
作
成

4.
7

14
.7

10
.3

4

20
.1

2.
2

29
.2

7.
7

10
.2

37
.5

両両
親親

とと
もも
にに
日日

本本
国国

籍籍
ひひ
とと
りり
親親

（（
日日

本本
））

両両
親親

のの
うう
ちち
一一

人人
がが

外外
国国

籍籍
両両

親親
とと
もも
外外

国国
籍籍

ひひ
とと
りり
親親

(外外
国国

ルル
ーー
ツツ
））

日日
本本

ネネ
イイ
テテ
ィィ
ブブ

外外
国国

ルル
ーー
ツツ

子子
どど
もも
のの

ルル
ーー
ツツ
・・
世世

帯帯
構構

成成
別別

でで
のの

世世
帯帯

収収
入入

世
帯
収
入

10
0万

未
満

世
帯
収
入

10
0‐
30

0万
未
満

外外
国国

ルル
ーー
ツツ
のの

子子
どど
もも
家家

庭庭
のの

貧貧
困困
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非非
正正

規規
滞滞

在在
のの

子子
どど
もも
たた
ちち

・
我

が
国

の
在

留
資

格
の

な
い
18

歳
未

満
の

子
ど
も
は

概
ね

20
0人

と
さ
れ

る

・
子

ど
も
た
ち
に
関

す
る
諸

研
究

は
、
以

下
を
明

ら
か

に
し
て
い
る

‐
栄

養
不

足
に
よ
る
発

達
不

良
、
治

療
を
う
け
ら
れ

ず
病

気
が

ち

‐
基

礎
教

育
、
文

化
的

活
動

の
欠

如

‐
教

育
費

の
不

足
と
拘

留
へ

の
不

安
ゆ
え
の

不
就

学

‐
将

来
が

み
え
な
い
ゆ
え
の

心
理

的
な
不

安
定

さ

‐
親

の
心

理
的

、
経

済
的

不
安

定
さ
が

子
ど
も
の

生
活

全
般

に
も
影

響
を
与

え
る

‐
共

有
で
き
る
友

人
や

知
人

が
い
な
い

‐
親

子
関

係
の

悪
化

（
Th

om
as
, e
t.a

l 2
01

8 
; P

IC
U
M

20
20

） 12

非非
正正

規規
滞滞

在在
外外

国国
人人

のの
実実

態態
調調

査査
（（
日日

本本
社社

会会
福福

祉祉
士士

会会
2200

2244
年年

））
かか

らら

大大
人人

のの
法法

的的
、、
医医

療療
的的

、、
経経

済済
的的

課課
題題

のの
訴訴

ええ
がが

優優
先先

→→
子子

どど
もも
のの

社社
会会

生生
活活

、、
ウウ
ェェ
ルル

ビビ
ーー
イイ
ンン
ググ
はは

置置
きき
去去

りり
にに
ささ
れれ

てて
いい
るる
？？

11

‐
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
が
非
常
に
少
な
い

‐
母
子
の
確
執
、
不
登
校
な
ど
は
示
さ
れ
た

‐
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
関
わ
る
実
践
例
は

少
な
い

‐
29

％
は
「
児
童
相
談
所
と
連
携
」

‐
約
３
割
「
非
正
規
滞
在
の
外
国
人
の

支
援
で
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
は

‐
「
教
育
・
保
育
の
保
証
」

外
国
人

支
援
者

10

・
20

代
か
ら
50

代
が
全
体
の
83

％

・
35

％
「
支
援
者
は
い
な
い
」

・
1
6
％
「
食
事
の
回
数
は
１
日
１
食
」
、
6
0
％
「
１
日
２
食
」

・
8
2
％
「
家
賃
の
負
担
」
が
「
苦
し
い
」
「
と
て
も
苦
し
い
」

家
賃
額
は
1万

円
台
か
ら
４
万
円
台
が
半
数
（
53

％
）
、
約
40

％
が
滞
納
（
平
均
約
７
カ
月
）

・
8
4
％
「
経
済
的
な
問
題
で
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
い
」

・
79

％
は
「
経
済
的
余
裕
が
あ
れ
ば
治
療
し
た
い
病
気
や
け
が
が
あ
る
」

・
9
0
％
子
ど
も
の
教
育
費
の
負
担
感
は
「
と
て
も
苦
し
い
（
6
7
%
）
」
「
苦
し
い
（
2
3
%
）
」

非非
正正

規規
滞滞

在在
外外

国国
人人

のの
実実

態態
調調

査査
（（
NN
PPOO

法法
人人

北北
関関

東東
医医

療療
相相

談談
会会

））
かか

らら
非非

行行

9

・
外

国
人

の
犯

罪
・
非

行
少

年
の

数
は

長
期

的
に
は

日
本

人
と

同
様

に
減

少
傾

向

・
「
外

国
人

は
治

安
を
脅

か
し
得

る
」

と
の

認
識

は
意

識
調

査
で

一
定

数
み

ら
れ

る

・
個

別
調

査
の

多
く
で
、
日

本
語

理
解

に
困

難
が

あ
る
も
の

は
調

査
対

象
か

ら
除

外

外外
国国

人人
犯犯

罪罪
少少

年年
のの

家家
庭庭

裁裁
判判

所所
送送

致致
人人

数数
のの

推推
移移

（（
平平

成成
1155
年年

～～
令令

和和
44年年

））
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St
an

da
rd
 6
. E

m
po

w
er
m
en

t a
nd

 A
dv

oc
ac
y

•文
化

の
違

い
が

も
た
ら
す
固

有
の

困
難

‐
子

ど
も
で
あ
り
、
移

住
者

で
あ
る
と
い
う
2重

の
壁

‐
日

本
社

会
が

も
つ
家

族
・
子

ど
も
へ

の
ま
な
ざ
し

・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
通

じ
た
意

見
表

明
の

機
会

の
保

障

‐
大

人
が

語
る
子

ど
も
の

ニ
ー
ズ
で
は

な
く
子

ど
も
が

語
る
ニ
ー
ズ
を
聴

く

‐
デ
ー
タ
収

集
の

方
法

の
見

直
し

16

2
Se

lf‐
Aw

ar
en

es
s

子
ど
も
家
庭
に
関
わ
る
者
の
認
識
変
容
が
重
要

15

「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
学
校
に
お
け
る
髪
の
毛
に
ま
つ
わ
る
経
験
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
東
京
弁
護
士
会

20
23

）

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
髪
に
関
連
し
て
、

・
色
が
明
る
い
た
め
、
地
毛
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た

・
編
み
込
み
の
禁
止

・
縮
毛
矯
正
が
パ
ー
マ
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
校
則
に
反
す
る
と
の
理
由
で

注
意
を
受
け
た

・
縮
毛
矯
正
を
す
る
よ
う
言
わ
れ
た

な
ど
を
経
験
。
容
姿
に
関
連
す
る
い
じ
め
を
経
験
し
て
い
る
事
例
も
明
ら
か
に

“
生
ま
れ
つ
き
の
身
体
的
特
徴
、
生
物
学
的
特
徴
を
校
則
と
い
う
ル
ー
ル
の
も
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
眼
の
一
重
を
二
重
に
し
て
こ
い
と
は
言
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
…
二
重
を
一
重
に
し
て
こ
い
と
は
言
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か

…
”

20
23

年
3月

、
兵
庫
県
の
高
校

の
卒
業
式
で
「
コ
ー
ン
ロ
ウ
」
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
出
席
し
た
男

子
生
徒
が
、
そ
の
髪
型
を
理
由

と
し
て
、
元
々
予
定
さ
れ
て
い

た
場
所
と
は
違
う

座
席
で
卒
業
式

に
参
加
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
た

14

1
Et
hi
cs
 a
nd

 V
al
ue

s 
2 

Se
lf‐
Aw

ar
en

es
s

3
Cr
os
s‐
Cu

ltu
ra
l K
no

w
le
dg

e
4

Cr
os
s‐
Cu

ltu
ra
l S
ki
lls
 

5
Se
rv
ic
e 
De

liv
er
y

6 
Em

po
w
er
m
en

t a
nd

 A
dv
oc
ac
y

7
Di
ve
rs
e 
W
or
kf
or
ce
 

8 
Pr
of
es
sio

na
l E
du

ca
tio

n
9

La
ng

ua
ge
 a
nd

 C
om

m
un

ic
at
io
n 

10
 L
ea

de
rs
hi
p 
to
 A
dv
an

ce
 C
ul
tu
ra
l C

om
pe

te
nc
e

◆
不

可
視

化
さ

れ
る

子
ど

も
の

声
を

聴
く

枠
組

み
構

築
の

役
割

を
認

識
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る

（
N
AS

W
 2
02

4）

文文
化化

的的
ココ

ンン
ピピ

テテ
ンン

シシ
ーー

のの
視視

点点
かか

らら
考考

ええ
るる

移移
住住

家家
族族

・・
子子

どど
もも

のの
包包

摂摂
２２
．．
子子

どど
もも
・・
家家

族族
のの

包包
摂摂

のの
たた
めめ
にに

13

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
子

ど
も
の

権
利

保
障

上
の

課
題

な
ど
、
日

本
社

会
の

構
造

的
要

因
が

深
刻

な
格

差
と
し
て
表

出
→

国
籍

、
在

留
資

格
を
越

え
た
課

題

・
大

人
の

排
除

が
子

ど
も
の

排
除

を
生

み
出

す

・
格

差
が

あ
り
な
が

ら
、
な
ぜ

不
可

視
化

さ
れ

る
の

か
？

‐
子

ど
も
の

声
を
ひ
ろ
い
あ
げ
る
枠

組
み

か
ら
排

除
さ
れ

る
構

造
‐
ホ
ス
ト
社

会
の

外
国

人
に
対

す
る
認

識
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20

法
務

省
（
2
0
2
3
）
「
令

和
5
年

版
犯

罪
白

書
第

9
章

第
4
節

外
国

人
非

行
少

年
の

動
向

と
処

遇
」

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/
h
o
u
so

u
ke

n
/
h
o
u
so

u
ke

n
0
3
_0

0
1
2
7
.h

tm
l

南
野

奈
津

子
（
２

０
２

４
）
「
社

会
的

養
護

の
も

と
で

育
つ

外
国

ル
ー

ツ
の

子
ど

も
た

ち
」
『
教

育
と

医
学

』
8
2
2
,4

8
-
5
5

み
ず

ほ
情

報
総

研
株

式
会

社
（
2
0
2
1
）
「
厚

生
労

働
省

令
和

2
 年

度
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

推
進

調
査

研
究

事
業

児
童

養
護

施
設

等
に

お
け

る
外

国
籍

等
の

子
ど

も
・

保
護

者
へ

の
対

応
等

に
関

す
る

調
査

研
究

報
告

書
」

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
c
o
n
te

n
t/

1
1
9
0
0
0
0
0
/0

0
0
8
6
3
9
7
7
.p

df
文

部
科

学
省

（
2
0
2
3
）
「
日

本
語

指
導

が
必

要
な

児
童

生
徒

の
受

入
状

況
等

に
関

す
る

調
査

結
果

に
つ

い
て

」
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
e
xt

.g
o
.jp

/
c
o
n
te

n
t/

2
0
2
3
0
1
1
3
-
m

xt
_k

yo
ko

ku
-
0
0
0
0
0
7
2
9
4
_2

.p
df

日
本

社
会

福
祉

士
会

(2
0
2
4
）
「
非

正
規

滞
在

外
国

人
の

実
態

調
査

」
R

5
ta

bu
n
ka

h
o
u
ko

ku
sh

o
.p

df
 (
ja

c
sw

.o
r.
jp

)
P

la
tf

o
rm

 F
o
r 

In
te

rn
at

io
n
al

 C
o
o
pe

ra
ti
o
n
 o

n
 U

n
do

c
u
m

e
n
te

d 
M

ig
ra

n
ts

（
P

IC
U

M
）
（
2
0
2
0
）
「
F
A

Q
U

N
D

O
C

U
M

E
N

T
E
D

C
H

IL
D

R
E
N

」
h
tt

ps
:/

/
pi

c
u
m

.o
rg

/
w

p-
c
o
n
te

n
t/

u
pl

o
ad

s/
2
0
2
3
/
0
8
/
F
A

Q
s-

U
n
do

c
u
m

e
n
te

d-
C

h
ild

re
n
.p

df
千

年
よ

し
み

（
2
0
2
3
）
「
外

国
ル

ー
ツ

の
子

ど
も

と
家

族
の

多
様

性
-

生
活

困
難

と
親

の
就

労
-

第
1
2
8
回

労
働

政
策

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
2
0
2
3
年

1
0
月

13
日

～
1
9
日

）
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

世
帯

の
子

育
て

と
労

働
を

考
え

る
配

布
資

料
」

出
入

国
在

留
管

理
庁

（
2
0
2
3
）
「
在

留
外

国
人

統
計

」
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/
is

a/
pu

b
lic

at
io

n
s/

pr
e
ss

/
1
3
_0

0
0
3
6
.h

tm
l

出
入

国
在

留
管

理
庁

「外
国

人
と

の
共

生
に

関
す

る
意

識
調

査
（
日

本
人

対
象

）
－

調
査

の
概

要
－

」
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/
is

a/
c
o
n
te

n
t/

0
0
1
4
1
6
0
0
8
.p

df
出

入
国

在
留

管
理

庁
（
2
0
2
4
）

「
外

国
人

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.m
o
j.g

o
.jp

/
is

a/
c
o
n
te

n
t/

0
0
1
4
1
5
6
4
6
.p

df
S
iâ

n
T
h
o
m

as
, 
A

n
dy

 J
o
lly

 a
n
d 

L
is

a 
G

o
o
ds

o
n
（
2
0
1
8
）
“
It
 w

as
 l
ik

e
 t

h
e
y 

c
u
t 

o
ff

 a
ll 

m
y

dr
e
am

s”
: E

m
o
ti
o
n
al

 h
e
al

th
 a

n
d

w
e
llb

e
in

g 
o
f 
u
n
do

c
u
m

e
n
te

d 
c
h
ild

re
n
 i
n
 L

o
n
do

n
.
U

n
iv

e
rs

it
y 

o
f 

B
ir
m

in
gh

am
 &

 I
n
st

it
u
te

 f
o
r 

R
e
se

ar
c
h
  
in

to
 S

u
pe

rd
iv

e
rs

it
y.

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.b
ar

n
ar

do
s.

o
rg

.u
k/

si
te

s/
de

fa
u
lt
/
fi
le

s/
2
0
2
0
-
1
1
/
F
IN

A
L
_T

h
o
m

as
%
2
C

%
2
0
J
o
lly

%
2
0
an

d%
2
0
G

o
o
ds

o
n
%
2
0
%
2
8
2
0
1
8
%
2
9
%
2
0
U

n
do

c
u
m

e
n
te

d%
2
0
C

h
ild

re
n
%
2
0
in

%
2
0
L
o
n
do

n
%
2
0
an

d
%
2
0
th

e
ir
%
2
0
E
m

o
ti
o
n
al

%
2
0
H

ea
lt
h
%
2
0
an

d%
2
0
W

e
llb

e
in

g%
5
B

1
%
5
D

%
5
B

1
%
5
D

.p
df

特
定

非
営

利
活

動
法

人
北

関
東

医
療

相
談

会
（
2
0
2
2
）
「
―

生
き

て
い

け
な

い
―

追
い

詰
め

ら
れ

る
仮

放
免

者
仮

放
免

者
生

活
実

態
調

査
報

告
」

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.w
am

.g
o
.jp

/
D

e
n
si

/
ki

ki
n
/
e
J
o
se

iL
ib

/
se

ik
ab

u
ts

u
/
2
0
2
1
/
2
0
21

0
2
0
1
0
9
1
-
0
2
-
0
1
.p

df

【
文

献
・
資

料
】

・
日

本
語

教
育

確
保

推
進

法
（
20

19
年

）
の

実
践

へ
の

反
映

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

事
例

の
一

部
に
外

国
人

の
子

ど
も
を
位

置
づ
け

・
「
外

国
人

支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
育

成
（
20

24
）
等

と
の

連
携

・
外

国
人

施
策

へ
の

注
目

と
発

信
（
在

留
資

格
の

な
い
外

国
人

の
子

に
「
在

留
特

別
許

可
」
認

め
る
方

針
等

）

・
こ
ど
も
家

庭
庁

、
こ
ど
も
基

本
法

、
児

童
福

祉
法

の
改

正
：
多

様
な
文

化
的

背
景

を
も
つ
こ
ど
も
家

庭
へ

の
言

及
が

必
要

・
実

践
に
お
け
る
「
多

文
化

背
景

を
も
つ
子

ど
も
」
の

観
点

の
検

証
・
修

正

19

今今
後後

のの
展展

望望
・・
期期

待待

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全

61
時

間
に
「
多

様
な
背

景
を
も
つ

外
国

人
へ

の
相

談
支

援
」

「
異

文
化

理
解

等
」

（
7時

間
）
を
配

置

18

St
an

da
rd
 8
. P

ro
fe
ss
io
na

l E
du

ca
tio

n

•外
国

人
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
は

文
化

的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
盛

り
込

ん
で
い
る

•現
在

わ
が

国
で
行

わ
れ

て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
教

育
に
欠

け
て
い
る

文
化

的
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
に
関

す
る
学

び
の

機
会

→
社

会
福

祉
士

教
育

、
そ
の

他
の

専
門

職
教

育
（
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
養

成
課

程
等

）
で
文

化
的

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
扱

う
必

要
性

17
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4
厚

生
労

働
省

社
会

保
障

審
議

会
福

祉
部

会
２
０
１
７
年
１
２
月

１
８
日

資
料

地
域

共
生

社
会

の
実

現
が

、
こ
ん
に
ち
の

地
域

福
祉

の
テ
ー
マ

多
文
化
共

生
関
係
と

し
て
位
置

づ
け

【
参

考
】
多

文
化

共
生

：
国

籍
や
民
族
な

ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互

い
の
文
化
的

な
ち
が
い
を

認
め
合
い
、

対
等
な
関
係

を
築
こ
う
と

し
な
が
ら
、

地
域
社
会
の

構
成
員
と
し

て
共
に
生
き

て
い
く
こ
と

「
多

文
化

共
生

の
推

進
に
関

す
る

研
究

会
報

告
書

」
総
務
省
2
0
0
6

よ
り
抜

粋

横
浜
市
の
国
際
政
策
お
よ
び
多
文
化
共
生
の
推
進

横
浜

市
国

際
戦

略
（2

0
2
1
年
２
月
改
定
）

基
本
目
標
：未

来
へ
つ
な
ぐ
国
際
都
市
・横

浜

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.c
it
y
.y
o
k
o
h
a
m
a
.l
g
.j
p
/
c
it
y
-i
n
fo

/y
o
k
o
h
a
m
a
s
h
i/
o
rg

/k
o
k
u
s
a
i/
s
o
n
o
ta

/g
u
id

e
li
n
e
.h

tm
l

「横
浜
市
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
～
創
造
的
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

（2
0
1
7
年
３
月
策
定
）

基
本
目
標
：「
多
文
化
共
生
に
よ
る
創
造
的
社
会
の
実
現
」

施
策
の
方
向
性
：

方
向
性
1

外
国
人
が
認
め
ら
れ
活
躍
で
き
る
「機

会
を
創
り
だ
す
」

方
向
性
2

誰
も
が
活
動
・認

め
滞
在
し
や
す
い
よ
う
「お

も
て
な
し
力
を
高
め
る
」

方
向
性
3

外
国
人
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
に
寄
り
添
う
「つ

な
が
り
を
広
げ
る
」

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.c
it
y
.y
o
k
o
h
a
m
a
.l
g
.j
p
/
c
it
y
-i
n
fo

/s
e
is
a
k
u
/k

o
k
u
s
a
i/
k
y
o
s
e
i/
m
a
c
h
is
h
is
h
in

.h
tm

l

「
横

浜
市

中
期

計
画

2
0
2
2
～

2
0
2
5
」

政
策
1
1

多
文
化
共
生
の
推
進

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.c
it
y
.y
o
k
o
h
a
m
a
.l
g
.j
p
/
c
it
y
-i
n
fo

/s
e
is
a
k
u
/h

o
s
h
in

/4
k
a
n
e
n
/2

0
2
2
-2

0
2
5
/
c
h
u
k
i2

0
2
2
-.
h
tm

l
3

横
浜
市
統
計
資
料
を
も
と
に
作
成

<
参
考
>
在
留
資
格
別

2
0
2
4
年
3
月
末
現
在

1
永

住
者

3
4
.0

%
2

技
術
・人

文
・国

際
業
務

1
3
.3

％
3

家
族
滞
在

1
1
.4

%
4

留
学

6
.4

%
5

特
別

永
住

6
.0

%
６

定
住

者
5
.2

%
７

日
本

人
の

配
偶

者
4
.8

%

横
浜
市
に
暮
ら
す
外
国
人
住
民

1
1
7
,9

2
2
人

約
1
7
0
か
国

地
域

（人
口

の
約

３
．
１
３
％

）
2
0
2
4
年
3
月

末
現

在

2

5
4

3
2

1

ネ
パ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

ベ
ト
ナ
ム

韓
国

中
国

6
,8

3
6

9
,2

2
3

1
1
,8

3
5

1
2
,4

6
7

4
3
,1
4
5

1
0

9
8

7
6

米
国

ブ
ラ
ジ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

台
湾

イ
ン
ド

2
,7

7
5

2
,7

9
3

3
,0

2
3

3
,0

4
3

3
,7

6
4

(
人
)

中
国

4
3
,1
4
5

韓
国

1
2
,4

6
7

ベ
ト
ナ
ム

1
1
,8

3
5

フ
ィ
リ
ピ
ン

9
,2

2
3

ネ
パ
ー
ル

6
,8

3
6

イ
ン
ド

3
,7

6
4

台
湾

3
,0

4
3

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

3
,0

2
3

ブ
ラ
ジ
ル

2
,7

9
3

米
国

2
,7

7
5

そ
の

他

1
9
,0

1
8

“避
難
民
”
の
共
通
性
と
個
別
性

～
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

視
座

か
ら

公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会

多
文
化
共
生
推
進
課

門
美
由
紀

m
.k
a
d
o
@
y
o
k
e
.o
r.
jp

1

2
0
2
4
年
６
月
３
０
日

日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
学
会
第
４
１
回
大
会

学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「文

化
的
来
ピ
テ
ン
ス
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
～
国
籍
・在

留
資
格
を
超
え
て
～
」
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母
国
で
暮
ら
し
て
い
て
も
困
っ
て
い
た
・
・
・
？

―
海
外
で
暮
ら
す
な
か
で
、
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
た
時
に

自
助
努
力
で
は
解
消
困
難
に
な
り
が
ち
な
理
由

・
母
国
に
い
る
と
き
に
比
べ
、
そ
も
そ
も
生
活
の
状
態
が
低
位
に
あ
る

・
さ
ら
に
社
会
資
源
・ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
限
定
的

（特
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）な

こ
と
が
多
い

・災
害
等
突
発
的
な
出
来
事
の
際
に
、
外
国
人
住
民
の
脆
弱
性
（バ

ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
）が

顕
在
化

利
用
に
あ
た
っ
て
の

様
々
な
壁

ニ
ー
ズ
の
発
生

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

自
助
努
力
で
解
決
困
難
な
場
合
、

生
活
支
援
ニ
ー
ズ
へ

横
浜
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と

令
和
元
年
度
横
浜
市
外
国
人
意
識
調
査
（
横
浜
市
国
際
局
）

2
9
.8

%
日

本
語

の
不

自
由

さ
1

1
9
.3

%
病

気
に
な
っ
た
と
き
の

対
応

・病
院

で
外

国
語

が
通

じ
な
い

2

1
4
.7

%
自

分
ま
た
は
家

族
の

健
康

3

1
4
.6

%
災

害
時

・緊
急

時
の

対
応

4

1
4
.5

%
子

ど
も
の

教
育

5

7

Y
O
K
E
が
目
指
す
多
文
化
共
生

中
期
4
か
年
計
画
（2

0
2
2
～
2
0
2
5
）

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.y
o
k
e
w
e
b
.c
o
m
/w

p
-c

o
n
te

n
t/
u
p
lo

a
d
s
/2

0
2
2
/0

9
/Y

O
K
E
_c
h
u
k
ik
e
ik
a
k
u
_2

0
2
2
_2

0
2
5
.p

d
f

公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会

（Y
O
K
E
・ヨ

ー
ク
）

•
横

浜
市

の
外

郭
団

体
（1

9
8
1
年

設
立

）

•
総

務
省

認
定

の
地

域
国

際
化

協
会

•
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
：私

た
ち
は
、
国

際
都

市
横

浜
の

歴
史

的
・文

化
的

特
性

を
継

承
し
つ
つ
、
異

な
る
文

化
や
価

値
観

を
と
も
に
認

め
、

尊
重

し
合

え
る
豊

か
な
社

会
づ

く
り
を
目

指
し
ま
す
。

•
事

業
体

系
•
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業

•
在
住
外
国
人
の
自
立
を
支
援
す
る
事
業

•
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
支
援
す
る
事
業

•
国
際
協
力
・交

流
に
関
す
る
施
設
を
管
理
運
営
す
る
事
業

＜
活

動
拠

点
＞

市
内

５
か
所

（西
区

・中
区

・南
区

・鶴
見

区
）

5
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
受
け
入
れ
と
支
援

•日
本

に
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難

民
：
2
,0

8
2
人

•神
奈

川
県

：1
7
2
人

•横
浜

市
：約

1
3
2
人

•
子
ど
も
連
れ
の
女
性
、
高

齢
者

が
中

心

•
市

内
在

住
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
合

計
は
2
6
9
人

（2
0
2
4
年
3
月
3
1
日
現
在
）

12
横

浜
市

提
供

11

国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ

ー
相
談
・情

報
・

交
流
等

地
域
の
国
際
交
流
・多

文
化
共
生
の
拠
点

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.c
it
y
.y
o
k
o
h
a
m
a
.l
g
.j
p
/c

it
y
-

in
fo

/s
e
is
a
k
u
/k

o
k
u
s
a
i/
k
y
o
s
e
i/
in

te
rn

a
ti
o
n
a
ll
o
u
n
g
e
.h
tm

l

地
域
日
本
語
教
室

－
家
の
近
く
で
、
職
場
の
近
く
で
日
本
語
を
学
ぶ
、

仲
間
を
作
る

市
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
N
P
O
に
よ
る

日
本

語
・学

習
支

援
教

室
が

約
1
4
0

10

・地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
基
盤
と
な
る
拠
点

・
外
国
人
住
民
の
日
本
語
習
得
支
援
の

た
め
の
拠
点

・
2
0
2
0
年

８
月

開
設

・ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

・市
内
在
住
外
国
人
に
総
合
的

な
情
報
提
供
・相

談
対
応
を

行
う
拠
点

・2
0
1
9
年
８
月
開
設

・1
1言

語
対
応

相
談
件
数
の
べ
5,
52
1件

（2
02
2年

度
）

（横
浜
市
委
託
事
業
）

多
文
化
共
生
を
す
す
め
る
、
生
活
を
支
え
る
2
つ
の
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
多
文
化
共
生
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

よ
こ
は
ま
日
本
語
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

1
0

目
標
：
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

地
域
の
日
本
語
教
育
の
支
援
、
総
合
的
な
推
進

9

政
治

外
国
人
の
立
場
を

左
右
す
る

受
け
入
れ
政
策

社
会

不
十
分
な

生
活

イ
ン
フ
ラ
や

排
除

文
化

言
語
・生

活
習
慣
等
の

相
違
や

差
別
・偏

見

経
済

生
活
を
規
定
す
る

就
労
条
件

外
国

人
住

民
に

生
活

課
題

が
生

じ
る
背

景

門
作
成

ニ
ー
ズ
の

生
じ
が
ち

な
領
域

居
住

健
康

情
報

・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

保
育

・
教

育

外
国
人
住
民
を
取
り
巻
く

様
々
な
壁
(別

途
)

⇒
ニ
ー
ズ
の
複
合
化
に

つ
な
が

る
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16

2
0
2
2
/6

/3
0

緊
急
連
続
講
座
『地

域
が
難
民
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
』

第
５
回
：避

難
民
受
入
れ
の
「流

れ
」
と
避

難
民

を
と
り
ま
く
支

援
の
「
体

制
」
主

催
：

さ
ぽ
う
と
２
１

事
例
報
告
：公

益
財
団

法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
(
Y
O
K
E
)

門
美
由
紀

来
日
か
ら
の

支
援
の
流
れ

と
広
が
り

実
際

に
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
含

む
健

康
、

仲
間

づ
く
り
、
日

本
語

学
習

、
就

労
が

2
年

間
の
支
援
の
中
心
（直

接
支

援
及

び
、
共

通
性

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）

●
●
市
に
住
み
た
い
で
す
。

●
●
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

横
浜
市

Y
O
K
E

地
域
の
社
会
資
源

区
役
所
、
町
内
会
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
地

域
日
本
語
教
室
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
等

来
日
～

日
本
/横

浜
で
暮
ら
す
た
め
の
基

本
的
な
手
続
き

1
週
間
～

横
浜
で
暮
ら
す
に
あ
た
っ
て
の
つ
な
が
り
づ
く
り
・
情
報
収
集
・

ニ
ー
ズ
解
消
・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
就
労
・
学
び
の
機
会

1
か
月
～

地
域
で
暮
ら
す
に
あ
た
っ
て
の
つ
な
が
り
づ
く
り
・

情
報
収
集
・ニ

ー
ズ
解
消
・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

学
び
の
機
会

オ
ー
ル
横
浜

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

国

相
談
窓
口

交
流
拠
点

日
本
語
教
室

15

14
『ヨ

ー
ク
ピ
ア
』2

0
2
2
年
1
0
月
号

h
tt
p
s
:/
/w

w
w
.y
o
k
e
w
e
b
.c
o
m
/y

o
k
e
p
ie

r/
#
to

c
1

13
横

浜
市

提
供

Y
O
K
E
は
相
談
窓
口
、

交
流
拠
点
、
日
本
語
学

習
支
援
を
市
よ
り
受
託

(2
0
2
2
年
度
～
)

滞
在
の
長
期
化
傾
向

に
伴
い
支
援
も
変
化

２
０
２
４
.４

現
在
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１
．
こ
と
ば
の

壁

•
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
な
く
キ
リ
ル
文
字

•
英
語
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
世
代

•
ロ
シ
ア
語
の
方
が
話
し
や
す
い
世
代
・出

身

２
．
こ
こ
ろ
の

壁

•
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
応
の
必
要

•
差
別
、
偏
見

３
．
文

化
の

壁

•
生
活
習
慣
・生

活
環
境
の
違
い

４
．
制

度
利

用
の

壁

•
自
分
の
国
に
は
な
い
制
度
ー
制
度
の
存
在
を
知

ら
な
い
、
制
度
の
内
容
が
違
う

•
来
日
時
期
に
よ
り
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い

５
．
情
報
ア
ク
セ
ス
の
壁

•
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
対
応
の
情
報
が
少
な
い

６
．
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

壁

７
．
親

子
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

壁

•
子
ど
も
は
日
本
の
学
校
・日

本
語
等
環
境
に
慣

れ
て
い
く

•
別
居
し
て
い
た
成
人
親
子
が
同
居
す
る
こ
と
の

難
し
さ

８
．
歴

史
認

識
の

壁

•
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
歴
史
的
背
景
も
始
め

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
い

事
例
－
共
通

性
、
個
別
性

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の

価
値

１
．
こ
と
ば

２
．
こ
こ
ろ 3

．
文
化

４
．
制
度

利
用

５
．
情
報

ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ

６
．
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ

７
．
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

８
．
歴
史

認
識

多
文

化
の

背
景

を
持

つ
人

た
ち
を
取

り
巻

く
壁

と
多
文
化
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
実
践
に
お
け
る
構
成

要
素

門
作
成

技
術

知
識

気
づ
き

こ
う
し
た
状

況
の

改
善

、
解

消
に
向

け
た
支

援
の

方
策

・
方
法
と
し
て
の
社
会
福
祉
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

「壁
」に

よ
っ
て
、

ー
そ
の

人
ら
し
さ
が

出
せ

な
く
な
る

ー
そ
の

人
ら
し
く
生

き
ら

れ
な
く
な
る

＝
そ
の

人
の

「福
祉

」が
脅

か
さ
れ
て
い

る
状

態

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
個

別
性
と
共
通
性

ー
支
援
を
通
し
て
見
え
た
こ
と
と
課
題 避
難
民
か
ら
の
相
談
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

現
況
調
査
等
を
通
し
て
状
況
を
整
理
、
事
業
を
企
画
・

実
施

【共
通

性
】

避
難

民
と
し
て

様
々

な
壁

の
存

在

世
代

ご
と

【個
別

性
】

出
身

地
域

来
日

背
景

・目
的

世
帯

構
成

母
国

／
日

本
の

家
族

・親
族

一
人

一
人

異
な
る
壁

の
高

低

ニ
ー
ズ

【課
題

】

•
一

人
一

人
の

個
別

性

•
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
い
、
支
援
を
行
っ
て
い
く
か

•
直

接
支

援
と
間

接
支

援

•
自
立
支
援
（依

存
的
自
立
を
含
む
）を

中
心
に
置
い
た

事
業

展
開

の
時

期

•
こ
の
経
験
は
他
の
難
民
・避

難
民
支
援
、
ま
た
多
文
化

共
生
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か

横
浜
市

身
元

保
証
人

当
事
者

団
体
・

N
W

入
管

教
育

機
関

企
業
等

民
間
団
体

（
Y
M

C
A

等
）

Y
O
K
E

日
本
語

学
校

国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ

専
門
職

団
体

地
域

子
育
て

支
援
拠
点

地
域

日
本
語

教
室
等

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

避
難

民
支

援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
年

を
経

て
、
避

難
民

と
社

会
資

源
と
の

つ
な
が

り
は

徐
々

に
広

が
り
を

見
せ
、
一
部
深
ま
り
も

⇒
徐

々
に
個

別
性

が
見

ら
れ
る
よ
う
に

2
0
2
2
/6

/3
0

緊
急
連
続
講
座
『地

域
が
難
民

を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
』第

５
回
：避

難
民

受
入

れ
の

「
流

れ
」
と
避

難
民

を
と
り
ま
く
支

援
の

「
体

制
」
主

催
：
さ

ぽ
う
と
２
１

事
例

報
告

：
公

益
財

団
法

人
横

浜
市

国
際

交
流

協
会

(
Y
O
K
E
)

門
美
由
紀

を
基
に
2
0
2
4
年
5
月
改
変

17

地
域

包
括

町
内
会

近
隣
・

サ
ー
ク
ル
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24

交
流

拠
点

ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
交
流
カ
フ
ェ
D
ru

z
i(
ド
ゥ
ル
ー
ズ
ィ
)

2
0
2
2
～

2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度

•
一
人
で
も
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所

•
出

会
い

の
場

•
母

語
で
の

交
流

・情
報

交
換

•
ウ
ク
ラ
イ
ナ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
傾

聴
・サ

ポ
ー
ト

•
各

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

催
•

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
と
ど
ま
ら
な
い

•
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

•
心

と
体

の
ケ
ア

•
ヨ
ガ
、
セ
ル
フ
・ペ

ア
マ
ッ
サ
ー
ジ

•
若
者
外
出
企
画
・親

子
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ス

•
母
親
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
会

•
企

業
等

か
ら
の

申
し
出

企
画

の
協

力

•
生

活
セ
ミ
ナ
ー

•
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

•
防

災
•

交
通

等

•
地
域
で
の
／
と
の
／
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
協

力
・共

催

•
自
主
企
画
開
催
支
援
を
通
し
た
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト •
茶

道
•

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ム

23

日
本
語
教
室
・日

本
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2
0
2
2
～
2
0
2
3
年
度

2
0
2
4
年
度

日
本
語
を
学
ぶ
の
が
初
め
て
の
人
の
た
め
の
教
室
（会

場
開
催
）

仕
事
の
日
本
語
を
学
ぶ
教
室
（オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）

日
本
語
・日

本
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

集
住
地
域
で
の
日
本
語
教
室

地
域
日
本
語
教
室
で
の
学
習

日
本
語
学
校

日
本
語
教
室
（会

場
開
催
）

講
師
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
か
か
わ
り
に
よ
る
日
本
語

教
室
•

会
話
サ
ロ
ン
（会

場
開
催
）

•
仕
事
の
日
本
語
を
学
ぶ
教
室
（オ

ン
ラ
イ
ン
開

催
）

地
域
日
本
語
教
室
で
の
学
習

日
本
語
学
校

22

相
談
窓
口

2
0
2
2
～

2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
相
談
・通

訳
・翻

訳
・申

請
補
助
・

同
行
等

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
：週

1
日

教
育
相
談
：週

2
日
(2

0
2
2
年
度
)

健
康 •

健
康
相
談
会

•
医
療
通
訳

就
労 •

市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
共
催
に
よ
る
説
明
会
、

相
談
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
情
報
提
供

•
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
、
日
本
語
）

•
F
A
C
E
B
O
O
K

•
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
／
く
ら
し
方
ガ
イ
ド

•
情
報
カ
ー
ド
（名

刺
大
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
相
談
・
通
訳
・
翻
訳
・
申
請
補
助
等

各
種
行
政
セ
ミ
ナ
ー
、
生
活
セ
ミ
ナ
ー

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
情
報
提
供

•
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
日
本
語
）

•
F
A
C
E
B
O
O
K

•
く
ら
し
方
ガ
イ
ド
の
多
言
語
版
作
成

地
域
関
係
団
体
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

２
０
２
２
年
度
に
は
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福

祉
士
・日

本
語
教
師
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
も

2
0
2
3
年
7
月
以
降
の
展
開
：避

難
民
の
心
理
的
ケ
ア
は
第
2
フ
ェ
ー
ズ

へ
。
生
活
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
実
施

2
0
2
4
年
度

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
等
支
援
事
業

へ

相
談

窓
口

・交
流

拠
点

の
一

元
化

•
避
難
民
が
暮
ら
す
地
域
で
、
地
域
の
人
々
と

共
に
生

活
し
て
い

く

•
避
難
民
が
地
域
社
会
で
で
き
る
こ
と
を
増
や

し
て
い

く

取
組
•
社
会
制
度
や
生
活
に
か
か
わ
る
セ
ミ
ナ
ー
（就

労
支
援
、
健
康
相
談
会
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
）

⇒
内
容
に
よ
り
避
難
民
以
外
の
方
も
対
象
に

•
地
域
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

市
民
団
体
と
の
連
携
や
協
力

•
避
難
民
が
活
躍
す
る
機
会
の
創
出

•
ス
タ
ッ
フ
研
修
も
継
続

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「自

立
支
援
」

地
域

と
つ
な
が

る

支
援

の
対

象
を
広

げ
る
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・学
習
／
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
体

系
化

・一
人
で
／
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
／

チ
ー
ム
で

の
実

践
・ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・ミ
ク
ロ
・メ

ゾ
・マ

ク
ロ
レ
ベ

ル
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
働

き
か

け
・支

援
体

制
構

築

「 多 文 化 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 」

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

ク
へ

の
内

在
化

と
反

映

エ ス ニ シ テ ィ へ の 理 解 と 配 慮

隣
接

諸
科

学
か

ら
の

知
見

外
国

人
支

援
・当

事
者

団
体

の
取

り
組

み
海

外
で

の
取

り
組

み
・研

究

日
本

の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
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全体プログラム　　閉会式

� 司会　杉野�聖子（江戸川おおたかの森専門学校）

閉会あいさつ（学会）�

� 保正�友子（日本福祉大学）

閉会あいさつ（実行委員会）�

� 田上�明（一般社団法人　東京都医療ソーシャルワーカー協会）

次年度開催校あいさつ
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自由研究発表

時間帯 発表者（所属）・発表テーマ

1 16：15～16：45
〇安井 優子（上智大学）

「混合研究法による医療ソーシャルワーカーの Spiritual Sensitivity の検証
　―Spiritually-Sensitive-Social Work の実践に向けて―」

2 16：45～17：15

〇間嶋 健（健康科学大学）
「個別支援のソーシャルワークにおけるエビデンスの機能とその活用に関
する一考察
　―Evidence Based Practice の枠組みを通して―」

3 17：15～17：45
〇篠崎 ひかる（立教大学）

「再犯防止推進施策における犯罪をした人等への「支援」に関する考察
　～ソーシャルワークの視点から～」

時間帯 発表者（所属）・発表テーマ

1 16：15～16：45
〇齊藤 都子（三島北区地域包括支援センター）

「地域包括支援センターにおける虐待予防
　～効果的なアプローチと予防的支援～」

2 16：45～17：15
〇小川 幸裕（弘前学院大学）

「独立型社会福祉士によるコーディネート活動の構造と関連要因」

3 17：15～17：45
〇口村 淳（岡山県立大学）

「ショートステイ生活相談員の予約業務および稼働率管理の実態
　―短期入所生活介護事業所へのアンケート調査を通して―」

【1日目】自由研究発表　　第 1分科会
� 司会：横山�登志子（札幌学院大学）　会場 1－ 102 教室

【1日目】自由研究発表　　第 2分科会
� 司会：白川��充（仙台白百合女子大学）　会場 1－ 103 教室
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時間帯 発表者（所属）・発表テーマ

1 16：15～16：45
〇植田 嘉好子（川崎医療福祉大学）

「ソーシャルワーカー向け現象学研究ワークショップ」の方法
　―アクションリサーチによる研修モデル構築に向けて―

2 16：45～17：15

〇鈴木 美乃里（株式会社 LITALICO パートナーズ）
「AOP（Anti-Oppressive Practice）の理念に基づいた就労移行支援事業所
における実践
　～障害者雇用を取り巻く社会的抑圧に対するソーシャルアクションに関
する研究」

3 17：15～17：45

〇小林 麻衣子（社会福祉法人相模原市社会福祉事業団）
　北澤 和美（社会福祉法人相模原市社会福祉事業団）

「主任相談支援専門員による相談支援専門員の人材育成に関する研究
　～地域課題解決に向けた相模原モデルの相談支援専門員研修実施から～」

【1日目】自由研究発表　　第 3分科会
� 司会：大谷�京子（日本福祉大学）　会場 1－ 104 教室　
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時間帯 発表者（所属）・発表テーマ

1 14：15～14：45
〇章 琦（東京工業大学）

「ソーシャルワーカーの政治参加に関する文献研究
　―欧米諸国ソーシャルワーカーを中心に―」

2 14：45～15：15
〇菅野 花恵（バルドスタ州立大学）

「アメリカのソーシャルワーカーが経験するクライエントバイオレンス
　―安全な職場環境を構築するために―」

3 15：15～15：45

〇宮崎 理（明治学院大学）
「ソーシャルワークにおける「インターセクショナリティ」（交差性）概念
の再考
　―在日朝鮮人女性の活動からの示唆―」

【2日目】自由研究発表　　第 5分科会
� 司会：岡田�まり（立命館大学）　会場 1－ 104 教室

時間帯 発表者（所属）・発表テーマ

1 14：15～14：45

〇岸本 尚大（東京都立大学大学院博士後期課程）
　菅野 花恵（米国バルドスタ州立大学）
　和気 純子（東京都立大学）

「社協職員による外国人支援・協働実践に関する予備的検討
　―「文化的コンピテンス」着目した実証研究にむけて―」

2 14：45～15：15

〇安藤 幸（関西学院大学）
「福祉を学ぶ外国人生徒の地域理解とエンパワメント
　―フォトボイスから地域共生社会実現に向けたソーシャルワーク・アプ
ローチの展開へ―」

3 15：15～15：45
〇黄 慧娟（同志社大学大学院博士後期課程）

「中国のソーシャルワーク実践における文化的課題に関する検討
　―ソーシャルワーカーへのインタビューを通して―」

【2日目】自由研究発表　　第 4分科会
� 司会：川島�ゆり子（日本福祉大学）　会場 1－ 103 教室
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1 

混合研究法による医療ソーシャルワーカーの Spiritual Sensitivity の検証 

－Spiritually-Sensitive-Social Work の実践に向けて－ 

○ 上智大学総合人間科学部社会福祉学科 安井優子（会員番号 0915） 

 

キーワード：スピリチュアリティ、Spiritual Sensitivity、Spiritually-Sensitive-Social Work 

１．研究目的:本研究の目的は, 混合研究法を用いて医療ソーシャルワーカー（Medical Social 

Worker,以下 MSW）の Spiritual Sensitivity とは何かを明らかにすることである. それによりスピリチュ

アリティを含めた全人理解に基づいたソーシャルワーク（以下 SW）実践及び教育に必要な提言を

行うことが本研究の意義である. 日本では 2020 年 6 月改定の「ソーシャルワーカーの倫理綱領」

で漸く新たな原理として, スピリチュアリティの文言が追加され, ソーシャルワーカー（以下 SWr）が

前提とする人間観は, スピリチュアリティを含めた全人的人間理解であることが明示された(日本ソ

ーシャルワーカー連盟 2020). しかし, これまで日本の SW 研究では, スピリチュアリティに関する研

究自体が数少なく, SSSW 以前に, スピリチュアリティや Spiritual Sensitivity とは何かについても, 

十分議論されているとは言えない状況にある.  

そのような人間観に依拠する対人援助職として, SWr がまずは全人である自己のスピリチュアリティ

に気づき, 自己覚知できることは, 援助過程全体を通して, クライエント（以下 CL）のスピリチュアリ

ティへの気づきや理解を深めていけることにつながると考える. また, CL のスピリチュアルなストレン

グスにも着目し, それをエンパワメントしていくことができれば, CL の変化や成長を通し, 問題解決

へと導く可能性にもつながると考える. スピリチュアリティを含めた全人としての人間理解に基づく実

践である SSSW の実践に向けて, スピリチュアリティに加え, これまで明らかにされてこなかった, 

Spiritual Sensitivity について明らかにすることで, SWr が自己と CL,双方のスピリチュアリティ, スピ

リチュアルなストレングスへの認識を深め, 死も含めて, 互いがともに生きていく力を支えることに貢

献したいと考える.今回の発表では, 混合研究法（フェーズ 1 質的研究【QUAL】＋フェーズ 2 量的

研究【QUAN】）のうち, フェーズ 2 の量的研究【QUAN】の結果について報告する.  

２．研究の視点および方法：本研究では, 研究者自身の哲学的前提としてプラグマティズムの立

場から, 混合研究法を採用する. 今回フェーズ 2 の【QUAN】のリサーチ・クエスチョン「MSW の

Spiritual Sensitivity とはどのような構成概念から成るのか」を明らかにするために, 仮説 A・B を設

定した. 仮説 A は「MSW の Spiritual Sensitivity は, 以下の 18 の構成概念から成る. ①死生観, 

②人間を超えるものとのつながり, ③全人理解, ④限界, ⑤人間を超えるものへの信頼, ⑥共感

的関係, ⑦CL の意味探求への関わり, ⑧多様性, ⑨生きがいとしての SW, ⑩使命としての SW, 

⑪自己存在の探求, ⑫人間存在の探求，⑬全体的環境, ⑭葛藤, ⑮宗教的サポート, ⑯利他性, 

⑰自然との調和, ⑱宗教性」である. 仮説 B は, Spiritual Sensitivity と個人的経験との関連に関

するものであり, 以下の B-1 から B-6 の 6 項目はそれぞれ Spiritual Sensitivity と関連があると設

定した.「B-1 至高経験」,「B-2 どん底体験」,「B-3 いのちに関わる病気や怪我（1 人称）の経験」,
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「B-4 大切な人の死（2 人称）の経験」,「B-5 CL の死（2.5 人称）に関わる経験」,「B-6 スピリチュ

アリティの研修会への参加経験」. 【QUAL】の結果, 発想された Spiritual Sensitivity の構成概念

をふまえて（安井 2021）調査票を作成した. 内容的妥当性を検討し, 18 概念 53 項目から成る

Spiritual Sensitivity 尺度を作成した. 調査対象者は, 公益社団法人日本医療ソーシャルワーカ

ー協会会員で, 現在緩和ケア・終末期医療の業務に従事する MSW である. 2022 年 1 月に質問紙

調査を実施した結果, 調査対象者 4,020 人中, 1,009 人から回答が得られた（回収率 25.4%）.有効

回答は 911 であった. 

３．倫理的配慮：本調査は, 関西学院大学「人を対象とする行動学系研究」倫理審査部会

の承認（承認番号 2021-66）, 及び公益社団法人医療ソーシャルワーカー協会倫理審査委

員会の承認（名簿使用承認第 21-02 号）の下, 調査対象者には調査目的・概要, 調査は任

意で, 協力しない場合も不利益を被ることは一切ないこと, プライバシーの保護等につい

て説明し同意を得た上で実施した. 尚, 本報告について開示すべき利益相反（COI）はない.

本抄録は日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程・研究倫理指針に基づき作成している.  

４．研究結果：仮説 A については, 探索的因子分析の結果, 最終的に尺度は 7 概念 38 項目と

なり, MSW の Spiritual Sensitivity の構成概念は「共感性」,「超越性」,「全体性」,「宗教性」,「SW

への使命感」,「意味指向性」,「限界の自覚性」の 7 因子であることが明らかとなり, 尺度の信頼性

が確認された. また仮説 B ついては, 従属変数を「Spiritual Sensitivity 尺度合計得点」, 独立変

数を「個人的経験に関する 6 変数」と設定し, 重回帰分析を実施した結果,「大切な人の死」（β 

=.099, t = 2.499, p =.013）,「CL の死」(β =.098, t = 2.454, p =.014),「どん底体験」（β =.136, t 

= 3.299, p =.001）,「至高経験」(β=.172, t = 4.282, p <.001),「スピリチュアリティ研修」(β=.132, t 

= 3.237, p =.001)と従属変数に有意な正の関連がみられ, 独立変数のなかでは「至高経験」(β

=.172, t = 4.282, p <.001)が最も Spiritual Sensitivity に影響していることが明らかとなった. さらに

因子分析で抽出された 7 因子を従属変数, 個人的経験に関する 6 変数を独立変数に設定し, 重

回帰分析を実施した. その結果,「共感性」,「宗教性」,「SW への使命感」,「意味指向性」には,「至

高経験」(β=.222, t = 5.254, p <.001, および, β=.107, t = 2.534, p =.012, および, β=.243, t = 

5.797, p <.001, および, β=.110, t = 2.548, p =.011)が最も影響し,「全体性」,「限界の自覚性」

には「どん底体験」(β=.166, t = 3.878, p <.001, および, β=.147, t = 3.292, p =.001)が,「超越

性」には「スピリチュアリティ研修」(β=.138, t = 3.294, p =.001)が最も影響していることが明らかとな

った. 

５．考察: 今回導き出された Spiritual Sensitivity の構成概念の下位項目 38 項目中, 先行研究

から加えた 11 項目以外の 27 項目は, 【QUAL】の結果を基に発想された項目である. 【QUAL】で, 

長年緩和ケア・終末期医療に携わるエキスパートの実践経験に裏打ちされた語りから得た発想を,

【 QUAN 】 に 組 み 込 み , 検 証 し 確 認 す る と い う 一 連 の 手 続 き を 経 て 導 き 出 さ れ た Spiritual 

Sensitivity の 7 つの構成概念（38 項目）は, 質的・量的どちらか一方のアプローチからだけでは得

られなかった結果であると考える. 
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個別支援のソーシャルワークにおけるエビデンスの機能とその活用に関する一考察 

－Evidence Based Practice を枠組みとして－ 

○ 健康科学大学  氏名 間嶋 健（0867） 

 

キーワード：Evidence Based Practice、意思決定理論、実証研究 

 
１．研 究 目 的 

 近年ソーシャルワーク領域においても実証研究の知見が多く発表されている。しかし、

実践においてそれらがエビデンスとして効果的に活用されているかという点では課題が残

ると思われる。EBP は、「効果が実証された介入方法を用いること」という認識が一部に

広まったことにより、「RCT 至上主義」ともいうべき誤解が存在する。EBP が介入局面に

限られたアプローチではないことや、したがって、RCT が常に至上の研究法とはいえない

ということは自明である。しかし、誤解が広がった分だけ、多様な研究法による知見をど

のように実践に活用するかという議論は十分になされているとはいえない。そこで、本研

究では、効果研究を含めた多様な研究法による知見が実践にどのような機能を持ちうるの

かという点や、どのように活用し臨床判断を下すのかという点を検討する。 

 
２．研究の視点および方法 

 RCT のように対象や方法を厳密に統制することで、統計学的な一般性の確保を図る研究

法もあるが、質的研究法や事例研究による知見のように、知見の一般性が不明確な研究法

もある。こうした中でのエビデンスの活用方法について明確にされる必要がある。 

こうした検討は、実証研究の特性に規定されると考えられ、実証研究手法がもたらす知

見の類型化を試みる。 

 

３．倫理的配慮 

本研究は「日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程」及び「日本ソーシャルワーク学会

研究倫理指針」にもとづいて作成している。また、本報告は、人を対象とした研究ではな

く、文部科学省の示す「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」を

参照し、研究倫理に抵触をしないこと、および、開示すべき利益相反（COI）が生じない

ことを確認している。 

 
４．研 究 結 果 

 まず、エビデンスの機能について検討する。ソーシャルワーク領域においてよく用いら

れる研究法を参照し、そこから得られるエビデンスの機能としては、①「操作性の獲得」、
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②「基準の獲得と評価」、③「相互関係性の把握」の 3 点が分類された。 

①については、エビデンスは未知の現象を明確にし、操作可能性を確保する機能のこと

である。また、②はエビデンスをもとにして、判断や評価を行う際の基準を獲得しうると

いうことである。そして、③はエビデンスを活用することで、相互関係性の把握を可能に

することである。 

また、これらのエビデンスの機能をどのように実践で活用するのかという点については、

まず、「アナロジカルに実践に適用する」ことが求められる。エビデンスを機械的に実践場

面に適用するのではなく、アナロジカルな思考によって知見の中の一般性を見出し、他事

例に応用することが求められるということである。そして、知見の一般性が不明確である

ことを前提として、その知見に基づく行動を実施した際の、リスクや、メリット、コスト

といった意思決定を行う要因を検討することが必要である。こうした検討によっては、必

ずしも厳密に統制された知見ではなくとも、「臨床的な専門判断」を下すことに寄与しうる

と考えられる。 

そして、本報告では、エビデンスや、対象者の選好、所属機関における制約等の諸要素

を総合させて、「臨床的な専門判断」を下すための思考について議論する。 

 
５．考 察 

 本報告により、多様な研究方法の知見がエビデンスとしてどのような機能を有し、それ

をどのように活用するかということが示された。これにより、これまでに産出された多く

の実証研究が実践に還元される理論的な道筋が開かれたと考えられる。あるいは、すでに

一部の実践者によって行われている、実践における科学的知見の活用方法が説明可能とな

ったと考えられる。 

 本研究は、Evidence Based Practice の枠組みでは、step3（エビデンスの活用）～step4

（実践への適用）に該当する。「臨床的な専門判断を下す」際に、ソーシャルワークの価値

や、対象者の嗜好、組織の関心、現実的な制約、等の様々な要因の中で一定の判断を下す

際の思考の機序については、まだ課題を残すと考えられる。 

 ※本報告は間嶋(2024)の一部を加筆・修正されたものである。 

 
引用文献 

間嶋健（2024）『介護老人保健施設の退所支援におけるソーシャルワーク～エビデンスを

活用する実践』中央法規出版. 



−86−

第 1分科会　会場 1− 102 教室

日本ソーシャルワーク学会 第 41回大会 

 

1 

再犯防止推進施策における犯罪をした人等への「支援」に関する考察 

－ソーシャルワークの視点から－ 

○ 立教大学  篠崎 ひかる（1096） 

キーワード 3つ：犯罪をした人への支援、再犯防止、ソーシャルワーク 

１．研 究 目 的 

 2000 年代半ばから、福祉的ニーズを有する犯罪をした人等の孤立や排除を背景に、「司

法と福祉の連携」が進められてきた。2016 年には「再犯の防止等の推進に関する法律」が

制定され、犯罪をした人等に対する「福祉サービスの利用の促進」、「地域による包摂」が

国の計画の重点課題となっている。これらの施策の進展によって、従来は国が行ってきた

刑務所出所者等に対する再犯防止推進施策が、地方自治体においても実施されることとな

った。現在は、刑事司法関係機関も含め、犯罪をした人等に対する「息の長い」支援の実

現を目指して釈放後の継続的な関わりや地域のネットワーク構築のための地域援助が行わ

れている。これらの再犯防止を目的とした施策における「支援」の広がりがもたらす影響

について、ソーシャルワークの視点からの考察は十分になされていない。そこで本研究で

は、再犯防止推進施策における犯罪をした人等への「支援」の全体像を整理し、現在の「支

援」における課題をソーシャルワークの視点から考察することを目的とする。 

 
２．研究の視点および方法 

上記の問題意識から、本研究では「再犯の防止等の推進に関する法律」に基づき策定さ

れた国の第二次再犯防止推進計画（計画期間：2023 年度から 2027 年度）を分析対象とし

た。分析にあたっては、計画に定められた 96 施策のうち、その内容に「支援」を含むもの

を抽出・整理し、第二次再犯防止推進計画における「支援」のもつ課題をソーシャルワー

クの視点から考察した。 

 

３．倫理的配慮 

 本研究は文献研究であり人を対象としたものではないが、「日本ソーシャルワーク学会研

究倫理規程」及び「日本ソーシャルワーク学会研究倫理指針」に基づき実施した。報告者

には、開示すべき COI 関係事項はない。なお、本研究は、日本学術振興会科学研究費（課

題番号：24K16559）の助成を受けて実施した。 

 

４．研 究 結 果 

 本計画で定められた 96 施策のうち 64 施策において、犯罪をした人等に対する「支援」

に関する記述が見られた。これらの施策を①刑事司法関係機関による継続的な関わりを拡

充する施策、②地域の支援者による支援充実に向けた施策の 2 軸とミクロ・メゾ・マクロ
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のレベルから分類したところ、その「支援」の主な内容は以下のように整理することがで

きた。 

表１ 第二次再犯防止推進計画における「支援」施策の整理（報告者作成） 

 

この結果からは、計画における「支援」の内容や対象が多岐にわたっており、「支援」

とされるものの中には、個人に対する刑事司法関係機関による関わりを継続的に実施する

ものも混在していることがわかる。 

 

５．考 察 

 研究結果から、本計画における「支援」の担い手は、地域で本人の生活課題を解決する

ことを目的とした機関だけではなく、刑事司法関係機関も多く含まれていることがわかっ

た。先行研究で指摘されてきたように、司法と福祉のアイデンティティの差異がある以上、

「支援」と一言で言っても、その支援目的や対象者観は異なることに注意が必要となる。 

本計画においては、犯罪をした人等への「自立支援」として、「息の長い」支援の実現

が目標とされ、専門性の異なる担い手による「指導」「支援」「援助」といった様々な名目

で本人への関わりが行われている。ソーシャルワークの視点からいえば、「息の長い」支援

という考え方は、当事者を「支援対象者」として、援助「される」側に固定化してしまう

懸念があり、それぞれの機関の専門性や機能に基づく役割分担が必要である。 

さらに、本計画においては、「福祉的支援が必要な」受刑者等に対し、特性に応じた「指

導」の一環として、福祉的支援の動機づけが行われている。しかし、刑事司法関係機関と

いう権力や強制力を伴う環境における「指導」を通じて、福祉サービス利用への動機づけ

を行うことは、当事者の本意ではない福祉の利用にもつながりうる。 

ソーシャルワークの倫理綱領においては、「クライエントの自己決定の尊重」や「クラ

イエントの意思決定への対応」が求められ、クライエントが自らの人生に影響する決定に

「参加」できることを重要視する。本来、犯罪をした人等に対する福祉サービスも、再犯

防止を目的としたツールではなく、本人のウェルビーイングを高めるために実施されるも

のである。このようなソーシャルワークの倫理・価値に基づけば、単に専門家が必要と考

える支援を一方的に提供するだけでは十分ではなく、本人の「自己決定」や「参加」に向

けて、犯罪をした人等への「支援」のあり方を捉え直す必要がある。 
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地域包括支援センターにおける虐待予防

－効果的なアプローチと予防的支援－

三島北地区地域包括支援センター 齊藤都子（会員番号 ）

キーワード：地域包括支援センター 高齢者虐待 予防的支援 

１．研 究 目 的

地域包括支援センター（以下，包括）には，虐待の兆候に気づき，虐待を未然に防ぐこ

とが期待されている（高齢者虐待防止法に基づいた国マニュアル ）．しかし，高齢者

虐待防止法の条文では，発見・通報といった事後対応が中心に示され，予防の方策につい

て具体的事項は提示されていない．さらに個々の事業所で培われた実践知は蓄積されてい

るが，予防的支援の方法は明らかにされていない．

虐待の兆候を察知できれば，虐待は予防できる可能性がある．そのためには，実践の場

で，包括職員がどのような場面で兆候を感じ，予防のためにどのようなアプローチを行う

べきか，明らかにする必要がある．

そこで本研究の目的は，包括の 職種（主任介護支援専門員・保健師又は看護師・社会

福祉士）が高齢者虐待について，どのように兆候を把握しているのかを明らかにすること

により，予防的支援をすれば良いのか支援モデルを提示することである．

２．研究の視点および方法

本研究では，予防概念をキャプラン（ ）の理論的枠組みにあてはめて分析を行

った． 年 月 日～ 月 日に，他機関に所属する委託型包括職員 名に対して，半

構造化インタビュー調査を実施した．包括のエキスパート職員を選定した理由は，個々の

事業所で培われている実践知，暗黙知を明らかにするには，権利擁護業務の中で，高齢者

虐待防止及び対応の経験を積んでいるからである．虐待対応の実態や背景などを把握する

ためには，詳細な状況の想定が必要であり，適切と考えた．さらに，包括 か所あたりの

年間新規虐待判断件数は， 件である（法に基づく対応状況調査 ）ため，エキスパ

ートの条件として，経験年数を概ね 年以上とした．

インタビュー時間は 回 分程度で，調査協力者の同意を得て，会話を レコーダー

で録音した．インタビュー項目は，虐待の兆候，兆候を察知してからのアプローチ，実践

の場で行った予防的支援，包括のチームアプローチ等について把握することを意図して設

定したものである．

調査協力者の依頼方法は，県地域・在宅介護支援センター協議会に所属して，包括に

年勤務したエキスパートから，現任者 名（主任介護支援専門員・社会福祉士・看護師の

資格を保有している者）との紹介を頂いた．

佐藤郁哉の質的データ分析法を参考にして，分析を行った．そして，逐語から「虐待の

察知」「予防的支援」に焦点をあて，それぞれの研究協力者が語っている部分を意味のある

まとまりで抽出した．文脈の意味が損なわれないように配慮し，できる限り研究協力者の

言葉を用いながら要約しコード化した．次に，コードの類似性や相違性を比較検討し，抽

象度を高めながら，サブカテゴリー，カテゴリーを生成した．

３．倫理的配慮

本研究の実施にあたり，日本福祉大学大学院「人を対象とする研究」に関する倫理審査

委員会の承認（承認番号： ）を得て，その後インタビュー調査を行った．

インタビュー調査協力者には，事前に本研究の目的，意義，方法，個人情報の保護等に

ついて文書による説明を行った．その上で，当日，調査内容に不明な点等がないかどうか

口頭で確認し，同意を得てインタビューを実施した．別途，協力者には，同意書に著名を

得て，調査前又は事後に回収した．なお，抄録は，「日本ソーシャルワーク学会研究倫理規
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程」及び「日本ソーシャルワーク学会研究倫理指針」にもとづいて作成している．また，

発表者に開示すべき 関係事項はない．

４．研 究 結 果

第 段階「目に見えるリスク要因」は，【介護者が病気を抱えながらの介護】，【本人の

身体や認知機能低下に伴う状態変化】と病気に伴う身体的・心理的変化である．また，「支

援者が意識的に探るリスク要因」では，【周囲から比較され続ける兄妹の不全感】，【周りが

見えない再婚熱々カップル】，【介護者の介護に対する使命感】，【本人がリスクをリスクと

感じない】，【家族の役割とパワーバランスの変化】，【親子間の根深い否定的な関係性】と

家族関係の要因が示された．第 段階「表面化してくる出来事」は，【こだわりと自分流の

介護】，【生活費のやりくり困難と金銭欲】，【介護サービス増加が介護者の負担増】，【周囲

から孤立していく本人と介護者】が現れる．第 段階「虐待発見前の変化」では，【家族力

動の不自然さ】，【自宅内の環境から察する不自然さ】，【支援者に見抜かれないように演じ

る本人と介護者】，【介護者がイライラを抑えきれない】，【家族が本人を施設に入れたがる】，

【本人から不安な言葉と震える声】を察知する．

予防的支援は，虐待察知までの 段階に合わせた支援内容が示された．「リスク要因に

対しての支援」は，【介護者の介護の意味を聞く】，【生活課題を一つ一つ解決する】，【パー

トナーシップを築く】，【介護者の生活を支援】，【親子の依存と特性を掴む】である．「表面

化してきた出来事に対しての支援」は，【介護者をクライエントと捉えた支援】，【地域のネ

ットワークから見守り体制をつくる】，【経済的支援と本人の権利擁護】，【本人と介護者の

変化を予測する】である．「虐待の予防的支援」は，【虐待を起こさせないアプローチ】，【虐

待予防のルート確保と抑止力】，【予防的な介入と長期的なサポート】である．

以下のように，虐待を察知するまでの現れ方として①「目に見えるリスク要因」と「支

援者が意識的に探るリスク要因」，②「表面化してくる出来事」，③「虐待発見前の変化」

の 段階が示された．虐待が一度も起こっていない状況の枠組みを 次予防とした．

５．考 察

本結果では，虐待の予防的支援は兆候が現れる前から実践していることが明らかになっ

た．その枠組みを 次予防とし，予防的支援モデルについて 段階ごとに述べる．

第 段階では，本人と介護者の潜在的要因から，問題の有無が明らかになる．家族アセ

スメントで，介護観・家族観・家族のルールを聞くことで，本人と介護者を取り巻く状況

を多面的・統合的に評価していく．また，「支援者が意識的に探るリスク要因」から，家族

の関係性や家族のシステムを捉える視点が重要となる．

第 段階では，介護が続く過程で表面化してきた介護者のこだわりや介護負担，孤立し

ていく状況に対して対応する．この段階で，「生活費のやりくり困難と介護者の金銭欲」が

顕著に表れてくる．それに対して，家族全体の経済的支援と本人の権利擁護が重要であり，

関連機関と連携して生活を支えるサポートを行う．

第 段階では，「虐待が起こりそう」な段階で予防的支援を行う．虐待予防のルートを

確保するため，支援者はマメな訪問をし，面談を重ねて密室性を開放していく．同時に介

護者の動きを察知し，家族システムを循環的に捉えて虐待行為を起こさせないように介入

する．そして長期的に支え続けられる体制づくりが必要である．

本研究でエキスパートたちが語った虐待対応ケースは，個別性があることから，結果を

一般化するには限界がある．しかし，社会的意義として，虐待を察知する過程の 段階ご

とに予防的支援の方法が示されたことは，虐待が起こりそうな循環を起こさせない，断ち

切る支援が展開できる可能性があるといえる．今後，虐待を起こさせない予防的支援モデ

ルとして，現任者の教育に一石を投じたい．

【主要文献】 乙幡美佐江（ ）『ソーシャルワーク実践による高齢者虐待予防』民事法研究会． 厚生労働省老健局（ ）「市

町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について」． 佐藤郁哉（ ）『質的データ分析法』新曜社．
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独立型社会福祉士によるコーディネート活動の構造と関連要因 

○弘前学院大学 小川 幸裕（日本社会福祉士会会員 26221） 

キーワード：独立型社会福祉士 コーディネート アドボカシー 

 
１．研 究 目 的 

地域共生社会の実現にむけ整備がすすめられる包括的相談支援体制において、社会福祉

士には公私の多様な主体間のコーディネート役として、資源調整にくわえ資源開発や地域

づくりを推進する役割が求められている。既存の組織や機関から独立開業しソーシャルワ

ーク実践を行う独立型社会福祉士は、自由度の高い事業形態を活かした新たなコーディネ

ート人材として期待されるが、独立型社会福祉士によるコーディネート活動の実態や環境

条件は明らかにされていない。 

以上から、本研究では独立型社会福祉士によるコーディネート活動の構造および関連要

因を明らかにすることをつうじて、包括的相談支援体制における独立型社会福祉士による

コーディネート活動の有効性を検証することを目的とする。本研究の意義は、独立型社会

福祉士によるコーディネート活動の構造を明らかにすることでコーディネート活動を可視

化する資料とできること、またコーディネート活動に影響を与える関連要因を明らかにす

ることで研修プログラムを作成する資料とすることができる。 

 
２．研究の視点および方法 

 各種相談支援機関の業務は制度や法令、所属機関や市町村の理解と方針などに縛られる

ことが指摘されている。独立型社会福祉士は、独立開業というソーシャルワーク機能を発

揮するうえで制約が少ない事業形態のもとでコーディネート活動に取り組んでいると考え

られる。独立型社会福祉士によるコーディネート活動の構造と関連要因を明らかにするこ

とによって、独立型社会福祉士によるコーディネート活動の実態と環境条件を浮き彫りに

できると考えられる。 

調査対象は、公益社団法人日本社会福祉士会の会員名薄所属先種別コードが独立型社会

福祉士に該当する社会福祉士 1,247 名とし、無記名自記式の郵送調査を実施した。有効回

収率は 39.9%(N=490)で、調査期間は 2019 年５月７日から６月 20 日とした。分析方法は、

独立型社会福祉士のコーディネート活動を構成する因子を検討するため探索的因子分析

（プロマックス回転・一般化最小二乗法）を行った。また、個人特性を独立変数に設定し

抽出された各因子の得点を従属変数とする重回帰分析を行った。統計解析は、個人特性の

集計および探索的因子分析は SPSS29.0 を用いた。因子分析は、個人特性９項目およびコー

ディネート活動 30 項目において１項目でも無回答があった 63 票をリストごと除外し、417

票（調査対象者の 33.4%、回答者の 85.1%) のデータを用いて分析を行った。 
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３．倫理的配慮 

調査の実施にあたり、弘前学院大学倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号

18-05)。日本社会福祉士会への依頼文において、調査の趣旨と内容の説明、回答内容は ID

番号で作成したデータベースを使用し個人や事業所が特定されない匿名性、プライバシー

の厳守、研究目的以外で使用しないこと等を明記した文書を添付し調査協力について依頼

した。本原稿は「日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程」及び「日本ソーシャルワーク

学会研究倫理指針」にもとづいて作成している。本発表に関連して開示すべき COI はない。 

 

４．研 究 結 果 

探索的因子分析の結果、独立型社会福祉士によるコーディネート活動として、「住民支

援活動」「アドボカシー活動」「専門職支援活動」「行政支援活動」の 4 因子が抽出された。

次に、独立型社会福祉士の個人特性を独立変数に設定し、抽出された各因子の得点を従属

変数とする重回帰分析を行った。結果、年齢が若く独立型社会福祉士としての経験年数が

長いほうが「アドボカシー活動」の活動度が高いこと、個人事務所より法人のほうが「ア

ドボカシー活動」の活動度が高いこと、年収が高いほうが「アドボカシー活動」「専門職支

援活動」「行政支援活動」の活動度が高いこと、人口規模が小さいほうが「住民支援活動」

「アドボカシー活動」「行政支援活動」各因子の活動度が高いこと、独立型社会福祉士名縛

に登録しているほうが「住民支援活動」「アドボカシー活動」「専門職支援活動」の活動度

が高いことが確認された。 

 
５．考 察 

本研究の結果から明らかになった知見として２点あげられる。第１に、独立型社会福祉

士によるコーディネート活動は、「住民支援活動」「アドボカシー活動」「専門職支援活動」

「行政支援活動」の４概念で構成され、アドボカシー活動を基盤として住民、専門職、行

政担当者のエンパワメントをつうじてコーディネート活動に取り組んでいることが考えら

れる。第２に、独立型社会福祉士によるコーディネート活動の環境整備として、事業体の

独立性の確保にむけた経済的安定と活動の質を担保する研修受講が重要であると考えられ

る。これまでの独立型社会福祉士に関する研修は、独立開業後のソーシャルワーク実践の

質担保に関する内容が中心であるといえ、今後は事業体の独立性確保に関する内容の充実

が求められる。また、コーディネート活動の基盤となるアドボカシー活動は、若年で経験

年数が豊富な独立型社会福祉士によって取り組まれていることから、30～40 代の独立開業

支援や独立開業後のフォローアップ体制の整備および社会福祉士賠償責任保険の補償内容

の見直しが必要といえる。 

 
付記 本研究は JSPS 科研費研究課題番号 17K04236 の成果である。 
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ショートステイ生活相談員の予約業務および稼働率管理の実態 

－ 短期入所生活介護事業所へのアンケート調査を通して－ 

○ 岡山県立大学  口村 淳（593） 

キーワード 3つ：ショートステイ、生活相談員、予約業務 

１．研 究 目 的 

 短期入所生活介護（以下、ショートステイと記す）には、利用希望日を予め押さえてお

くというホテル予約のような業務（以下、予約業務と記す）が存在する。一方で予約業務

は、施設の稼働率管理を考える上で重要な役割を果たしているとされる。予約業務を担当

する生活相談員には、利用者・家族のニーズと施設経営の両方の側面が求められると推察

される。そこで本研究では、ショートステイ生活相談員の予約業務および稼働率管理の実

態や課題について把握することを目的とした。 

 
２．研究の視点および方法 

 調査対象者は、Ａ県内の短期入所生活介護事業所全 239 ヵ所に勤務する生活相談員であ

る。各事業所に調査依頼書、自記式調査票、返送用封筒を郵送した。回収は個別に返送し

てもらう方法をとった。調査期間は 2022 年 7 月～8 月までの 2 ヵ月間とした。自記式調査

票は「A：回答者の属性に関する項目」「B：予約に関する項目」「C：稼働率に関する項目」

「D：生活相談員業務の悩みや困りごとに関する項目」から構成されている。「A」「B」「C」

は選択回答、「D」は自由記述で回答を求めた。分析方法について、「A」「B」「C」は単純集

計のほか、所属先の属性と稼働率に関する項目（平均稼働率、稼働率の目標値の有無、目

標値）の関連についてクロス集計を行った。「D」については、質的記述的分析を行った。 

 

３．倫理的配慮 

 本研究は、日本ソーシャルワーク学会研究倫理規定および日本ソーシャルワーク学会研

究倫理指針を遵守している。調査依頼書に研究目的と倫理的配慮（プライバシーの保護、

無記名であること、研究目的に限定した調査結果の使用、事業所や個人が特定されない形

での分析と公表、研究参加への自由意志の尊重、不参加への不利益がないこと）を明記し

た。データファイルの管理は、他者が閲覧できないように細心の注意を払った。調査票の

返送および回答をもって承諾いただいたこととした。本研究は「2022 年度 岡山県立大学

独創的研究助成費」を受けて実施したものであり、申請の際に倫理的配慮（人権の保護及

び法令の遵守）の項目を記入し、承認されている。なお、利益相反（COI）はない。 

 

４．研 究 結 果 

本研究では、調査票を送付した 239 事業所に所属する生活相談員のうち、121 名より返
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信があり、すべての調査票を分析に用いることができた（有効回答率 50。6％）。研究結果

を次の 5 点に整理して示す。 

①直近 3 カ月間の平均稼働率は「74％以下」が最も多く、7 割近くの事業所に稼働率の

目標値があることがわかった。目標値は「90～94％」に設定している事業所が最も多かっ

た。②直近 3 カ月間の平均稼働率の「90～100％」をみると、定員 10 床以下の事業所が

11 床以上の事業所の割合に比べ 2 倍近く高かった。③生活相談員の 9 割が予約受付の時点

で稼働率の維持・向上を意識しており、その対策として 9 割近くの生活相談員がケアマネ

ジャーに空き状況の発信を行っていた。④生活相談員の 6 割以上が稼働率管理の業務を負

担に感じており、その要因は「現場スタッフと管理者の板挟みになる」が最も多かった。

⑤自由記述の分析から、生活相談員の悩み（困りごと）の構造として、ショートステイの

【受入れ・調整】と事業所での【サービス提供】が相互に関連しており、それらは【業務

管理】と不可分の関係にあることがわかった（注１）。 

 
５．考 察 

研究結果を踏まえ、ショートステイの生活相談員が行う予約業務および稼働率管理の特

徴について考察する。第一に、予約受付の際に利用順位の決定にあたって考慮しているこ

とで「緊急性」が最上位にあげられていたことからも、生活相談員は予約業務では利用者

や家族のニーズを重視していることがうかがえる。また情報収集も間接的な方法にたよら

ず、利用者・家族に直接出会い、状況に応じてアウトリーチする方法をとっていることが

わかった。このことから、生活相談員にとって予約業務は単に希望日を調整する業務では

なく、相談援助の一環と捉えられており、柔軟かつ丁寧な対応が展開されているという特

徴が明らかになった。第二に、9 割の生活相談員が予約受付で稼働率の維持・向上を意識

しており、自らを稼働率管理を担う一員と認識していると同時に、組織からもその役割を

期待されている傾向がうかがえた。このことから、生活相談員は予約業務を相談援助の一

環と捉えている一方で、稼働率管理の手段としても捉えていることがわかる。生活相談員

が担う予約業務には、相談援助と稼働率管理の両方の側面がある特徴を見出すことができ

た。第三に、経営状況の厳しい事業所を中心に稼働率の高い目標値が定められていること

もあり、6 割以上の生活相談員が稼働率管理の業務を負担に感じていることがわかった。

対人援助とはかけ離れた経営的な業務への貢献が強く求められている点に生活相談員がジ

レンマに陥りやすい傾向があると考えられる。その一方で、利用者数を増やすことは現場

スタッフへの業務負担や現状で提供でき得るサービスの質にも影響を及ぼす。生活相談員

が働率管理に固執するあまり、多職種との板挟みの状態に陥る可能性を指摘することがで

きる。生活相談員が孤立しないために、稼働率管理の責任を生活相談員のみに帰するので

はなく、事業所としてのサポート体制が必要と考えられる。 

注 1：【 】はコード化した際のカテゴリーを示す。 
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「ソーシャルワーカー向け現象学研究ワークショップ」の方法 

－アクションリサーチによる研修モデル構築に向けて－ 

○ 川崎医療福祉大学  植田 嘉好子（会員番号 0950） 

 

キーワード：ソーシャルワーカー 現象学的研究 アクションリサーチ  

 
１．研 究 目 的 

本研究は「ソーシャルワーカーが現象学的研究を実践するための研修モデルの構築」に

向けて，「ソーシャルワーカー向け現象学研究ワークショップ」の方法を検討することを目

的としている．現象学的研究法は心理学や看護学，教育学等では一定程度用いられている

が，ソーシャルワークでは特に国内では僅かに散見されるのみである（植田 2018：1）． 

現象学とは認識の哲学原理であり，クライエントにとって疾病や障害，社会的抑圧がど

のように経験されているのかといった，人々の生きる上での意味を深く理解するための方

法論として援用される．海外の現象学によるソーシャルワーク研究をレビューしたところ，

クライエントの危機的な経験に対する実存的な理解に加え，その家族や他職種など異なる

価値を持つ人々との相互理解や合意形成の方法を探究し，ソーシャルワークの専門性を現

実経験から本質的に解明する役割を果たしていた（植田 2023：1）． 

現場のソーシャルワーカーが現象学的研究の方法を身に付け，事象（人々の経験や社会

課題）の理解を深めると同時に，自らの実践を客観的・批判的に振り返ることができれば，

個々のソーシャルワーカーの「一回性」の支援実践が科学的に積み上げられ，ソーシャル

ワークの学問としての発展にも寄与すると考えられる． 

 
２．研究の視点および方法 

 Padgett（2017）は『Qualitative Methods in Social Work Research』において 6 つの

質的研究法を紹介し，その一つに「Phenomenological Analysis（現象学的分析）」を挙げ

る．しかし，具体的な分析手順に乏しいため，Churchill（2022）『Essentials of Existential 

Phenomenological Research』並びに，佐久川他（2013）『質的研究のための現象学入門

―対人支援の意味をわかりたい人へ』を参照し，ワークショップの内容を構成する． 

 検証方法としては，アクションリサーチを採用する．この方法は「計画」「行動と観察」

「リフレクション」「評価」の 4 段階をらせん状に展開させ，課題解決を図るものである（岡

本他 2007：145）．本研究ではワークショップを計画・実施し，参加者の態度や言動を観察

し，各回終了後に参加者が記入するリフレクションシートを用いて評価を行う．現象学に

関する講義と事例分析の体験を通して，現場ソーシャルワーカーがどのように現象学を理

解し，応用していくのかを解明する． 
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３．倫理的配慮 

 本研究は川崎医療福祉大学倫理委員会の承認を得て実施し，匿名性を確保するなどプラ 

イバシーに配慮して実施する（承認番号 21-037）．本演題に関して開示すべき COI はない． 

 

４．研 究 結 果 

 「ソーシャルワーカー向け現象学的研究ワークショップ」は全 3 回，1 回あたり 3 時間

で，下記の方法を考案した．各回は 1 か月程度間隔を空け，課題に取り組めるようにする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本ワークショップの特徴は，現象学的研究の方法や研究例を示すだけでなく，実際に参

加者が持参した事例を用いて実践的に分析を体験する点が挙げられる．これは筆者自身が

様々なテキストを読むだけでは，現象学的方法の修得が困難であった経験に基づく． 

また分析を行う際には，グループワークや発表を行い，そのフィードバックをもとに再

分析し，さらに発表するというプロセスを取り入れた．現象学は実践者自身の認識方法を

転換させ，支援の対象をあるがままに理解するための方法であるが，自身の価値観や対象

に対する暗黙の捉え方を自覚するためには，他者から自身の理解を問い直され，批判的に

吟味する場が求められるからである． 

さらに 1 回目の講義内容には，現象学の認識原理だけでなく，それに付随する実存論及

び言語論の概要も含めた．他の質的研究法と比較して，解釈の度合いが深い研究法であり，

特に「人々の生の在り様」や「関係性における言葉の意味」の理解は不可欠となる．分析

の根拠を「生」の構造から明らかにし，解釈の妥当性を高めることを目指す． 

 
５．考 察 

 本ワークショップの計画において，現象学的研究の目的や方法，実践の仕方は盛り込ま

れているが，そもそもこの研究法にはどのような事象が適しているのかが明確でないと考

えられた．また事例検討における倫理的配慮も具体的に提示することが課題である．各種

シートもアクションリサーチの評価に必要十分な内容か，さらなる精査が必要である． 

※本研究は，JSPS 科研費 21K01989 の助成を受けて実施した研究成果の一部である． 

1 回目: 

①ワークショップの趣旨の説明（10 分） 

②参加者自己紹介（10 分） 

氏名，所属，今回参加した理由 

③現象学的研究とは(目的，位置付け， 

現象学の主要概念)（60 分） 

―休憩―（10 分） 

④現象学的分析の例（20 分） 

⑤「実存」とは（15 分） 

⑥「言葉」とは（15 分） 

⑦今日の学びについてのディスカッション 

⑧リフレクションシート記入 

→次回までの課題：自分の取り上げたい

事例（場面や発言）を記述してくる 

2 回目: 

①前回の復習と本日の流れ（10 分） 

②グループ内で事例の紹介（20 分） 

→現象学的に分析してみたい事例をグ

ループで一つ選ぶ 

③分析の手順の説明（15 分） 

④グループでワークシートを用いて分析

（20 分） 

―休憩―（10 分） 

⑤各グループより発表（40 分） 

⑥植田よりコメントと解説（20 分） 

⑦リフレクションシート記入（10 分） 

→次回までの課題:自分の事例で分析し

てくる(一週間前までにメール提出) 

3 回目: 

①自分の事例での分析をグループ内

で発表（30 分） 

②グループ内 で各 事 例 へのフィード

バック及び質問の抽出（15 分） 

③植田から修正点アドバイス（30 分） 

―休憩―（10 分） 

④各自で分析をブラッシュアップ（ワー

クシート上で修正）（15 分） 

⑤再分析をグループ内で発表（30 分）

⑥植田より総括（15 分） 

→今 後 への活 かし方 (職 場 での事 例

研究，学術雑誌への投稿など) 

⑦リフレクションシート記入（10 分） 
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（ ）の理念に基づいた就労移行支援事業所における実践

―障害者雇用を取り巻く社会的抑圧に対するソーシャルアクションに関する研究―

株式会社 パートナーズ 鈴木美乃里（ ）

キーワード： ・就労移行支援・  

１．研 究 目 的

就労移行支援事業所において「配慮を得るには障害者手帳を取得して就職しなくてはな

らない」と伝えたり、言葉の裏にある意味を読むのが苦手な利用者に何度も面接練習を行

ったりすることがある。「障害は社会の側にある」と考える障害の社会モデルは、 年

に国連総会において採択された「障害者の権利に関する条約」に示されている。障害のあ

る人が「社会に参加しづらい」と感じている時、私たちは利用者個人の側ではなく、社会

の側を変えるための支援をしなくてはならないのではないか。 年代後半のイギリスで

生まれ、その後カナダ、オーストラリアでも根付いてきた （以

下 ）は「まず当事者の立場から理解し、問題を抑圧という視点で構造的に分析するこ

とで、複数のレベルから解決に向けてアプローチする、というソーシャルワーク実践理論

と実践法である」（坂本 ）。 は「抑圧」を「個人やグループの所属を理由に不

当な行為（個人の行動、社会的な政策など）が行われること」と捉える。坂本（ ）は

への批判の つに「マニュアル化には理念的に相容れない であるがゆえに、特に

初心者にとっては、実践方法が具体的でなく、どこから手をつけて良いかわからないかも

しれない」ことを挙げる。鎌田（ ）は「仲間を集め、その輪を広げ、多くの人々が共

に行動することで社会変化を起こすこと」などと定義される （以下

）の実践を、パブリック・ナラティブ、関係構築、チーム構築、戦略作り、アクション

の つのステップで整理している。社会的弱者といわれる人たちをエンパワメントし社会

構造を変化させることを目的とする点で類似する を参考に の実践ができるのではな

いか。そこで本研究では、就労移行支援事業所において の考え方に基づき、 の実践

ステップを参考に行った支援・起こしたアクションを整理し、今後の就労移行支援事業所

におけるソーシャルアクションの可能性を考察することを目的とする。

２．研究の視点および方法

① 年 月～ 年 月に毎月 回行った支援者間ワークショップ、② 年 月に

行った利用者向けプログラム、③ 年 月に行った企業・利用者向けイベント、④日々

の業務の中で随時行った企業との条件交渉について実践を振り返り、①～③については参

加者アンケートの回答内容を分析した。①は全ての取り組みが終了した 年 月に振り

返りを行い、後日同意を得た 名について分析を行った。②③は当日にアンケート記入の

依頼を行い、後日同意を得た、②の 名、③は障害者雇用における雇用者・被雇用者でな

い支援者を除き、利用者と卒業生の計 名、企業担当者 名について分析を行った。
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３．倫理的配慮

本抄録は「日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程」及び「日本ソーシャルワーク学会

研究倫理指針」にもとづいて作成している。また、 倫理委員会へ本研究の発表に

ついて申請し承認を得た（審査結果：承認，承認年月日： 年 月 日，審査番号： ）。

４．研 究 結 果

アンケートの記述内容に大谷（ ）の質的データ分析手法 （

）を用いて、生成された構成概念を記述した。①の支援者間ワークショップ

では、〈自分自身と抑圧の関係性の実感〉、〈社会側への働きかけの経験を得られた実感〉、

〈支援での介入対象を考察する視点の変化〉等が生まれた。②の利用者向けプログラムで

は、〈抑圧の存在が当然としての認識や、社会常識としての抑圧の内在化による変化の可能

性の無自覚〉、〈抑圧の内在化に対する諦めと社会を変えることへの無力感〉を抱く方もい

た。また〈抑圧からの解放や現状改善の願望〉を抱く方がいたと同時に〈抑圧に対して今

後の自分の行動を選択する判断の難しさ〉を感じる方や〈抑圧により被る不利益への自己

対処法の検討〉をする方がいた。③の企業・利用者向けイベントにおいて利用者と卒業生

は、〈自身が組み込まれている問題の構造的理解の契機〉となり〈相互理解の必要性の実感〉

を抱く方がいた。また〈他者に意見を伝えられたことの喜び〉を感じた方もいた。企業担

当者は、〈抑圧という新しい視点を得たことによる視野の広がりの実感〉に留まらず〈自身

の言動の省察〉をした方や、〈当事者の意見を聞けたことへの喜び〉、〈対話を通じた状況を

変えることへの意志〉を表明した方もいた。④の日々の業務の中での企業への交渉では、

就職活動における面接の方法を企業と相談し工夫した結果、 名が内定に繋がった。また、

企業に対し求人に「正社員登用あり」の条件を入れて作成する助言を行い、実際にその求

人について 名が内定に繋がった。さらに、条件面の改善を要望したり昇給状況や査定結

果を確認したりしたことで、 社の会社全体のベース給与のアップ、 名の昇給に繋がった。

５．考 察

就労移行支援事業所が に基づいた実践に取り組むことで、当事者中心の支援や障害

者雇用の在り方を確立できる可能性が示唆された。今後は支援者が自身の抑圧・特権に気

づくことから始め、身近に起こせるソーシャルアクションを継続する方法を検討したい。

引用・参考文献

鎌田華乃子 コミュニティ・オーガナイジング―ほしい未来をみんなで創る つの

ステップ 英治出版

大谷尚 質的研究の考え方―研究方法論から による分析まで 名古屋大学出

版会

坂本いづみ・茨木尚子・竹端寛・二木泉・市川ヴィヴェカ 脱「いい子」のソーシ

ャルワーク 現代書館

＊＊ 開示：著者は、株式会社 パートナーズに雇用され給与を受け取っている。
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主任相談支援専門員による相談支援専門員の人材育成に関する研究

－地域課題解決に向けた相模原モデルの相談支援専門員研修実施から－

○ 社会福祉法人相模原市社会福祉事業団（会員番号 ）小林 麻衣子

北澤 和美（社会福祉法人相模原市社会福祉事業団・会員番号 ）

相談支援専門員，ソーシャルワーク，人材育成 

１．研 究 目 的

本研究は，主任相談支援専門員が実施する相模原モデルの相談支援専門員研修〔グループ

スーパービジョンと地域課題検討演習の一体型研修〕が，相談支援専門員のソーシャルワー

ク実践における地域課題の解決に向けた実践力を向上させるのかを実証的に明らかにする． 

２．研究の視点および方法

（１）研究の視点  

相 模原 市 内 で 実 施し て き た

GSV 後の地域課題検討の場で使

用した地域課題整理シート（改訂

版）は，ソーシャルワーカーが必

要とされる地域課題解決に向けた

主体的な行動の促進に一定の効果

がある（１）．地域課題整理シート

（改訂版）図 は，個別支援にお

ける課題が，ミクロ，メゾ，マクロの各視点の実践を網羅しソーシャルワーク業務として

展開していくことを一枚のシートで概観することができるものである（２）．

本研究では，グループスーパービジョン（以下 GSV）と，地域課題整理シート（改訂版）

を活用した演習を一体型研修として企画し，主任相談支援専門員が行う人材育成として実

施することにより，相談支援専門員がソーシャルワークの知識理解だけでなく，ミクロ，

メゾ，マクロの各実践を網羅した実践力が研修を通じて向上することを視点とする．  

（２）研究方法  

本研究の対象者は，相模原市以外の地域であるＡ県の 3 町合同での研修会において実施

した相模原モデルの相談支援専門員研修参加者の相談支援専門員 6 名とした．2023 年 12

月 22 日に研修を実施し，参加した 6 名のアンケート結果について，佐藤（2008）（３）の質

的データ分析法を参考に分析した．  

① 実施した研修内容  

● 講師：主任相談支援専門員 2 名（講師 B，C） 

● 内容：全体時間 2 時間 30 分（休憩 10 分含む）  

ア 全体講義（GSV と地域課題整理シート）  40 分 
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イ GSV（ファシリテーター：講師 B，模擬事例提出：講師 C） 60 分 

ウ 地域課題整理シートを用いた演習（講師 B，C） 40 分  

② アンケートの内容

３．倫理的配慮

日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程を遵守し，本研究について対象者に説明した．

本アンケート回答を以て同意を得ることの説明をし，個人が特定されないよう留意した．

なお，報告者には，開示すべき 関係事項はない

４．研 究 結 果

アンケートの自由記述を分析し，

抽出された主なカテゴリーは表１の

通りである．  

５．考 察

ＧＳＶの経験による学びは，先行

研究で小松尾（2012）（４）が，参加

者自身の振り返りや気づきを上げて

いる．同様に【自身の振り返り】や

【他者からの意見による気づき】な

どがあげられた．地域課題整理シー

ト（改訂版）に関することについては，【シートのわかりやすさ】や，【他職種での視点の

共有や具体的な方針の立案】による【課題解決力の向上】を感じられたことがわかった．

相模原モデルの相談支援専門員研修については，【ソーシャルワークの一連の流れが収斂さ

れた学び】であることや，【思考と方向性の共有によるチーム力の向上】が図られること，

【地域課題の取組み方法の学びとさらなる期待】があげられ，ソーシャルワーク実践にお

ける地域課題の取組みが，様々な地域の支援者とともに検討する経験を通してチーム力向

上を感じ，より実践的な学びとなることがわかった．  

本研究により，相模原モデルの相談支援専門員研修の受講は，相談支援専門員がミクロ，

メゾ，マクロの各実践を網羅したソーシャルワーク実践における地域課題の解決に向けた

実践力を向上させる可能性を示唆すると考えられた．  
参考文献  
(1) (2) 小林麻衣子・北澤和美（2021）「基幹相談支援センターにおける地域を基盤としたソ

ーシャルワーカーの人材育成  : GSV(相模原モデル)と地域課題整理シート(改訂版)を活用
した取り組み」『社会福祉士』（28），P78-84. 

(3)佐藤郁也（2008）『質的データ分析法―原理・方法・実践』新曜社 . 
(4)小松尾京子（2012）「グループスーパービジョン経験者の変化のプロセスと要因に関する研

究‐成長を支える視点から‐」『日本福祉大学社会福祉論集』（126）P91-105． 

ア GSV 参加経験 イ GSV の感想 ウ GSV の参加継続意向 エ 地域課題整理シート

の感想 オ 地域課題整理シート活用した演習 カ 相模原モデル相談支援専門員研

修の感想 キ その他自由意見  

表 相模原モデルの相談支援専門員研修アンケートから抽出されたカテゴリー

主な質問内容 抽出されたカテゴリー

GSVの構造化された研修の良さ

ファシリテーターに要する力量

他者からの意見による気づき

自身の支援の振り返り

地域の支援者で共に考えることの効果

地方の困難事例の少なさ

シートのわかりやすさ

ミクロ、メゾ、マクロ視点を網羅

他職種での視点の共有と具体的な方針の立案

課題解決力の向上

シートの活用経験とSVの必要性

ソーシャルワークの一連の流れが収れんされた学び

思考と方向性の共有によるチーム力の向上

地域課題への取組み方法の学びとさらなる期待

GSVに関すること

地域課題整理シート（改訂版）に関すること

相模原モデルの相談支援専門員研修に関
すること
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社協職員による外国人支援・協働実践に関する予備的検討 

－「文化的コンピテンス」に着目した実証研究に向けて－ 

○ 東京都立大学大学院 博士後期課程  氏名 岸本 尚大（0995） 

菅野 花恵（米国バルドスタ州立大学・0740） 

和気 純子（東京都立大学・0537） 

キーワード 3つ：社会福祉協議会 外国人支援・協働実践 文化的コンピテンス 

 

１．研 究 目 的 

我が国では、近年地域の生活者としての在留外国人（以下「外国人」）との共生が目指さ

れており、多様な文化的背景に対応した SW 実践への期待は大きい（石河 2020）。地域福

祉の実践・推進の中核を担うとされる社会福祉協議会（以下「社協」）においても、コロナ

禍による生活課題の表面化を契機に外国人との接点が増えたことで、外国人支援・協働実践

の充実に向けた気運が高まりつつある（全社協 2020）。一方で、現場では実践経験やノウハ

ウの不十分さがゆえに戸惑いや混乱も生じており、実践能力の現状やその獲得・発揮にかか

る諸要因を構造的に把握し、資質向上に向けた方策を検討することが求められている。外国

人をはじめ多様な文化的背景に対応した SW 実践を検討する上で、近年着目されているのが

「文化的コンピテンス」である（武田 2016 など）。SW 領域ではアメリカやイギリス、カ

ナダ、オーストラリアを中心に文化的コンピテンスに基づく実践や研究・教育の推進が行わ

れてきたが、日本ではさらなる展開が期待される萌芽的な段階にある。本研究は、今後社協

職員による外国人支援・協働実践の現状と課題を文化的コンピテンスの観点から実証的に検

証するための予備的検討と位置づけ、社協職員を含めた「SW 専門職」の役割・機能に焦点を

当てながら、外国人支援及び文化的コンピテンスに関する先行研究の到達点と課題を整理す

ることを研究目的とする。ここでの「SW 専門職」とは、国籍やルーツを問わず様々な社会的・

文化的背景を有するクライエントに接する SW 専門職を指すことにする。 
２．研究の視点および方法 

本研究は文献研究である。第一に、外国人支援及び文化的コンピテンスに関する国内の研

究動向を確認するために、論文検索システム「CiNii Research」で文献収集を行った。検索

にあたっては、社協や SW 全般に関するキーワード（「社会福祉協議会 OR 社協」、「ソーシ

ャルワーク OR 社会福祉 OR 地域福祉」）と、外国人支援に関するキーワード「外国 OR 多

文化 OR 国籍 OR トランスナショナル」、また文化的コンピテンスに関するキーワード「文

化的コンピテンス OR カルチュラル・コンピテンス OR カルチュラルコンピテンス」を、そ

れぞれ AND 検索した。検索した文献のうち、社協職員を含め「SW 専門職」の役割・機能に

言及していること、学術的な文献であること、2000 年以降の文献であることを選定条件と

した。また、選定した文献の中で言及されていた重要な文献も分析対象とした。第二に、今

後の実証研究の実施に向けて、SW 領域で文化的コンピテンスの分析を行った海外の主要な

先行研究についても、量的・質的調査を行った文献を中心に整理した。 
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３．倫理的配慮 

 本研究は日本ソーシャルワーク学会研究倫理規定及び同研究倫理指針を遵守している。ま

た、東京都立大学南大沢キャンパス研究安全倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号

H5-178）。なお、報告者に開示すべき COI 関係事項はない。 

４．研 究 結 果 

(1)「外国人支援」に関する文献レビュー  

社協に焦点化した文献はごく僅かに留まることから、「SW 専門職」の役割・機能に言及

した文献の分析を中心的に行った。先行研究では、アメリカやイギリス、カナダ、オースト

ラリアなどの文献や実践事例を参照しながら、「SW 専門職」が持つべきスキルや視点が広

く示され、文化的コンピテンスの議論を下敷きにしたものも一定見受けられた。一方で、「SW
専門職」の外国人支援への協力や介入の消極性、支援者による社会的排除の側面など、支援

者の実践能力を取り巻く課題を事例的に指摘する先行研究もみられた。こうした課題を受け

て、「SW 実践者」を対象とした研修を実施する重要性が多くの文献で指摘されていた。 
(2)-1「文化的コンピテンス」全体に関する文献レビュー 

 先行研究は、外国人支援の文脈にウェイトを置いた文献が大半を占めていた。また、Sue
や Lum などの代表的な研究者、もしくは NASW や CSWE などのアメリカの職能・教育団

体の枠組みに基づく理論研究も多くみられた。社協実践に関連する文献には、メゾレベルの

実践に焦点化したもの、コミュニティソーシャルワーク機能に着目したものなどがみられた。 
(2)-2「文化的コンピテンス」の計量分析に関する文献レビュー 

 SW 領域の国内の主要な文献では、学生を対象に Lum の「ソーシャルワークにおける文

化的な力量の自己アセスメント・テスト」の和訳版の作成を試みたヴィラーグ（2018）が挙

げられた。国外の文献では、統計学的な信頼性・妥当性をもって因子構造が確認された尺度

がいくつか見られたが、いずれも個別性・専門性の高い領域を想定した尺度であった。 
５．考 察 

 国内の文献においても、「SW 支援者」に関する理論的・事例的検討は一定確認されたが、

実践者の外国人支援能力、文化的コンピテンスの実態を明らかにした実証研究は管見の限り

ほとんどみられなかった。文化的コンピテンスの議論を国内の実情に引き付け、研修企画な

ど効果的かつ具体的な方策を検討するには、実証的な研究が必要な段階にあるといえよう。

国外で開発された尺度は個別性・専門性が高いことに加え、日本の実践者にうまく馴染まな

い表現も多く、今後はより日本の SWr の実情を反映させた尺度開発が必要である。社協職員

の文化的コンピテンスを評価するにあたっては、国内外の先行研究でよく引用されていたア

メリカの SW 職能団体の NASW（2015）の「基準と指標」が参考になると考えられる。 
 
参考文献 

石河久美子（2020）「変容する外国人の現状と多文化ソーシャルワーク」『ソーシャルワーク研究』46（1）, 5-16. 

武田丈（2016）「多様性の尊重とソーシャルワーク : 人権を基盤とするアプローチ」『ソーシャルワーク研究』42（2）, 73-86. 

全国社会福祉協議会（2020）『「コロナ特例貸付からみえる生活困窮者支援のあり方に関する検討会」報告書』. 

ヴィラーグ・ヴィクトル（2018）「多様性時代のソーシャルワーク ―外国人等支援の専門職教育プログラム―」中央法規. 

NASW（2015）Standards and Indicators for Cultural Competence in Social Work Practice.  
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福祉を学ぶ外国人生徒の地域理解とエンパワメント 

－フォトボイスから地域共生社会実現に向けたソーシャルワーク・アプローチの展開へ－ 

○ 関西学院大学  安藤 幸（会員番号 1024） 

 

キーワード：フォトボイス エンパワメント 地域共生社会 

１．研 究 目 的 

  本研究の目的は、福祉を学ぶ外国人生徒の地域理解とエンパワメントを促進するフォト

ボイスの実践の考察から、地域共生社会の実現に向けた新たなソーシャルワーク・アプロ

ーチを提案することにある。フォトボイスは、参加者自らが撮影する写真（フォト）とそ

の写真に関する自らの語り（ボイス）から成る作品の作成をとおして、当事者の声を表出

させ、社会変革を促すアクションリサーチの手法である（武田 2014）。本研究では、外国

人生徒のフォトボイス作品の分析から得た知見をもとに、多様な他者の視点や語りを包摂

する地域共生社会実現に向けたソーシャルワーク・アプローチの展開を検討する。 

 
２．研究の視点および方法 

本研究が対象とするのは、記紀をはじめとする多くの文献に登場する歴史文化資源に恵

まれ、高原に立地する自然環境豊かな地域特性を持ちながら、県全体でも最も早いスピー

ドで少子高齢・過疎化が進んでいる近畿地方のとある地域である。数年前この地域の高等

学校に専攻科が新設され、今では日本人と外国人の生徒がともに介護福祉を学んでいる。

外国人生徒の多くは地域外の居住地から通学しており、地域内の施設で実習やアルバイト

をしているものの、この地域に馴染みがないことが課題であった。 

介護の専門職には、利用者の生活を支える地域の理解が求められている。そと者の地域

の理解は、地域住民との関係性構築にも影響するとされる（敷田ら 2023）。専攻科のカリ

キュラムには、地域生活について考える科目がある。しかし、日本語を勉強中の外国人生

徒にとって、言語だけに頼ることはハードルが高い。そこで、自分が見たものを写真に撮

り、感じたことを自由に語るフォトボイスは、生徒の地域理解とエンパワメントを促進す

る有効な手段であると考えられた。 

2022 年度と 2023 年度それぞれ合計 6 回の授業のなかで「わたしたちの暮らす地域」を

テーマにフォトボイスを実践し、同校専攻科の全生徒が参加した。フォトボイスは主に 5

つのステージから構成された。第 1 ステージでは、写真を「読む」練習と、自らが撮影し

た写真を他者と共有することに慣れた。第 2 ステージでは、テーマについて説明し、生徒

らが写真撮影を進め、撮影・印刷した写真を持ち寄った。第 3 ステージでは、写真に表題

と説明文をつけて整理・選択し、一般展示に向けて準備をした。第 4 ステージでは、フォ

トボイス作品の一般展示（同校の文化祭、同市のお祭り、市の協力のもと市役所で約 1 ヶ
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月間の展示）を行った。第 5 ステージでは、フォトボイス全体の振り返りを行った。 

本研究では、フォトボイスの実践で作成された 59 作品のなかから、外国人生徒による合

計 51 作品を質的に分析・考察した。 

 

３．倫理的配慮 

 本研究は、関西学院大学人を対象とする行動学系研究倫理委員会の審査を受けている。

本研究の発表は、日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程と指針にもとづいて行う。具体

的には、フォトボイス作品をデータとして全体的に分析し、当該地域や個人が特定される

ことがないように配慮する。なお、本研究における利益相反の状況はない。 

 

４．研 究 結 果 

質的分析の結果、5 つのカテゴリーが抽出された。「学校生活」では、外国人生徒にとっ

て学校は地域生活の中心であることが明らかになった。「通学・通勤」では、最寄り駅、そ

こからの通学路には、繰り返される日々のなかにある思いが表れた。「自然・景色」では、

地域の豊かな自然は生徒にとって元気の源であり、心が安らぐものであることがわかった。

「日々の出来事」では、日々の生活で、四季を感じ、時の流れを実感し、友人や教員と過

ごす時間があり、将来を展望していることが見出された。「地域の特性」では、地域をあら

ためて観察して発見した驚きや楽しさが記されていた。  

 
５．考 察 

フォトボイスは、地域生活者としての生徒の思いを可

視化し、生徒自らの声に力を持たせ、地域に暮らす多様

な背景を持つ人々の存在を明らかにする。地域共生社会

の実現には、地域を共にする者同士の相互関係性が不可

欠である。他者の視点や思いに触れることで、地域住民

が地域をあらためて考えるきっかけとなり、地域の共創につながりうる（図 1）。 

本研究の結果は、フォトボイスを地域に関わる人々の関係性を調整するツールとして用

いることにより、地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーク・アプローチとして展開

できることを示唆している。今後の課題として、フォトボイス作品を見た地域住民の声を

集めて生徒に還元し、地域に向ける視線を交差させることがあげられる。  

 

６．主な参考文献 

敷田麻実ら編（2023）『移動縁が変える地域社会―関係人口を超えて』水曜社 . 

武田 丈（2014）「フォトボイスによるコミュニティのニーズ把握、アドボカシー活動、そ

してエンパワメント」『コミュニティ心理学研究』18(1), 3-20.  
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中国のソーシャルワーク実践における文化的課題に関する検討 

－ソーシャルワーカーへのインタビューを通して－ 

同志社大学博士後期課程  黄 慧娟 （会員番号 1023） 

キーワード 3つ：文化、中国、ソーシャルワーク実践 

 

１．研 究 目 的 

 中国ではソーシャルワークの実践への展開がなかなか順調ではない現状がある。その中、

中国のソーシャルワーク実践にあたって文化的課題が生じていることが指摘されてきた

（王思斌 2001；李賀・馬文静 2023 など）。「文化的課題」とは、要するにソーシャルワー

クのアプローチモデルや手法などは、欧米の文化及び欧米人の生活に基づき作られたもの

であるため、中国人の支援にうまく適用できていないことを指している。また先行文献か

らは、「中国人の生き方」及び「中国人の人間関係の特徴」などにより、「『個』に焦点を当

てる支援にクライエントからの抵抗がある」、「専門的な援助関係が保たれにくい」、「クラ

イエントへのアプローチがしにくい」について現場が課題を抱えていることが指摘された

（馮浩 2015；杜平 2020；王藍瑤 2023 など）。 

本研究は、中国の実践現場で働くソーシャルワーカーへのインタビューを通して、彼ら

が実際の援助活動における工夫や悩みを明らかにすることにより、中国のソーシャルワー

ク実践における文化的課題を検討する。 

 
２．研究の視点および方法 

（1）研究の視点 

 中国のソーシャルワーカーの思いや悩み聞き取ることを通して、中国のソーシャルワー

ク実践上の文化的課題を考察する。 

（2）研究の方法 

 インタビュー調査を用いる。2023 年 8 月に中国・上海市、深圳市、東営市における計 18

名のソーシャルワーカーに対して半構造化グループ・インタビューを実施した。 

グループ・インタビューの対象：①上海市 A ソーシャルワーク事務所に所属するソーシ

ャルワーカー2 名；②上海市 B 病院に所属する医療ソーシャルワーカー4 名；③上海市 C

老人ホームに所属するソーシャルワーカー5 名；④深圳市 D ソーシャルワークサービスセ

ンターに所属するソーシャルワーカー3 名； ⑤東営市 E ソーシャルワークサービスセンタ

ーに所属するソーシャルワーカー4 名。 

主な質問項目：①支援対象者とのかかわりにおいて悩んでいること。それに対する理解

と対応。②支援対象者との関わりにおいて大事にしていること。③学んだソーシャルワー

クの理論や技術と実践との間に感じたズレや矛盾。 
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３．倫理的配慮 

 本調査研究は、同志社大学における社会学部・社会学研究科 人を対象とする研究の倫

理審査委員会の承認を得て（申請番号 2023_0001）、日本ソーシャルワーク学会研究倫理指

針を遵守して実施した。調査対象者に対して、口頭及び文書にて説明し同意を得た。また

本研究について開示すべき利益相反（���）はない。 

 

４．研 究 結 果 

現場のソーシャルワーカーは①職場での人間関係への配慮により、クライエントに対す

る支援のあり方も理論通りにならなく、より慎重的に扱っていることが見られる。②クラ

イエントの遠回しの態度をとるため、本当のニーズを把握することにソーシャルワーカー

は工夫を必要としている。③クライエントは見知らぬソーシャルワーカーに対する抵抗が

あり、ソーシャルワーカーはクライエントとの信頼関係の構築に工夫をかけている。④ク

ライエントはワーカーのメンツを配慮し、他人ともめることを恐れるため、クライエント

との信頼関係を構築することが大事であるとワーカーが思う。⑤クライエントは契約関係

にあまり馴染みがないため、ソーシャルワーカーは進め方に悩んでいる。 

 

５．考 察 

 中国人は「社会」というより「圈子(circle)」(輪)の中心に生きる存在であると費孝通

（=2019）は指摘した。「各個人は一人一人が、自らの社会的な影響によって生み出した『圈

子(circle)』(輪)の中心となる。そしてその『圈子(circle)』(輪)の波紋が及ぶ所に『関

係(グアンシー)』(つながり)が発生する」(費孝通=2019:68)。こうした中国人の生き方、

日常生活のあり方を踏まえつつ、ソーシャルワーク実践上の文化的課題を検討する必要が

あると考える。 

参考文献 

馮浩（2015）「案主自决原則在華人社会中的実践困境」『華東理工大学学報（社會科学版）』

2015,30(04),1-11. 

王思斌（2001）「試論我国社会工作的本土化」『浙江学刊』2,56-61. 

李賀・馬文静（2023）「汲取、融通、嵌入——中国社会工作倫理本土化路経選択」『太原城市

職業技術学院学報』12，47-49. 

杜平（2020）「専業关系的情境化建构：基于“讓我們做朋友-河北”的个案分析」『社会建

設』2020,7(06),42-53. 

王藍瑤（2023）「文化模式理論視角下困境儿童社会工作本土化困境与路径研究——以 X 机构

的実践為例」吉林大学大学院哲学社会学院 2023 年度修士論文. 

費孝通(2012)『郷土中国』北京大学出版社（初出は 1948 年）. (=2019,西澤治彦訳『郷土

中国』風響社.) 

（COI）
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ソーシャルワーカーの政治参加に関する文献研究 

－欧米諸国ソーシャルワーカーを中心に－ 

○ 東京工業大学  章琦（会員番号 1071） 

 

キーワード：欧米ソーシャルワーカー、ソーシャルワーク学生、政治参加 

１．研 究 目 的 

近年、欧米諸国では新自由主義の台頭により、政府は社会福祉支出を削減し、自己責任

や準市場的な社会サービス提供システムを強調しており、その結果、すでに社会的排除を

経験している周縁化された人達は、社会福祉に関する政策からますます排除されるように

なっている。他の専門職とは異なり、ソーシャルワーク専門職の倫理綱領は、ソーシャル

ワーカーが政治活動に積極的に関与し、政治などのマクロな視点からソーシャルワークに

とってより専門的価値のある政策形成に努め、最終的には社会正義の推進という専門職の

使命を達成することを求めている。 

欧米諸国とは異なり、日本ではソーシャルワーカーの政治参加に関する研究テーマは十

分な注目を受けていない。日本ソーシャルワーカーは主にミクロなケースワークに焦点を

当てており、マクロな実践と呼ばれるのはソーシャルアクションである。しかし、これら

の研究はソーシャルアクションを社会福祉士の介入手段として捉えているが、市民として

の政治参加権利と行動を持っていることを無視している。日本ソーシャルワーカーの政治

参加者に関する学術的な領域には依然として大きなギャップが存在している。 

しかし、1990 年代に入ってから、欧米のソーシャルワーク学界では、 ソーシャルワー

カーの政治参加に関する研究が数多く蓄積されてきた。そこで本研究では、欧米における

ソーシャルワーカーの政治参加に関する既存文献を調査し、現段階におけるソーシャルワ

ーカーの政治参加の研究の研究成果や特徴、影響要因を探ることを試みる。最終的には、

日本、さらにはアジアにおけるソーシャルワーカーのマクロのアプローチの参考となる。 

２．研究の視点および方法 

今のソーシャルワーカーの政治活動に関して、主に「政治参加」や「政治活動」という

２つの視点が存在している。故に、本研究は主に「政策実践」と「政治参加」という 2 つ

の視点から構成された。 

「政策実践」の視点とは、政策について、ソーシャルワーカーが専門的な手法利用し、

政策の変更に影響を与える。この定義は、政策実践と一般市民の政治参加を区別し、ソー

シャルワーカーが政策に影響を与える行動を社会福祉の専門的な実践方法と見なしている。

この概念はますます多くの政策活動を政策実践と見なしているが、この概念は専門分野と

一般市民の政治活動の境界を曖昧にしている。 

「政治参加」の視点とは、ソーシャルワーカーの政治活動は基本的に市民の政治活動と
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区別がなく、ソーシャルワーカーが政治活動を行う際に、それがソーシャルワーカーとし

てのアイデンティティに基づくものなのか、一般市民としてのアイデンティティに基づく

ものなのかを区別することが難しいとされている。 

そこで、本研究では、Google Scholar をはじめとする文献プラットフォームを用いて、

ソーシャルワーカーに関する先行研究をメインキーワードとして、「政治参加（Political 

participation）」、「政策実践（Policy practice）」、「市民参画（Civic engagement）」、「政

治参画（Political engagement）」などのキーワードとともに検索を行った。1980 年代か

ら 2023 年 12 月までの先行研究を検索し、具体的な先行研究を入手して、欧米のソーシャ

ルワーカーによる政治参加研究のこれまでの展開を分析するために文献研究を行った。 

３．倫理的配慮 

本研究において原文に言及する引用はすべて詳細に引用した。本研究では、著作権侵害

の防止に対して十分な倫理的配慮を行った上で、日本ソーシャルワーク学会研究倫理規

程に厳守した。本報告について開示すべき利益相反（COI）はない。 

４．研 究 結 果 

欧米の研究によると、ソーシャルワーカーの政治参加に関する主要な研究領域は、ソー

シャルワーク学生の政治への関与、市民としてのソーシャルワーカーの政治参加、そして

専門職としてのソーシャルワーカーによる政策実践である。これらの研究によれば、ソー

シャルワーカーとしての市民としての政治参加は、多くの影響因子に関連しており、性別

や職種、そして政治的有効性の感覚などが指摘さている。さらに、成人後の政治参加には、

幼少期に親が政治問題について議論をするのを目撃したかどうかという要素も影響を及ぼ

すことが示されている。欧米のソーシャルワーカーの政治参加は主に投票に基づくものだ

が、選挙に出るような直接な政治参加が行われるケースも多数存在している。この他、政

策実践においては、ソーシャルワーカーは穏やかなアプローチを取るため、政治家と協力

して政策環境を変革しようとする傾向がある。また、ソーシャルワーク学生の政治的関与

に関する研究では、彼らが主に SNS を通じて政治的意見を表明する傾向が強く、その際

に教育が重要な役割を果たしていることが示されている。 

５．考 察 

欧米のソーシャルワーク研究では、マクロレベルでの政治参加の取り組みが、専門職支

援の重要な側面として認識され、専門教育の一環として積極的に取り入れる動きが見られ

る。特に新自由主義が台頭し、社会福祉支出が削減されている現在、ソーシャルワーカー

の政治レベルでの影響力は極めて重要である。しかし、アジア地域では、このような動き

はまだ比較的少ない状況である。日本では、社会福祉の従事者が政治家になるケースはあ

るものの、ソーシャルワーカーの政治参加に関する学術的研究は不足している。この分野

の研究が、日本におけるソーシャルワーク研究の新たな方向性を切り拓き、最終的には、

社会的排除された人々を支援し、政治や政策に変化をもたらすための一助となるだろう。 
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アメリカのソーシャルワーカーが経験するクライエントバイオレンス 

安全な職場環境を構築するために 

米国バルドスタ州立大学  氏名 菅野花恵（0740） 

キーワード：クライエントバイオレンス、ソーシャルワーカー、アメリカ 

１．研 究 目 的 

ソーシャルワーカーが、クライエントやその家族・関係者から受ける暴力について、ア

メリカでは、「クライエントバイオレンス」(Client Violence,以下「CV」と略記)と表記さ

れ、その実態調査が、1980 年代以降に実施されてきた（Schultz 1987）。精神保健福祉、

司法福祉、アルコールや薬物依存症、児童・家庭福祉、女性福祉、シェルターや施設等の

現場で、CV の実態が報告され、その発生要因や予防対策に関する分析や考察が行われてき

た (Radley & Wilke 2021 等)。「クライエントバイオレンス」という用語が、アメリカの

ソーシャルワーカーや研究者間で多用されるのは 1990 年代以降である(Newhill 1995)。本

研究では、CV を「クライエント（以前のクライエントも含む）やその家族、関係者から受

けた①意図的な所有物の損害・窃盗、②脅迫（法律訴訟による脅迫も含む）、③言葉の暴力、

④実際に行われたあるいは行われそうになった身体的暴力である。」と定義する（菅野

2021）。アメリカにおけるこれまでの CV 実態調査研究の多くは、ソーシャルワーカーの CV

被害の頻度・程度に焦点を当てた量的調査が主であったため、本研究では、実際の CV 被害

経験や CV に対する認識・対応方法について質的調査を実施し、ワーカーの実際の体験をも

とに CV に対する具体的な予防・対応策を考察・提言する。  

２．研究の視点および方法 

2016 年から 2019 年に、アメリカのある州で活動する 16 人のソーシャルワーカーに、CV

の経験と認識に関するインタビュー調査を実施した。調査協力者は、児童虐待防止センタ

ー、シェルター、精神保健福祉・行動保健サービスセンター、学校のカウンセリングセン

ター、青少年自立支援施設、性暴力加害者へのサービス組織、病院、ホスピスの多分野に

渡って活動するソーシャルワーカーで、スノーボール法で選出された。各々のワーカーに

職場で個別に会い、1 時間程、半構造化インタビューを実施した。インタビュー調査の質

問内容は、過去の CV 経験の有無、CV 遭遇時の対応方法、CV 被害後の精神的苦痛、CV に対

する認識であった。インタビュー結果は、コンピューターを応用した定性的データ分析ソ

フトウェアである NVivo12 を用いて分析され、二段階のコーディング技術が使用された。 

３．倫理的配慮 

 本研究は、米国ジョージア州のバルドスタ州立大学の研究倫理委員会の承認を得た上で

実施された。また、日本ソーシャルワーク学会研究倫理規定及び同研究倫理指針を遵守して

おり、報告者に開示すべき COI 関係事項はない。 

４．研 究 結 果 

 インタビュー調査協力者の全員が、過去に言葉の暴力、脅迫、所有物の破損、身体的暴
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力の CV 被害を経験していた。調査協力者のこれまでの仕事の経験から明るみになった CV

の経験とそれに対する認識・対応方法に関して質的調査分析を行うことで、次の 8 点の共

通テーマが抽出された。それは、①暴力の程度、頻度、きっかけにより分類される CV 行為

に関するアセスメント、②ソーシャルワーカーとクライエント間の対立を軽減するスキル、

③クライエントに対する共感、④職場からのサポート、⑤クライエントに対する健全なコ

ミュニケーションスキルの教育、⑥個人的ネットワークによるサポート、⑦ソーシャルワ

ーカーの専門職意識、⑧個人の安全に関する心的外傷である。またこの調査から、調査協

力者の全員が、職場で一度は CV を経験すると予想し、CV を「クライエントからの不愉快

な攻撃により受ける想定内の職務ストレス」ととらえていることが明らかになった。更に、

CV 防止方法に関するワーカーの言及について分析したところ、クライエントとワーカーに

よる協働的トレーニング、経験共有による計画策定、組織的対応、コミュニティー参加型

サポートという 4 つの共通テーマが抽出された。 

５．考 察 

 CV の対策として、各々のヒューマンサービス組織が CV トレーニングの機会を設置し、

ワーカー同士で経験を共有しながら、CV リスクアセスメントスキルや暴力的クライエント

への対話スキルを向上させること、また、暴力的クライエントに関するワーカー間の情報

共有を促し、クライエントの家庭訪問の際の安全対策や安全な面接環境の設定を講じる CV

予防策の必要性が、本研究を通して確認された。暴力防止に向けて、クライエントとの協

働も必要視された。更に、暴力的クライエントに対応する際に、ワーカー一人だけがそれ

に対応して危険にさらされることがないよう、同僚や他機関とのチームアプローチを組織

内外で、そして地域連携ネットワークを予め構築することの必要性も指摘された。CV 被害

後の対応策としては、CV 通告義務手続きの設置やスーパービジョンによる CV 被害アセス

メントの必要性、CV 被害者のためのカウンセリングやデブリーフィング会合、CV 事例検討

会の設置、そしてサポーティブな組織文化の構築の重要性も示唆された。 

注注記記   
この発表は、2023年 7月 14日に明治学院大学ソーシャルワーク研究所のソーシャルワーク学習会で行った報告に、

新たな分析を加えたものである。   

参参考考文文献献   
菅野花恵(2021)「第8章アメリカと世界各国のクライエントバイオレンス」副田あけみ・菅野花恵（2021）『介護職・

相談援助職への暴力とハラスメント』勁草書房  

Newhill, C. E. (1995) Client violence toward social workers: A practice and policy concern for the 1990s, 

Social Work, 40, 631–636. 

Schultz, L.G. (1987) The social worker as a victim of violence, Social Casework, 68, 240-244.  

Radley, M. & Wilke, D.J. (2021) Client-perpetrated violence among frontline child welfare workers, Journal 

of Interpersonal Violence, 36 (11-12), 6260-6280.  
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ソーシャルワークにおける「インターセクショナリティ」（交差性）概念の再考 

－在日朝鮮人女性の活動からの示唆－ 

○ 明治学院大学  宮﨑 理（0865） 

キーワード：インターセクショナリティ、在日朝鮮人女性、抵抗 

 

１．研 究 目 的 

 「インターセクショナリティ」（intersectionality：交差性）は、個人が経験する複数の

社会的アイデンティティ（例えば、ジェンダー、エスニシティ、階級、性的指向、年齢、

障害など）が交差することで、複雑な抑圧や特権の構造が形成されることを示す概念であ

る。この概念は、ソーシャルワークにも導入され、反抑圧ソーシャルワークの主要概念の

一つとして位置付けられてきた。2010 年代中盤以降、日本でも反抑圧ソーシャルワークが

参照されると同時に、「インターセクショナリティ」概念が注目されるようになった。しか

し、この概念の出自が社会運動アクティビズムであることと、ソーシャルワークにおいて

主に対象を認識するためのパースペクティブとして用いられることの間には、決して小さ

くはない隔たりが存在するのではないだろうか。 

 本研究では、日本において交差的な抑圧にさらされている代表的なマイノリティ集団の

ひとつである在日朝鮮人女性の抵抗の活動を参照し、当事者と連帯した社会的協働実践と

してのソーシャルワークを志向する立場から、「インターセクショナリティ」概念を再考す

ることを目的とする。 

 
２．研究の視点および方法 

 本研究は、文献研究である。まず、ソーシャルワークにおける「インターセクショナリ

ティ」概念の受容過程を概観し、その意義と限界を明らかにする。つぎに、ジェンダーと

人種／エスニシティいう交差的な抑圧にさらされている在日朝鮮人女性たちが、自らの抑

圧の経験を顕在化させ社会に向かって発信してきた活動に焦点を当て、抵抗の持つ意味を

検討する。その際参照するのは、在日朝鮮人女性団体による公刊物や、彼女たちのインタ

ビューが掲載された雑誌記事や論文などである。最後に、そこから得られた知見を手がか

りとして、ソーシャルワークにおける「インターセクショナリティ」概念の再考を試みる 

 

３．倫理的配慮 

本研究は、「日本ソーシャルワーク学会研究倫理規程」及び「日本ソーシャルワーク学

会研究倫理指針」を遵守したものである。利益相反はない。 

 

４．研 究 結 果 
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 反抑圧ソーシャルワークには様々なバリエーションが存在するが、「インターセクショナ

リティ」は、いずれにおいても最も重要な概念として位置付けられている。この概念を用

いることで、例えば、「聴覚障害のゲイ男性」や「生活困窮の移住者」など、複数の要素が

交差することで生じる抑圧に直接アプローチすることが可能となる。これは、単一のカテ

ゴリーに基づく従来のアプローチでは見過ごされがちな現実を浮き彫りにし、主流のカテ

ゴリーに属さない人びとが排除されてしまうという問題を指摘するものである。また、カ

テゴリーが交差することで生じる別の形の抑圧も捉えることができる。 

しかしながら、「インターセクショナリティ」が単なる対象認識の概念に留まるならば、

抑圧された人びと自身の抵抗の歴史や現実が見過ごされがちとなる。また、抑圧の交差性

を過剰に強調することによって、「最も抑圧されている人」を特定しようとする傾向や、人

びとを集団から離れた孤立した個人として捉えようとする危険性も指摘されている。 

「インターセクショナリティ」が社会運動アクティビスムを出自に持つこと、さらには

反抑圧ソーシャルワークが当事者と連帯してアライであろうとしていることを想起するな

らば、この概念の別の側面が見えてくる。在日朝鮮人女性はジェンダーと人種／エスニシ

ティが交差する抑圧にさらされてきたが、その現実を明らかにしてきたのは彼女たち自身

である。自らの抑圧の現状を明らかにし社会に向けて発信する活動は、一つの抵抗の形で

あり、それを通じてエンパワーされる経験でもある。それは、「在日朝鮮人」や「女性」と

いうカテゴリー内部の多様性を顕在化させてきた。また、在日朝鮮人女性の活動は、アイ

ヌ女性や被差別部落女性など、他のマイノリティ女性たちとの連帯を作り出してきた。 

 
５．考 察 

 多様な経験を考慮しない政策や実践は、一部の人びとのニーズにしかアプローチするこ

とができない。例えば、「女性」全体の問題として捉えられる政策が、実際には「日本人」

であることが前提とされており、多様な女性を無視している可能性がある。「インターセク

ショナリティ」は、ソーシャルワークにおいてこのような問題を克服するための概念とし

て用いることができる。しかし、この概念を対象認識の概念としてのみ用いるならば、ソ

ーシャルワークは人びとの抑圧や抵抗の現実を十分に理解することができず、当事者と連

帯することは難しくなるであろう。 

当事者にとって、「インターセクショナリティ」は自己の経験に名前をつけ顕在化させ

る抵抗の概念であり、社会変革のために他者とつながる連帯の概念である。ソーシャルワ

ークは当事者の交差的な抵抗の歴史と現実から、社会変革のための知見を学ぶことができ

るはずである。そのようなものとして「インターセクショナリティ」概念を再考すること

は、ソーシャルワークの立場性や人間観を再考するという根源的な問いを生起させること

でもある。 

（謝辞）本研究は JSPS 科研費（21K13462）の助成を受けたものである。 
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